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(57)【要約】
【課題】分離可能な密閉特徴を有する好適な包装および製造方法を提供すること。
【解決手段】包装は、第１のパウチと、第２のパウチまたはカバーのいずれか一方とを含
み、パウチは、食品等の製品を含むように構成され、ヒンジの周りで互に対して取り付け
られる。包装は、少なくとも１つの閉鎖フラップを含む。第１および第２のパウチ、また
は第１のパウチおよびカバーは、アクセスが閉鎖フラップによって少なくとも部分的に封
鎖される閉鎖位置から、閉鎖フラップがより優れたアクセスを可能にするように分離され
る開封位置に向かって、ヒンジの周りで移動可能である。そのような包装を製造する方法
も提供される。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　包装であって、前記包装は、
　第１の後パネルおよび第２の後パネルと、
　前記包装の第１の底端を形成するように前記第１の後パネルに接続されている第１の前
パネルと、
　前記包装の第２の底端を形成するように前記第２の後パネルに接続されている第２の前
パネルと、
　前記第１の前パネルに対して取り付けられ、かつ前記第２の前パネルに切り離し可能に
取り付けられた閉鎖フラップと、
　前記第１の後パネルと前記閉鎖フラップとの間の第１の外部フラップと、
　前記第２の後パネルと前記第２の前パネルとの間の第２の外部フラップと
　を備え、
　前記第１の後パネル、前記第１の前パネル、および前記第１の外部フラップは、第１の
パウチを画定し、
　前記第２の後パネル、前記第２の前パネル、および前記第２の外部フラップは、第２の
パウチを画定し、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチの各々は、製品を含むように構成された内部を有
し、
　前記閉鎖フラップは、前記第２の前パネルから離れる方への前記第１の外部フラップお
よび閉鎖フラップの移動に応答して、前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの少な
くとも１つの前記内部へのアクセスを提供するように、前記第２の前パネルから切り離さ
れるように構成されており、前記閉鎖フラップは、前記第１の外部フラップに隣接して折
り畳まれているか、または接着剤によって前記第１の外部フラップに非切り離し可能に取
り付けられているかの一方である、
　包装。
【請求項２】
　ヒンジの周りで互に取り付けられた第１のパウチおよび第２のパウチであって、前記第
１のパウチおよび第２のパウチの各々は、製品を含むように構成されている、第１のパウ
チおよび第２のパウチと、
　前記ヒンジから離間された場所で、前記第１のパウチに対して取り付けられ、かつ前記
第２のパウチに対して取り付けられた第１の閉鎖フラップと
　を備え、前記第１のパウチおよび第２のパウチは、閉鎖位置から、開封位置に向かって
、前記ヒンジの周りで、互から離れた方向へ移動可能であり、
　前記閉鎖位置において、前記第１のパウチおよび第２のパウチは、少なくとも部分的に
互の上を覆い、かつ、前記第１のパウチおよび第２のパウチへのアクセスが前記第１の閉
鎖フラップによって封鎖され、
　前記開封位置において、前記第１のパウチおよび第２のパウチは、互から離間され、か
つ、前記第１の閉鎖フラップが、前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの少なくと
も１つのそれぞれの開口部を介して前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの少なく
とも１つへのアクセスを提供するように前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの１
つに対して切り離されるようになり、
　前記第１の閉鎖フラップが、前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの１つに対し
て少なくとも部分的に切り離されて、前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの少な
くとも１つへのアクセスを提供するように破裂可能である、包装。
【請求項３】
　第１のパウチおよび第２のパウチは、一対の閉鎖フラップの周りで互に対して取り付け
られ、前記閉鎖フラップのうちの一方は、前記第１のパウチに取り付けられ、前記閉鎖フ
ラップのうちの他方は、前記第２のパウチに取り付けられ、前記第１の閉鎖フラップおよ
び第２の閉鎖フラップは、互に取り付けられている、請求項２に記載の包装。
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【請求項４】
　前記閉鎖フラップのうちの前記一方は、第１の脆弱線に沿って前記第１のパウチに取り
付けられ、前記閉鎖フラップのうちの前記他方は、第２の脆弱線に沿って前記第２のパウ
チに取り付けられ、前記一対の閉鎖フラップは、接着剤を使用して互に取り付けられてい
る、請求項３に記載の包装。
【請求項５】
　前記パウチの各々は、製品を含むように構成された内部を画定するように、一緒に密閉
された内側パネルおよび外側パネルと、脆弱線とを有し、前記脆弱線は、閉鎖フラップを
画定するように前記内側パネルに形成され、前記閉鎖フラップは、前記内部にアクセスす
るための開口部を形成するように前記脆弱線に沿って前記内側パネルから分離可能であり
、前記第１のパウチおよび第２のパウチは、前記ヒンジおよび前記閉鎖フラップの両方の
周りで互に対して取り付けられ、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチは、前記第１のパウチおよび第２のパウチへのア
クセスが、それぞれの内側パネルに取り付けられている前記閉鎖フラップによって封鎖さ
れる閉鎖位置から、前記閉鎖フラップのうちの少なくとも１つが、前記第１のパウチおよ
び第２のパウチのうちの対応するパウチへのアクセスを提供するように、対応する脆弱線
に沿って分離される開封位置に向かって、前記ヒンジの周りで移動可能である、請求項２
に記載の包装。
【請求項６】
　前記脆弱線の各々は、その他の区分と比較して、前記ヒンジからより遠く離間された区
分を有する、請求項５に記載の包装。
【請求項７】
　前記脆弱線のうちの１つを破断するために必要とされる力は、前記閉鎖フラップを分離
するために必要とされる力より小さい、請求項５～６のいずれか１項に記載の包装。
【請求項８】
　前記ヒンジは、第１のヒンジであり、前記第１のパウチの前記内側パネルは、第２のヒ
ンジを含み、前記第２のヒンジは、前記閉鎖位置から前記開封位置に向かった前記第１の
パウチおよび第２のパウチの移動中に、前記第１のパウチの前記内側パネルの一部分が前
記第２のヒンジの周りで折り畳まれることを可能にし、前記第２のパウチの前記内側パネ
ルは、第３のヒンジを含み、前記第３のヒンジは、前記閉鎖位置から前記開封位置に向か
った前記第１のパウチおよび第２のパウチの移動中に、前記第２のパウチの前記内側パネ
ルの一部分が前記第３のヒンジの形態の周りで折り畳まれることを可能にし、
　前記第２のヒンジと前記第１のヒンジとの間の前記第１のパウチの一部分は、前記第３
のヒンジと前記第１のヒンジとの間の前記第２のパウチの一部分から間隙によって分離さ
れ、前記間隙は、前記第１のパウチおよび第２のパウチの少なくとも一部分を横断して延
びる通路を画定する、請求項５～７のいずれか１項に記載の包装。
【請求項９】
　前記第１のパウチは、前記第２のパウチの前記脆弱線に沿って前記第２のパウチの前記
内側パネルに取り付けられた前記第２のパウチの前記閉鎖フラップを分離することなく、
前記第１のパウチの前記閉鎖フラップが前記第１のパウチの前記脆弱線に沿って前記第１
のパウチの前記内側パネルから分離される位置まで移動可能である、請求項８に記載の包
装。
【請求項１０】
　前記第１のパウチが、前記第１のパウチの前記閉鎖フラップが前記第１のパウチの前記
脆弱線に沿って前記第１のパウチの前記内側パネルから分離される前記位置にあるとき、
　前記第２のヒンジが前記第１のヒンジより前記第２のパウチの底端に近い、
　前記第１のパウチの底端が、前記第２のパウチの前記脆弱線に沿って前記第２のパウチ
の前記内側パネルから前記第２のパウチの前記閉鎖フラップを分離して、前記第２のパウ
チを開封し、前記第２のパウチの中の前記製品へのアクセスを提供するように、前記第１
のヒンジから離れる方向へ移動可能である、
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　前記第１のパウチの前記底端が、前記包装の長さを増加させるように、前記第２のパウ
チの前記底端から離れる方向へ移動可能であり、前記包装の前記長さは、前記第１のヒン
ジと垂直な線に沿った、前記第１のパウチの前記底端と前記第２のパウチの前記底端との
間の距離として画定される、
　前記第２のヒンジが前記第２のパウチの底端から離れる方向へ移動可能である、および
　前記第２のヒンジが、前記第２のヒンジが前記第１のヒンジより前記第２のパウチの前
記底端から遠く離れている位置まで、前記第２のパウチの前記底端から離れる方向へ移動
可能である
　のうちの少なくとも１つである、請求項９に記載の包装。
【請求項１１】
　前記閉鎖フラップのうちの第１の閉鎖フラップは、前記第１のヒンジに対して移動可能
であり、前記閉鎖位置から前記開封位置への少なくとも１８０度の回転度だけ互から離れ
る方への前記第１のパウチおよび第２のパウチの移動中に、前記製品が前記第１のパウチ
から引き抜かれることを制限するように、前記第１のパウチの前記開口部の少なくとも一
部分を閉塞する、請求項５～１０のいずれか１項に記載の包装。
【請求項１２】
　フィルム包装であって、前記包装は、
　第１の後パネルおよび第２の後パネルと、
　折目の周りで前記第１の後パネルに接続された第１の前パネルであって、前記第１の前
パネルは、第１のパウチを画定するように、前記包装の第１の底部と、前記第１の前パネ
ルおよび第１の後パネルの間の側面シールと、前記第１の前パネルの自由縁とを形成し、
前記第１の前パネルの前記自由縁は、前記包装の前記第１の底部と反対側にあり、前記第
１の後パネルに接着されていない、第１の前パネルと、
　折目の周りで前記第２の後パネルに接続された第２の前パネルであって、前記第２の前
パネルは、第２のパウチを画定するように、前記包装の第２の底部と、前記第２の前パネ
ルおよび第２の後パネルの間の側面シールと、前記第２の前パネルの自由縁とを形成し、
前記第２の前パネルの前記自由縁は、前記包装の前記第２の底部と反対側にあり、前記第
２の後パネルに接着されておらず、前記第１のパウチおよび第２のパウチの各々は、製品
を含むように構成された内部を有する、第２の前パネルと、
　ヒンジの周りで前記第２の後パネルに枢動可能に接続された外壁であって、前記外壁は
、前記側面シールにおいて前記第２の前パネルへの接着性取り付け部を有し、前記外壁は
、前記ヒンジの周りで前記第２の前パネルから離れる方への前記外壁の移動に応答して、
前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの少なくとも１つの前記内部へのアクセスを
提供するように最初に開封されると、前記接着性取り付け部において前記第２の前パネル
から切り離されるように構成されている、外壁と
　を備え、前記第１の後パネルは、前記包装の前記第１の底部と前記ヒンジとの間の距離
によって画定される最大高さを有し、前記第１の前パネルは、前記包装の前記第１の底部
から前記第１の前パネルの前記自由縁までの最大高さを有し、前記第１の後パネルの最大
高さは、前記第１の前パネルの最大高さよりも大きく、
　前記第２の後パネルは、前記包装の前記第２の底部と前記ヒンジとの間の距離によって
画定される最大高さを有し、前記第２の前パネルは、前記包装の前記第２の底部から前記
第２の前パネルの前記自由縁までの最大高さを有し、前記第２の後パネルの最大高さは、
前記第２の前パネルの最大高さよりも大きい、包装。
【請求項１３】
　前記外壁と前記第２の前パネルとの間の前記接着性取り付け部は、前記側面シール間に
延びている、請求項１２に記載の包装。
【請求項１４】
　前記外壁の内面は、最初に開封した後に前記第１のパウチおよび第２のパウチを再閉鎖
するために、前記第２の前パネルの外面に前記外壁の内面を切り離し可能に取り付けるよ
うに構成された接着剤を含む、請求項１２に記載の包装。
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【請求項１５】
　前記外壁の一部分は、前記第１の前パネルの一部分に直接重なり、前記外壁の他の部分
は、前記第１のパウチの中の前記製品の一部分に直接重なる、請求項１４に記載の包装。
【請求項１６】
　前記第２の前パネルは、前記接着性取り付け部と前記第２の前パネルの前記自由縁との
間に非接着性区域を含む、請求項１３に記載の包装。
【請求項１７】
　前記外壁は、弓形のプルタブを含み、前記プルタブは、前記包装の前記底部から離れる
方への前記ヒンジに向かった前記プルタブの移動によって前記外壁が前記第２の前パネル
から切り離されることを可能にするように構成され、前記プルタブの一部分は、前記プル
タブの隣接する部分および前記プルタブに隣接する前記外壁の部分に比べて、前記ヒンジ
から遠くに離間されている、請求項１２に記載の包装。
【請求項１８】
　前記第１の前パネルおよび第２の前パネルは、前記製品のうちの複数を露出するように
構成された、前記ヒンジから離れる方向への弓形の刻み目を有する、請求項１７に記載の
包装。
【請求項１９】
　請求項１２に記載の包装を製造する方法であって、前記方法は、
　第１の長手方向縁および第２の長手方向縁、長手方向に延びる折り畳みゾーンを有する
材料を提供することと、
　前記長手方向に延びる折り畳みゾーンと前記第１の長手方向縁との間において、前記材
料の上に製品を堆積させることと、
　前記製品の一部に重なるように、前記材料の前記第２の長手方向縁を折り畳むことと、
　前記パウチを形成するように、前記フィルムの重なる部分の間に端部シールを形成する
ことと、
　前記製品の少なくとも別の部分および前記材料の前記第２の長手方向縁に重なるように
、前記ヒンジの周りで前記材料の前記第１の長手方向縁を折り畳むことと、
　前記第１の長手方向縁を含む前記材料の一部分を、前記第２の長手方向縁を含む前記材
料の、下にある部分に切り離し可能に取り付けることと、
　前記包装を単体化することと
　を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　包装およびそれらの製造のための方法、具体的には、分離可能な密閉特徴を有する包装
が、本明細書で説明される。
【背景技術】
【０００２】
　包装、具体的には、可撓性フィルム包装は、種々の食品（例えば、チューイング板ガム
、チョコレート、キャンディ等）に使用される。そのような包装は、消費者製品の貯蔵の
ための１つ以上のコンパートメントと、コンパートメントを覆う複数のフラップおよび／
またはパネルとを含み得る。複数のフラップを含む包装の製造は、複数枚のフィルムおよ
び複数の切断または折り線の使用を必要とし、包装の製造複雑性および費用を増加させ得
る。
【０００３】
　包装は、相互係止ファスナーストリップまたは対面接着剤ストリップを介して密閉され
ることができる。相互係止ファスナーストリップおよび複数の接着剤ストリップの製造は
、製造プロセスの複雑性および費用を望ましくないほど増加させ得る追加の材料および製
造ステップを必要とし得る。加えて、包装は、開封明示特徴を提供するように、フィルム
オーバーラップで一般的に包み込まれる。オーバーラップを含むことは、製造ステップお
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よび費用を増加させ得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本明細書で説明される包装は、有利には、可撓性フィルムのウェブまたは１枚の板紙等
の材料の単一の部分から製造されることができる。材料は、１つ以上の閉鎖フラップを画
定するように、１本以上の脆弱線で刻み目を付けられることができる。次いで、材料の両
縁は、対面する開口部を有する包装の第１および第２のパウチを形成するように、折り畳
まれ、材料の、下にある部分に部分的に密着させられることができる。第１のパウチに取
り付けられた閉鎖フラップは、ヒンジから離れた脆弱線の周りで折り畳まれ、２つのパウ
チがパウチの開口部の間のヒンジの周りで互に隣接するように折り畳まれるときに、包装
の中に食品を密閉するように、接着剤または他の手段を介して第２のパウチに取り付けら
れることができる。いったん閉鎖フラップが取り付けられると、閉鎖フラップを切り離す
ことなく、包装を開封することはできない。したがって、閉鎖フラップは、包装のための
開封明示特徴を提供する。パウチのうちの一方は、パウチのうちの他方への繰り返しの取
り付けを可能にしかつ初期開封後に包装の再閉鎖を提供する１つ以上の接着領域を有する
ことができる。本明細書で説明される包装は、オーバーラップ、複数枚のフィルムまたは
板紙、および／または複数の接着剤ストリップを必要とする包装を製造することよりも費
用効果的であり得る。
【０００５】
　一形態では、食品包装は、ヒンジの周りで互に取り付けられる第１のパウチおよび第２
のパウチを含み、第１および２のパウチの各々は、食品を含むように構成され、食品への
アクセスを提供するようにヒンジに対面する開口部を有する。包装はさらに、第１の脆弱
線に沿って第１のパウチに取り付けられ、第１のパウチに重なるように第１の脆弱線の周
りで折り畳まれる第１の閉鎖フラップを含む。第１の脆弱線は、ヒンジから離間され、第
１の閉鎖フラップは、第２のパウチに取り付けられる。第１および第２のパウチは、第１
および第２のパウチが隣接しかつ第１および第２のパウチの開口部へのアクセスが第１の
閉鎖フラップによって封鎖される閉鎖位置から、第１の閉鎖フラップが、第２のパウチに
取り付けられ、かつ第１および第２のパウチの開口部へのアクセスを提供するように、第
１の脆弱線に沿って第１のパウチから切り離される開封位置に向かって、ヒンジの周りで
移動可能である。
【０００６】
　第１および第２のパウチの各々は、内面および外面を有する、外壁を備えることができ
、外壁は、包装が開封位置と閉鎖位置との間で移動可能であることを可能にするように、
ヒンジの周りで互に取り付けられる。第１および第２のパウチの各々は、内面および外面
を有する内部パネルを備えることができ、内部パネルは、外壁に取り付けられ、隣接する
外壁の内面の少なくとも一部分に重なる。第１および第２のパウチの各々はまた、第１お
よび第２のパウチの各々の内部パネルと外壁との間に包装の端部シールを備えることもで
きる。
【０００７】
　第１のパウチの底端は、第１のパウチの外壁および内部パネルの交差点にあり得、第２
のパウチの底端は、第２のパウチの外壁および内部パネルの交差点にあり得る。第１およ
び第２のパウチは、各々、閉鎖底端を有することができ、第１の脆弱線は、第１のパウチ
の底端よりヒンジに近くあり得る。
【０００８】
　包装はさらに、包装が閉鎖位置から開封位置へ移動させられた後に包装を再閉鎖するた
めの手段を含むことができる。例えば、包装はまた、包装が閉鎖位置から開封位置へ移動
させられた後に包装を再閉鎖するために、パウチのうちの少なくとも１つの上に少なくと
も１つの接着領域を含むこともできる。
【０００９】
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　包装は、随意に、第２の脆弱線に沿って第２のパウチに取り付けられ、第２のパウチに
重なるように第２の脆弱線の周りで折り畳まれる第２の閉鎖フラップを含み得る。第２の
脆弱線は、ヒンジから離間されることができ、第２の閉鎖フラップは、第１の閉鎖フラッ
プに取り付けることができる。閉鎖位置から開封位置へ包装が移動すると、第１および第
２の閉鎖フラップのうちの１つは、包装が開封位置にあるときに、第１および第２の閉鎖
フラップが互に取り付けられ、第１および第２の閉鎖フラップのうちの１つがパウチのう
ちの隣接するパウチから切り離されるように、第１および第２の脆弱線のうちのそれぞれ
の脆弱線に沿って分離する。
【００１０】
　第１および第２の閉鎖フラップのうちの少なくとも１つは、閉鎖フラップを互に取り付
けるための手段を含むことができる。
【００１１】
　包装は、有利には、可撓性フィルムのウェブまたは長い板紙あるいは他のそのような材
料等の１枚の材料または材料の一部分から形成されることができる。しかしながら、材料
の複数の部分もまた、包装を形成するために使用されることができる。包装は、各パウチ
の中の板ガムの１つ以上のアレイと組み合わせることができる。食品の周囲に気密シール
があり得る。
【００１２】
　上記の包装を製造する方法は、第１および第２の長手方向縁、長手方向に延びる中心折
り畳みゾーン、および第１の長手方向縁に隣接する、長手方向に延びる第１の脆弱線を有
する、可撓性フィルムのウェブまたは長い板紙あるいは他のそのような材料等の材料を提
供することと、中心折り畳みゾーンの両側においてフィルムの上に食品の第１および第２
の部分を堆積させることと、食品の第１の部分の少なくとも一部に重なるように、可撓性
フィルムの第１の長手方向縁を折り畳むことと、食品の第２の部分の少なくとも一部に重
なるように、可撓性フィルムの第２の長手方向縁を折り畳むことと、第１および第２のパ
ウチを形成するように、フィルムの重なる部分の間に端部シールを形成することと、第１
のパウチに重なるように、第１の脆弱線の周りで可撓性フィルムの第１の長手方向縁を折
り畳むことと、ヒンジの周りで互に向かって第１および第２のパウチを折り畳むことと、
第１の閉鎖フラップを第２のパウチに取り付けることと、必要であれば、包装を単体化す
ることとを含む。
【００１３】
　本方法は、第２の長手方向縁に隣接する、材料において長手方向に延びる第２の脆弱線
を提供することを含み得る。本方法は、第１の閉鎖フラップを第２の脆弱線と第２の長手
方向縁との間の材料の一部分に取り付けることを含むことができる。本方法は、包装の中
に食品を密封することを含み得る。
【００１４】
　上記の包装を開封する方法は、脆弱線に沿って閉鎖フラップを切り離すように、閉鎖位
置から開封位置に向かって第１および第２のパウチを移動させることを含むことができる
。
【００１５】
　別の形態では、食品包装は、食品を含むように構成されるパウチを備える。包装は、閉
鎖フラップを含み、閉鎖フラップは、ヒンジを介してパウチに取り付けられ、パウチへの
アクセスが閉鎖フラップによって封鎖される閉鎖位置から、パウチの内部へのアクセスを
提供するように第１の閉鎖フラップが第１のパウチの一部分から切り離される開封位置に
向かって、ヒンジの周りで移動可能である。
【００１６】
　さらに別の形態では、少なくとも２つの側面と、上端と、底端とを有する包装が提供さ
れる。底端は、一部分を有することができ、その一部分の周りで側面は、各側面が互と略
平行である閉鎖位置から、各側面が互と略平行ではなく、随意に、略同一平面上にあり得
る開封位置まで、枢動することができる。包装は、最初に内容物へのアクセスを防止する
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が、閉鎖位置から開封位置に移動すると破裂させられて内容物へのアクセスを可能にする
ように構成される、上記で議論されるようなフラップ等の分離可能な部材を側面の間に含
むことができる。分離可能な部材は、随意に、上端と比較して、底端により近くあり得る
。
【００１７】
　さらに別の形態では、包装は、後パネルと、包装の底端を形成するように後パネルに接
続される前パネルと、前パネルに切り離し可能に取り付けられ、外部フラップに隣接して
折り畳まれる閉鎖フラップと、後パネルと閉鎖フラップとの間の外部フラップとを含む。
後パネル、前パネル、および外部フラップは、製品を含むように構成される内部を伴うパ
ウチを画定する。閉鎖フラップは、前パネルから離れる方への外部フラップおよび閉鎖フ
ラップの移動に応答して、パウチの内部へのアクセスを提供するように、前パネルから切
り離し可能である。
【００１８】
　一形態では、閉鎖フラップは、接着剤によって前パネルの隣接表面に選択的に取り付け
られる。
【００１９】
　別の形態では、閉鎖フラップは、閉鎖フラップと前パネルとの間の交差点における脆弱
線に沿って前パネルから切り離し可能である。
【００２０】
　さらに別の形態では、閉鎖フラップは、前パネルと第１のＵ字形折り畳み部を形成し、
外部フラップと第２のＵ字形折り畳み部を形成し、第１および第２のＵ字形折り畳み部は
、反対方向に配向される。
【００２１】
　一形態では、包装は、後パネルと、包装の底端を形成するように後パネルに接続される
前パネルと、前パネルに切り離し可能に取り付けられ、接着剤によって外部フラップに非
切り離し可能に取り付けられる閉鎖フラップと、後パネルと閉鎖フラップとの間の外部フ
ラップとを含み、後パネル、前パネル、および外部フラップは、製品を含むように構成さ
れる内部を伴うパウチを画定する。閉鎖フラップは、前パネルから離れる方への外部フラ
ップおよび閉鎖フラップの移動に応答して、パウチの内部へのアクセスを提供するように
、前パネルから切り離し可能である。
【００２２】
　一形態では、脆弱線は、一対の端部を有し、端部のうちの一方は、端部のうちの他方よ
りヒンジから遠い。
【００２３】
　包装を開封する方法は、脆弱線に沿って閉鎖フラップを切り離すように、閉鎖位置から
開封位置に向かって第１および第２のパウチを移動させることを含み、切り離しは、ヒン
ジからより遠い、端部のうちの一方で開始する。
【００２４】
　一形態では、閉鎖フラップは、閉鎖フラップと前パネルとの間の交差点における脆弱線
に沿って前パネルから切り離し可能であり、脆弱線は、一対の端部を有し、端部のうちの
一方は、端部のうちの他方より包装の底端から遠い。
【００２５】
　上記の包装は、各パウチの中の板ガムのスタックと組み合わせられ得る。
【００２６】
　さらに別の形態では、包装は、外側ヒンジおよび少なくとも１つの内側接続フラップの
両方の周りで互に対して取り付けられる第１のパウチおよび第２のパウチを含み、第１お
よび第２のパウチの各々は、製品を含むように構成される。第１および第２のパウチは、
第１および第２のパウチへのアクセスが内側接続フラップによって封鎖される閉鎖位置か
ら、内側接続フラップが、第１および第２のパウチのうちの１つに対して少なくとも部分
的に切り離されて、第１および第２のパウチのうちの少なくとも１つへのアクセスを提供
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するように破裂可能である開封位置に向かって、ヒンジの周りで移動可能である。
【００２７】
　１つのアプローチでは、内側接続フラップは、第１および第２のパウチのうちの１つに
重なるように折り畳まれる。内側接続フラップは、脆弱線に沿って第１および第２のパウ
チのうちの一方に取り付けられ得、接着剤を使用して第１および第２のパウチのうちの他
方に取り付けられ得る。
【００２８】
　一形態では、脆弱線は、一対の端部を有し、端部のうちの一方は、端部のうちの他方よ
りヒンジから遠い。
【００２９】
　第１および第２のパウチは、一対の内側接続フラップの周りで互に対して取り付けられ
得る。内側接続フラップのうちの一方は、第１のパウチに取り付けられてもよく、内側接
続フラップのうちの他方は、第２のパウチに取り付けられてもよく、第１および第２の内
側接続フラップは、互に取り付けられ得る。
【００３０】
　一形態では、内側接続フラップのうちの一方は、第１の脆弱線に沿って第１のパウチに
取り付けられ、内側接続フラップのうちの他方は、第２の脆弱線に沿って第２のパウチに
取り付けられる。一対の内側接続フラップは、接着剤を使用して互に取り付けられ得る。
【００３１】
　一形態では、包装は、第１および第２のパウチの各々が、内面および外面を有する外壁
を備え、外壁は、包装が開封位置と閉鎖位置との間で移動可能であることを可能にするよ
うに、ヒンジの周りで互に取り付けられ、第１および第２のパウチの各々が、内面および
外面を有する内部パネルを備え、内部パネルは、外壁に取り付けられ、隣接する外壁の内
面の少なくとも一部分に重なり、包装の端部シールが、第１および第２のパウチの各々の
内部パネルと外壁との間に位置付けられるように、構成される。
【００３２】
　パウチの各々は、製品へのアクセスを提供するように、ヒンジに対面する開口部を有し
得る。パウチのうちの少なくとも１つは、開口部にアクセスするための手段を含み得る。
【００３３】
　あるアプローチでは、包装は、１枚の可撓性フィルムから形成される。包装は、各パウ
チの中の板ガムのアレイまたはスタックと組み合わせて使用され得る。一形態では、包装
は、製品の周囲の気密シールによって密閉され得る。
【００３４】
　一形態では、包装は、包装が最初に閉鎖位置から開封位置へ移動させられた後に包装を
再閉鎖するための手段を含み得る。
【００３５】
　一形態では、包装は、第１のパウチおよび第２のパウチを備え、パウチの各々は、製品
を含むように構成される内部を画定するように、一緒に密閉される内側パネルおよび外側
パネルと、脆弱線とを有し、脆弱線は、内側閉鎖フラップを画定するように内側パネル内
に形成され、内側閉鎖フラップは、内部にアクセスするための開口部を形成するように脆
弱線に沿って内側パネルから分離可能である。第１および第２のパウチは、外側ヒンジお
よび内側閉鎖フラップの両方の周りで互に対して取り付けられ、第１および第２のパウチ
へのアクセスが、それぞれの内側パネルに取り付けられている内側閉鎖フラップによって
封鎖される閉鎖位置から、内側閉鎖フラップのうちの少なくとも１つが、第１および第２
のパウチのうちのそれぞれのパウチへのアクセスを提供するように、それぞれの脆弱線に
沿って分離される開封位置に向かって、ヒンジの周りで移動可能である。
【００３６】
　一形態では、脆弱線の各々は、その端部と比較して、ヒンジからより遠く離間された中
間区分を有する。
【００３７】
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　脆弱線の各々は、弓形であり得る。第１および第２のパウチの外側パネルは、ヒンジに
おいて接合され得る。第１および第２のパウチの外側パネルは、各々、ヒンジを画定する
共通外側カバーに接合され得る。
【００３８】
　１つのアプローチでは、脆弱線のうちの１つを破断するために必要とされる力は、内側
閉鎖フラップを分離するために必要とされる力より小さい。
【００３９】
　１つのアプローチでは、包装はさらに、製品を含むように構成される内部を画定するよ
うに、一緒に密閉される内側パネルおよび外側パネルと、脆弱線とを有する、第３のパウ
チを含み、脆弱線は、内側閉鎖フラップを画定するように内側パネル内に形成され、内側
閉鎖フラップは、第３のパウチの内部にアクセスするための開口部を形成するように脆弱
線に沿って内側パネルから分離可能である。第３のパウチは、第２の外側ヒンジの周りで
第２のパウチに対して取り付けられ、かつ第３のパウチの内側閉鎖フラップによって第１
のパウチに対して取り付けられ得る。
【００４０】
　第３のパウチは、第３のパウチの内部へのアクセスが、第１のパウチの外側パネルに取
り付けられている第３のパウチの内側閉鎖フラップによって封鎖される、閉鎖位置から、
第３のパウチの内側閉鎖フラップが脆弱線に沿って分離される開封位置に向かって、第２
の外側ヒンジの周りで移動可能であり得る。
【００４１】
　１つのアプローチでは、第３のパウチは、第２の外側ヒンジに近接して位置する脆弱線
に沿って第２のパウチから分離可能である。
【００４２】
　包装を開封する方法は、第１のパウチの閉鎖フラップを第１のパウチの内側パネルの残
りの部分から分離して、第１のパウチの内部へのアクセスを提供するように、閉鎖位置か
ら開封位置に向かって第１および第２のパウチを移動させることを含む。本方法は、第２
のパウチの閉鎖フラップを第２のパウチの内側パネルの残りの部分から分離して、第２の
パウチの内部へのアクセスを提供するように、包装を操作することを含み得る。
【００４３】
　一形態では、上記の包装を開封する方法は、閉鎖位置から開封位置に向かって外側ヒン
ジの周りで第１および第２のパウチを移動させることと、第１のパウチが第１のパウチの
中の製品へのアクセスを提供するように開封している一方で、第２のパウチが第２のパウ
チの中の製品へのアクセスを制限するように密閉されたままであるように、第２のパウチ
の脆弱線に沿って第２のパウチの内側パネルに取り付けられた第２のパウチの内側閉鎖フ
ラップを分離することなく、第１のパウチの脆弱線に沿って第１のパウチの内側パネルか
ら第１のパウチの内側閉鎖フラップを分離することとを含む。
【００４４】
　本方法はさらに、閉鎖位置から開封位置に向かった第１のパウチの移動中に、第１のパ
ウチの外側パネルに第２のヒンジを形成することを含んでもよく、第２のヒンジが形成さ
れるとき、第１のパウチが、第１のパウチの中の製品へのアクセスを提供するように開封
している一方で、第２のパウチは、第２のパウチの中の製品へのアクセスを制限するよう
に密閉されたままである。
【００４５】
　本方法はさらに、第２のヒンジが外側ヒンジより第２のパウチの底端に近いように、第
１のパウチの外側パネルを位置付けることを含み得る。
【００４６】
　本方法はさらに、第２のパウチの脆弱線に沿って第２のパウチの内側パネルから第２の
パウチの内側閉鎖フラップを分離して、第２のパウチを開封し、第２のパウチの中の製品
へのアクセスを提供するように、外側ヒンジから離れる方向へ第１のパウチの底端を移動
させることによって、第１のパウチを移動させることを含み得る。
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【００４７】
　１つのアプローチでは、第１のパウチを移動させることはさらに、包装の長さを増加さ
せるように、第２のパウチの底端から離れる方向へ第１のパウチの底端を移動させること
を含み、包装の長さは、外側ヒンジと垂直な線に沿って、第１のパウチの底端と第２のパ
ウチの底端との間の距離として画定される。
【００４８】
　１つのアプローチでは、第１のパウチの底端を移動させることは、第２のパウチの底端
から離れる方向へ第２のヒンジを移動させることを含む。
【００４９】
　あるアプローチでは、第２のパウチの底端から離れる方向への第２のヒンジの移動は、
第２のヒンジが外側ヒンジより第２のパウチの底端から遠く離れている位置まで、第２の
パウチの底端から離れる方向へ第２のヒンジを移動させることを含む。
【００５０】
　本方法はさらに、閉鎖位置から開封位置に向かった外側ヒンジの周りでの第１および第
２のパウチの移動中に、第１および第２のパウチの内側閉鎖フラップを互に取り付けられ
た状態に維持することを含み得る。
【００５１】
　本方法はさらに、第１および第２のパウチのうちの少なくとも１つの開口部を少なくと
も部分的に閉塞して、第１および第２のパウチのうちの少なくとも１つから外への製品の
移動を制限するように、第１および第２のパウチの内側閉鎖フラップを位置付けることを
含み得る。
【００５２】
　１つのアプローチでは、包装を開封する方法は、閉鎖位置から開封位置に向かって外側
ヒンジの周りで第１および第２のパウチを移動させることと、第１のパウチおよび第２の
パウチが、実質的に同時に開封して、第１のパウチの中の製品および第２のパウチの中の
製品へのアクセスを提供するように、第１のパウチの脆弱線に沿って第１のパウチの内側
パネルから第１のパウチの内側閉鎖フラップ、および第２のパウチの脆弱線に沿って第２
のパウチの内側パネルに取り付けられた第２のパウチの内側閉鎖フラップを実質的に同時
に分離することとを含み得る。
【００５３】
　一実施形態では、包装は、第１パウチおよび第２のパウチを含み、第１パウチおよび第
２のパウチはそれぞれ、製品を含むように構成される内部を画定する内側パネルおよび外
側パネルと、脆弱線とを有し、脆弱線は、閉鎖フラップを画定するように内側パネル内に
形成され、閉鎖フラップは、内部への開口部を形成するように脆弱線に沿って内側パネル
から分離可能である。第１および第２のパウチは、ヒンジの周りで互に対して取り付けら
れ、第１および第２のパウチへのアクセスが、それぞれの内側パネルに取り付けられてい
る閉鎖フラップによって封鎖される閉鎖位置から、閉鎖フラップのうちの少なくとも１つ
が、開口部を通して第１および第２のパウチのうちのそれぞれ１つへのアクセスを提供す
るように、それぞれの脆弱線に沿って分離される開封位置に向かって、ヒンジの周りで移
動可能である。第１および第２のパウチの開口部は、閉鎖位置から開封位置への第１およ
び第２のパウチの移動中にヒンジおよび互に対面する。閉鎖フラップのうちの第１のフラ
ップは、ヒンジに対して移動可能であり、閉鎖位置から開封位置への少なくとも１８０度
の回転度だけ互から離れる方への第１および第２のパウチの移動中に、製品が第１のパウ
チから引き抜かれることを制限するように、第１のパウチの開口部の少なくとも一部分を
閉塞する。
【００５４】
　一実施形態では、マルチコンパートメント可撓性包装は、統合された閉鎖フラップを有
する第１の密閉コンパートメントと、第１のヒンジによって第１の密閉コンパートメント
に接続され、統合された閉鎖フラップを有する第２の密閉コンパートメントと、第２のヒ
ンジによって第２の密閉コンパートメントに接続され、統合された閉鎖フラップを有する
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第３の密閉コンパートメントとを含む。第１の密閉コンパートメントは、第２の密閉コン
パートメントおよび第３の密閉コンパートメントの間に配置される。第３の密閉コンパー
トメントの閉鎖フラップは、第２のヒンジの周りでの第３の密閉コンパートメントの移動
が、第３の密閉コンパートメントの統合された閉鎖フラップを開封させて、第３の密閉コ
ンパートメントの内部へのアクセスを可能にするように、第１の密閉コンパートメントに
接着される。第１および第２の密閉コンパートメントの統合された閉鎖フラップは、第１
または第２のコンパートメントのうちの他方から離れる方への第１のヒンジの周りでの第
１または第２の密閉コンパートメントの移動が、第１および第２の密閉コンパートメント
の閉鎖フラップのうちの少なくとも１つを開封させて、第１および第２の密閉コンパート
メントのうちの少なくとも１つの内部へのアクセスを可能にするように、互に接着される
。
【００５５】
　１つのアプローチでは、第３のパウチは、第２のヒンジに近接して位置する脆弱線に沿
って第２のパウチから分離可能である。第１および第２のパウチは、第１のヒンジに近接
して位置する脆弱線に沿って互から分離可能であり得る。
【００５６】
　１つのアプローチでは、第１、第２、および第３の密閉コンパートメントの統合された
閉鎖フラップの各々は、それぞれの密閉コンパートメントから少なくとも部分的に脆弱線
に沿って分離することによって開封し得る。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　ヒンジの周りで互に取り付けられた第１のパウチおよび第２のパウチであって、前記第
１のパウチおよび第２のパウチの各々は、製品を含むように構成されている、第１のパウ
チおよび第２のパウチと、
　前記ヒンジから離間された場所で、前記第１のパウチに対して取り付けられ、かつ前記
第２のパウチに対して取り付けられた第１の閉鎖フラップと
　を備え、前記第１のパウチおよび第２のパウチは、前記第１のパウチおよび第２のパウ
チへのアクセスが前記第１の閉鎖フラップによって封鎖される閉鎖位置から、前記第１の
閉鎖フラップが、前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの少なくとも１つへのアク
セスを提供するように前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの１つに対して切り離
される開封位置に向かって、前記ヒンジの周りで移動可能である、
　包装。
（項目２）
　前記第１のパウチおよび第２のパウチの各々は、内面および外面を有する外壁を備え、
前記外壁は、前記包装が前記開封位置と前記閉鎖位置との間で移動可能であることを可能
にするように、前記ヒンジの周りで互に取り付けられ、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチの各々は、内面および外面を有する内部パネルを
備え、前記内部パネルは、前記外壁に取り付けられ、隣接する前記外壁の前記内面の少な
くとも一部分に重なり、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチの各々の前記内部パネルと前記外壁との間の前記
包装の端部シールを備える、
　項目１に記載の包装。
（項目３）
　前記パウチの各々は、前記製品へのアクセスを提供するように、前記ヒンジに対面する
開口部を有する、項目１および２のいずれかに記載の包装。
（項目４）
　前記パウチのうちの少なくとも１つは、前記開口部にアクセスするための手段を含む、
項目３に記載の包装。
（項目５）
　前記第１のフラップは、脆弱線に沿って前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの
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少なくとも１つに取り付けられている、項目１～４のいずれか１項に記載の包装。
（項目６）
　第２の脆弱線に沿って前記第２のパウチに取り付けられ、前記第２のパウチに重なるよ
うに前記第２の脆弱線の周りで折り畳まれた第２の閉鎖フラップをさらに備え、前記第２
の脆弱線は、前記ヒンジから離間され、前記第２の閉鎖フラップは、前記第１の閉鎖フラ
ップに取り付けられ、前記閉鎖位置から前記開封位置に前記包装が移動すると、前記第１
の閉鎖フラップおよび第２の閉鎖フラップのうちの１つは、前記第１の脆弱線および第２
の脆弱線のうちの対応する脆弱線に沿って分離し、それによって、前記包装が前記開封位
置にあるときに、前記第１の閉鎖フラップおよび第２の閉鎖フラップは、互に取り付けら
れ、前記第１の閉鎖フラップおよび第２の閉鎖フラップのうちの１つが切り離される、項
目５に記載の包装。
（項目７）
　前記第１の閉鎖フラップおよび第２の閉鎖フラップのうちの少なくとも１つは、前記閉
鎖フラップを互に取り付けるための手段を含む、項目６に記載の包装。
（項目８）
　前記包装は、１枚の可撓性フィルムから形成されている、項目１～７のいずれか１項に
記載の包装。
（項目９）
　各パウチの中の板ガムのアレイとさらに組み合わせた、項目１～８のいずれか１項に記
載の包装。
（項目１０）
　前記製品の周囲に気密シールがある、項目１～９のいずれか１項に記載の包装。
（項目１１）
　前記包装が最初に前記閉鎖位置から前記開封位置へ移動させられた後に前記包装を再閉
鎖するための手段をさらに備える、項目１～１０のいずれか１項に記載の包装。
（項目１２）
　項目１～１１のいずれか１項に記載の包装を製造する方法であって、前記方法は、
　第１の長手方向縁および第２の長手方向縁、長手方向に延びる中心折り畳みゾーン、お
よび前記第１の長手方向縁に隣接する、長手方向に延びる第１の脆弱線を有する材料を提
供することと、
　前記中心折り畳みゾーンの両側において、前記材料の上に前記製品の第１の部分および
第２の部分を堆積させることと、
　前記製品の前記第１の部分の少なくとも一部に重なるように、前記材料の前記第１の長
手方向縁を折り畳むことと、
　前記製品の前記第２の部分の少なくとも一部に重なるように、前記材料の前記第２の長
手方向縁を折り畳むことと、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチを形成するように、前記フィルムの重なる部分の
間に端部シールを形成することと、
　前記第１のパウチに重なるように、前記材料の前記第１の長手方向縁を折り畳むことと
、
　前記ヒンジの周りで互に向かって前記第１のパウチおよび第２のパウチを折り畳むこと
と、
　前記第１の閉鎖フラップを前記第２のパウチに取り付けることと、
　必要であれば、前記包装を単体化することと
　を含む、方法。
（項目１３）
　前記第２の長手方向縁に隣接する、前記可撓性フィルムにおいて長手方向に延びる第２
の脆弱線を提供することをさらに含み、前記第１の閉鎖フラップを前記第２のパウチに取
り付けることは、第１の閉鎖フラップを前記第２の脆弱線と前記第２の長手方向縁との間
の前記フィルムの部分に取り付けることを含む、項目１３に記載の方法。
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（項目１４）
　前記第１の閉鎖フラップを前記第２のパウチに取り付けることはさらに、前記包装の中
に前記製品を密封することを含む、項目１２または項目１３に記載の方法。
（項目１５）
　項目１に記載の包装を開封する方法であって、前記方法は、前記脆弱線に沿って前記閉
鎖フラップを切り離すように、前記閉鎖位置から前記開封位置に向かって前記第１のパウ
チおよび第２のパウチを移動させることを含む、方法。
（項目１６）
　包装であって、前記包装は、
　後パネルと、
　前記包装の底端を形成するように前記後パネルに接続されている前パネルと、
　前記前パネルに切り離し可能に取り付けられ、外部フラップに隣接して折り畳まれた閉
鎖フラップと、
　前記後パネルと前記閉鎖フラップとの間の外部フラップであって、前記後パネル、前パ
ネル、および外部フラップは、製品を含むように構成された内部を伴うパウチを画定する
、外部フラップと
　を備え、前記閉鎖フラップは、前記前パネルから離れる方への前記外部フラップおよび
閉鎖フラップの移動に応答して、前記パウチの前記内部へのアクセスを提供するように、
前記前パネルから切り離し可能である、
　包装。
（項目１７）
　前記閉鎖フラップは、接着剤によって前記前パネルの隣接表面に選択的に取り付けられ
ている、項目１６に記載の包装。
（項目１８）
　前記閉鎖フラップは、前記閉鎖フラップと前記前パネルとの間の交差点における脆弱線
に沿って前記前パネルから切り離し可能である、項目１６に記載の包装。
（項目１９）
　前記閉鎖フラップは、前記前パネルと第１のＵ字形折り畳み部を形成し、前記外部フラ
ップと第２のＵ字形折り畳み部を形成し、前記第１Ｕ字形折り畳み部および第２のＵ字形
折り畳み部は、反対方向に配向されている、項目１６に記載の包装。
（項目２０）
　包装であって、前記包装は、
　後パネルと、
　前記包装の底端を形成するように前記後パネルに接続されている前パネルと、
　前記前パネルに切り離し可能に取り付けられ、接着剤によって外部フラップに非切り離
し可能に取り付けられた閉鎖フラップと、
　前記後パネルと前記閉鎖フラップとの間の外部フラップであって、前記後パネル、前パ
ネル、および外部フラップは、製品を含むように構成された内部を伴うパウチを画定する
、外部フラップと
　を備え、前記閉鎖フラップは、前記前パネルから離れる方への前記外部フラップおよび
閉鎖フラップの移動に応答して、前記パウチの前記内部へのアクセスを提供するように、
前記前パネルから切り離し可能である、
　包装。
（項目２１）
　前記脆弱線は、一対の端部を有し、前記端部のうちの一方は、前記端部のうちの他方よ
り前記ヒンジから遠い、項目５に記載の包装。
（項目２２）
　項目２１に記載の包装を開封する方法であって、前記方法は、
　前記脆弱線に沿って前記閉鎖フラップを切り離すように、前記閉鎖位置から前記開封位
置に向かって前記第１のパウチおよび第２を移動させることを含み、前記切り離しは、前
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記ヒンジからより遠い、前記端部のうちの前記一方で開始する、方法。
（項目２３）
　前記閉鎖フラップは、前記閉鎖フラップと前記前パネルとの間の交差点における脆弱線
に沿って前記前パネルから切り離し可能であり、
　前記脆弱線は、一対の端部を有し、前記端部のうちの一方は、前記端部のうちの他方よ
り前記包装の前記底端から遠い、項目１８に記載の包装。
（項目２４）
　各パウチの中の板ガムのスタックとさらに組み合わせた、項目１～８のいずれか１項に
記載の包装。
（項目２５）
　外側ヒンジおよび少なくとも１つの内側接続フラップの両方の周りで互に対して取り付
けられた第１のパウチおよび第２のパウチであって、前記第１のパウチおよび第２のパウ
チの各々は、製品を含むように構成されている、第１のパウチおよび第２のパウチを備え
、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチは、前記第１のパウチおよび第２のパウチへのア
クセスが前記内側接続フラップによって封鎖される閉鎖位置から、前記内側接続フラップ
が、前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの１つに対して少なくとも部分的に切り
離されて、前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの少なくとも１つへのアクセスを
提供するように破裂可能である開封位置に向かって、前記ヒンジの周りで移動可能である
、
　包装。
（項目２６）
　前記内側接続フラップは、前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの１つに重なる
ように折り畳まれている、項目２５に記載の包装。
（項目２７）
　前記内側接続フラップは、脆弱線に沿って前記第１のパウチおよび第２のパウチのうち
の一方に取り付けられ、接着剤を使用して前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの
他方に取り付けられている、項目２５および２６のいずれか１項に記載の包装。
（項目２８）
　前記脆弱線は、一対の端部を有し、前記端部のうちの一方は、前記端部のうちの他方よ
り前記ヒンジから遠い、項目２７に記載の包装。
（項目２９）
　第１のパウチおよび第２のパウチは、一対の内側接続フラップの周りで互に対して取り
付けられている、項目２５に記載の包装。
（項目３０）
　前記内側接続フラップのうちの一方は、前記第１のパウチに取り付けられ、前記内側接
続フラップのうちの他方は、前記第２のパウチに取り付けられ、前記第１の内側接続フラ
ップおよび第２の内側接続フラップは、互に取り付けられている、項目２９に記載の包装
。
（項目３１）
　前記内側接続フラップのうちの一方は、第１の脆弱線に沿って前記第１のパウチに取り
付けられ、前記内側接続フラップのうちの他方は、第２の脆弱線に沿って前記第２のパウ
チに取り付けられている、項目３０に記載の包装。
（項目３２）
　前記一対の内側接続フラップは、接着剤を使用して互に取り付けられている、項目３０
および３１のいずれか１項に記載の包装。
（項目３３）
　前記第１のパウチおよび第２のパウチの各々は、内面および外面を有する外壁を備え、
前記外壁は、前記包装が前記開封位置と前記閉鎖位置との間で移動可能であることを可能
にするように、前記ヒンジの周りで互に取り付けられ、
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　前記第１のパウチおよび第２のパウチの各々は、内面および外面を有する内部パネルを
備え、前記内部パネルは、前記外壁に取り付けられ、隣接する前記外壁の前記内面の少な
くとも一部分に重なり、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチの各々の前記内部パネルと前記外壁との間の前記
包装の端部シールを備える、
　項目２５～３２のいずれか１項に記載の包装。
（項目３４）
　前記パウチの各々は、前記製品へのアクセスを提供するように、前記ヒンジに対面する
開口部を有する、項目２５～３４のいずれか１項に記載の包装。
（項目３５）
　前記パウチのうちの少なくとも１つは、前記開口部にアクセスするための手段を含む、
項目３４に記載の包装。
（項目３６）
　前記包装は、１枚の可撓性フィルムから形成されている、項目２５～３５のいずれか１
項に記載の包装。
（項目３７）
　各パウチの中の板ガムのアレイまたはスタックとさらに組み合わせた、項目２５～３７
のいずれか１項に記載の包装。
（項目３８）
　前記製品の周囲に気密シールがある、項目２５～３７のいずれか１項に記載の包装。
（項目３９）
　前記包装が最初に前記閉鎖位置から前記開封位置へ移動させられた後に前記包装を再閉
鎖するための手段をさらに備える、項目２５～３８のいずれか１項に記載の包装。
（項目４０）
　第１のパウチおよび第２のパウチであって、前記パウチの各々は、製品を含むように構
成された内部を画定するように、一緒に密閉された内側パネルおよび外側パネルと、脆弱
線とを有し、前記脆弱線は、内側閉鎖フラップを画定するように前記内側パネルに形成さ
れ、前記内側閉鎖フラップは、前記内部にアクセスするための開口部を形成するように前
記脆弱線に沿って前記内側パネルから分離可能であり、前記第１のパウチおよび第２のパ
ウチは、外側ヒンジおよび前記内側閉鎖フラップの両方の周りで互に対して取り付けられ
ている、第１のパウチおよび第２のパウチを備え、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチは、前記第１のパウチおよび第２のパウチへのア
クセスが、それぞれの内側パネルに取り付けられている前記内側閉鎖フラップによって封
鎖される閉鎖位置から、前記内側閉鎖フラップのうちの少なくとも１つが、前記第１のパ
ウチおよび第２のパウチのうちの対応するパウチへのアクセスを提供するように、対応す
る脆弱線に沿って分離される開封位置に向かって、前記ヒンジの周りで移動可能である、
　包装。
（項目４１）
　前記脆弱線の各々は、その端部と比較して、前記ヒンジからより遠く離間された中間区
分を有する、項目４０に記載の包装。
（項目４２）
　前記脆弱線の各々は、弓形である、項目４０および４１のいずれか１項に記載の包装。
（項目４３）
　前記第１のパウチおよび第２のパウチの前記外側パネルは、前記ヒンジにおいて接合さ
れている、項目４０～４２のいずれか１項に記載の包装。
（項目４４）
　前記第１のパウチおよび第２のパウチの前記外側パネルは、各々、前記ヒンジを画定す
る共通外側カバーに接合されている、項目４０～４２のいずれか１項に記載の包装。
（項目４５）
　前記脆弱線のうちの１つを破断するために必要とされる力は、前記内側閉鎖フラップを
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分離するために必要とされる力より小さい、項目４０～４４のいずれか１項に記載の包装
。
（項目４６）
　項目４０～４５のいずれか１項に記載の包装を開封する方法であって、前記方法は、前
記第１のパウチの前記閉鎖フラップを前記第１のパウチの前記内側パネルの残りの部分か
ら分離することにより前記第１のパウチの前記内部へのアクセスを提供するように、前記
閉鎖位置から前記開封位置に向かって前記第１のパウチおよび第２のパウチを移動させる
ことを含む、方法。
（項目４７）
　前記第２のパウチの前記閉鎖フラップを前記第２のパウチの前記内側パネルの残りの部
分から分離することにより前記第２のパウチの前記内部へのアクセスを提供するように、
前記包装を操作することをさらに含む、項目４６に記載の方法。
（項目４８）
　項目４０～４５のいずれか１項に記載の包装を開封する方法であって、前記方法は、前
記閉鎖位置から前記開封位置に向かって前記外側ヒンジの周りで前記第１のパウチおよび
第２のパウチを移動させることと、前記第１のパウチが前記第１のパウチの中の前記製品
へのアクセスを提供するように開封している一方で、前記第２のパウチが前記第２のパウ
チの中の前記製品へのアクセスを制限するように密閉されたままであるように、前記第２
のパウチの前記脆弱線に沿って前記第２のパウチの前記内側パネルに取り付けられた前記
第２のパウチの内側閉鎖フラップを分離することなく、前記第１のパウチの前記脆弱線に
沿って前記第１のパウチの前記内側パネルから前記第１のパウチの内側閉鎖フラップを分
離することとを含む、方法。
（項目４９）
　前記閉鎖位置から前記開封位置に向かった前記第１のパウチの前記移動中に、前記第１
のパウチの前記外側パネルに第２のヒンジを形成することをさらに含み、前記第２のヒン
ジが形成されるとき、前記第１のパウチが、前記第１のパウチの中の前記製品へのアクセ
スを提供するように開封している一方で、前記第２のパウチは、前記第２のパウチの中の
前記製品へのアクセスを制限するように密閉されたままである、項目４８に記載の方法。
（項目５０）
　前記第２のヒンジが前記外側ヒンジより前記第２のパウチの底端に近いように、前記第
１のパウチの前記外側パネルを位置付けることをさらに含む、項目４９に記載の方法。
（項目５１）
　前記第２のパウチの前記脆弱線に沿って前記第２のパウチの前記内側パネルから前記第
２のパウチの前記内側閉鎖フラップを分離して、前記第２のパウチを開封し、前記第２の
パウチの中の前記製品へのアクセスを提供するように、前記外側ヒンジから離れる方向へ
前記第１のパウチの底端を移動させることによって、前記第１のパウチを移動させること
をさらに含む、項目４９および５０のいずれか１項に記載の方法。
（項目５２）
　前記第１のパウチを移動させることはさらに、前記包装の長さを増加させるように、前
記第２のパウチの前記底端から離れる方向へ前記第１のパウチの前記底端を移動させるこ
とを含み、前記包装の前記長さは、前記外側ヒンジと垂直な線に沿った、前記第１のパウ
チの前記底端と前記第２のパウチの前記底端との間の距離として画定される、項目５１に
記載の方法。
（項目５３）
　前記第１のパウチの前記底端を移動させることは、前記第２のパウチの底端から離れる
方向へ前記第２のヒンジを移動させることを含む、項目５１に記載の方法。
（項目５４）
　前記第２のパウチの底端から離れる方向へ前記第２のヒンジを移動させることは、前記
第２のヒンジが前記外側ヒンジより前記第２のパウチの前記底端から遠く離れている位置
まで、前記第２のパウチの前記底端から離れる方向へ前記第２のヒンジを移動させること
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を含む、項目５３に記載の方法。
（項目５５）
　前記閉鎖位置から前記開封位置に向かった、前記外側ヒンジの周りでの前記第１のパウ
チおよび第２のパウチの前記移動中に、前記第１のパウチおよび第２のパウチの前記内側
閉鎖フラップを互に取り付けられた状態に維持することをさらに含む、項目４８～５４の
いずれか１項に記載の方法。
（項目５６）
　前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの少なくとも１つの開口部を少なくとも部
分的に閉塞して、前記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの前記少なくとも１つから
外への前記製品の移動を制限するように、前記第１のパウチおよび第２のパウチの前記内
側閉鎖フラップを位置付けることをさらに含む、項目５５に記載の方法。
（項目５７）
　項目４０～４５のいずれか１項に記載の包装を開封する方法であって、前記方法は、前
記閉鎖位置から前記開封位置に向かって前記外側ヒンジの周りで前記第１のパウチおよび
第２のパウチを移動させることと、前記第１のパウチおよび前記第２のパウチが実質的に
同時に開封して前記第１のパウチの中の前記製品および前記第２のパウチの中の前記製品
へのアクセスを提供するように、前記第１のパウチの前記脆弱線に沿って前記第１のパウ
チの前記内側パネルから前記第１のパウチの内側閉鎖フラップ、および前記第２のパウチ
の前記脆弱線に沿って前記第２のパウチの前記内側パネルに取り付けられた前記第２のパ
ウチの内側閉鎖フラップを実質的に同時に分離することとを含む、方法。
（項目５８）
　第１のパウチおよび第２のパウチであって、前記パウチの各々は、製品を含むように構
成された内部を画定するように、一緒に密閉された内側パネルおよび外側パネルと、脆弱
線とを有し、前記脆弱線は、内側閉鎖フラップを画定するように前記内側パネルに形成さ
れ、前記内側閉鎖フラップは、隣接する前記外側パネルに対して取り付けられ、前記内部
にアクセスするための開口部を形成するように前記脆弱線に沿って前記内側パネルから分
離可能であり、前記第１のパウチおよび第２のパウチは、外側ヒンジおよび前記内側閉鎖
フラップの両方の周りで互に対して取り付けられている、第１のパウチおよび第２のパウ
チを備え、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチは、前記第１のパウチおよび第２のパウチへのア
クセスが、それぞれの内側パネルに取り付けられている前記内側閉鎖フラップによって封
鎖される閉鎖位置から、前記内側閉鎖フラップのうちの少なくとも１つが、前記第１のパ
ウチおよび第２のパウチのうちの対応するパウチへのアクセスを提供するように、対応す
る脆弱線に沿って分離される開封位置に向かって、前記ヒンジの周りで移動可能であり、
　前記第１のパウチの前記内側パネルは、第２のヒンジを含み、前記第２のヒンジは、前
記閉鎖位置から前記開封位置に向かった前記第１のパウチおよび第２のパウチの移動中に
、前記第１のパウチの前記内側パネルの一部分が前記第２のヒンジの形態の周りで折り畳
まれることを可能にし、
　前記第２のパウチの前記内側パネルは、第３のヒンジを含み、前記第３のヒンジは、前
記閉鎖位置から前記開封位置に向かった前記第１のパウチおよび第２のパウチの移動中に
、前記第２のパウチの前記内側パネルの一部分が前記第３のヒンジの形態の周りで折り畳
まれることを可能にし、
　前記第２のヒンジと前記外側ヒンジとの間の前記第１のパウチの一部分は、前記第３の
ヒンジと前記外側ヒンジとの間の前記第２のパウチの一部分から間隙によって分離され、
前記間隙は、前記第１のパウチおよび第２のパウチの少なくとも一部分を横断して延びる
通路を画定する、
　包装。
（項目５９）
　前記第１のパウチは、前記第２のパウチの前記脆弱線に沿って前記第２のパウチの前記
内側パネルに取り付けられた前記第２のパウチの内側閉鎖フラップを分離することなく、



(19) JP 2018-90328 A 2018.6.14

10

20

30

40

50

前記第１のパウチの前記内側閉鎖フラップが前記第１のパウチの前記脆弱線に沿って前記
第１のパウチの前記内側パネルから分離される位置まで移動可能である、項目５８に記載
の包装。
（項目６０）
　前記第１のパウチが、前記第１のパウチの前記内側閉鎖フラップが前記第１のパウチの
前記脆弱線に沿って前記第１のパウチの前記内側パネルから分離される前記位置にあると
き、前記第２のヒンジは、前記外側ヒンジより前記第２のパウチの底端に近い、項目５９
に記載の包装。
（項目６１）
　前記第１のパウチが、前記第１のパウチの前記内側閉鎖フラップが前記第１のパウチの
前記脆弱線に沿って前記第１のパウチの前記内側パネルから分離される前記位置にあると
き、前記第１のパウチの底端は、前記第２のパウチの前記脆弱線に沿って前記第２のパウ
チの前記内側パネルから前記第２のパウチの前記内側閉鎖フラップを分離して、前記第２
のパウチを開封し、前記第２のパウチの中の前記製品へのアクセスを提供するように、前
記外側ヒンジから離れる方向へ移動可能である、項目５９に記載の包装。
（項目６２）
　前記第１のパウチが、前記第１のパウチの前記内側閉鎖フラップが前記第１のパウチの
前記脆弱線に沿って前記第１のパウチの前記内側パネルから分離される前記位置にあると
き、前記第１のパウチの前記底端は、前記包装の長さを増加させるように、前記第２のパ
ウチの前記底端から離れる方向へ移動可能であり、前記包装の前記長さは、前記外側ヒン
ジと垂直な線に沿った、前記第１のパウチの前記底端と前記第２のパウチの前記底端との
間の距離として画定される、項目５９に記載の包装。
（項目６３）
　前記第１のパウチが、前記第１のパウチの前記内側閉鎖フラップが前記第１のパウチの
前記脆弱線に沿って前記第１のパウチの前記内側パネルから分離される前記位置にあると
き、前記第２のヒンジは、前記第２のパウチの底端から離れる方向へ移動可能である、項
目５９に記載の包装。
（項目６４）
　前記第１のパウチが、前記第１のパウチの前記内側閉鎖フラップが前記第１のパウチの
前記脆弱線に沿って前記第１のパウチの前記内側パネルから分離される前記位置にあると
き、前記第２のヒンジは、前記第２のヒンジが前記外側ヒンジより前記第２のパウチの前
記底端から遠く離れている位置まで、前記第２のパウチの前記底端から離れる方向へ移動
可能である、項目５９に記載の包装。
（項目６５）
　前記第１のパウチおよび第２のパウチの前記内側閉鎖フラップは、少なくとも部分的に
互に取り付けられている、項目５８～６４のいずれか１項に記載の包装。
（項目６６）
　第１のパウチおよび第２のパウチであって、前記パウチの各々は、製品を含むように構
成された内部を画定する内側パネルおよび外側パネルと、閉鎖フラップを画定するように
前記内側パネルに形成された脆弱線とを有し、前記閉鎖フラップは、前記内部への開口部
を形成するように前記脆弱線に沿って前記内側パネルから分離可能であり、前記第１のパ
ウチおよび第２のパウチは、ヒンジの周りで互に対して取り付けられている、第１のパウ
チおよび第２のパウチを備え、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチは、前記第１のパウチおよび第２のパウチへのア
クセスが、それぞれの内側パネルに取り付けられている前記閉鎖フラップによって封鎖さ
れる閉鎖位置から、前記閉鎖フラップのうちの少なくとも１つが、前記開口部を通して前
記第１のパウチおよび第２のパウチのうちの対応するパウチへのアクセスを提供するよう
に、対応する脆弱線に沿って分離される開封位置に向かって、前記ヒンジの周りで移動可
能であり、
　前記第１のパウチおよび第２のパウチの前記開口部は、前記閉鎖位置から前記開封位置
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への前記第１のパウチおよび第２のパウチの移動中に前記ヒンジおよび互に対面し、
　前記閉鎖フラップのうちの第１のフラップは、前記ヒンジに対して移動可能であり、前
記閉鎖位置から前記開封位置への少なくとも１８０度の回転度だけ互から離れる方への前
記第１のパウチおよび第２のパウチの移動中に、前記製品が前記第１のパウチから引き抜
かれることを制限するように、前記第１のパウチの前記開口部の少なくとも一部分を閉塞
する、
　包装。
（項目６７）
　製品を含むように構成された内部を画定するように、一緒に密閉された内側パネルおよ
び外側パネルと、脆弱線とを有する、第３のパウチをさらに備え、前記脆弱線は、内側閉
鎖フラップを画定するように前記内側パネルに形成され、前記内側閉鎖フラップは、第３
のパウチの内部にアクセスするための開口部を形成するように前記脆弱線に沿って前記内
側パネルから分離可能であり、前記第３のパウチは、第２の外側ヒンジの周りで前記第２
のパウチに対して取り付けられ、かつ前記第３のパウチの前記内側閉鎖フラップによって
前記第１のパウチに対して取り付けられている、項目４０に記載の包装。
（項目６８）
　前記第３のパウチは、前記第３のパウチの前記内部へのアクセスが、前記第１のパウチ
の前記外側パネルに取り付けられている前記第３のパウチの前記内側閉鎖フラップによっ
て封鎖される閉鎖位置から、前記第３のパウチの前記内側閉鎖フラップが前記脆弱線に沿
って分離される開封位置に向かって、前記第２の外側ヒンジの周りで移動可能である、項
目６７に記載の包装。
（項目６９）
　前記第３のパウチは、前記第２の外側ヒンジに近接して位置する脆弱線に沿って前記第
２のパウチから分離可能である、項目４１に記載の包装。
（項目７０）
　マルチコンパートメント可撓性包装であって、前記包装は、
　統合された閉鎖フラップを有する第１の密閉コンパートメントと、
　第１のヒンジによって前記第１の密閉コンパートメントに接続され、統合された閉鎖フ
ラップを有する第２の密閉コンパートメントと、
　第２のヒンジによって前記第２の密閉コンパートメントに接続され、統合された閉鎖フ
ラップを有する第３の密閉コンパートメントであって、前記第１の密閉コンパートメント
は、前記第２の密閉コンパートメントおよび第３の密閉コンパートメントの間に配置され
ている、第３の密閉コンパートメントと
　を備え、前記第３の密閉コンパートメントの前記閉鎖フラップは、前記第２のヒンジの
周りで前記第３の密閉コンパートメントの移動が、前記第３の密閉コンパートメントの前
記統合された閉鎖フラップを開封させて、前記第３の密閉コンパートメントの内部へのア
クセスを可能にするように、前記第１の密閉コンパートメントに接着され、
　前記第１の密閉コンパートメントおよび第２の密閉コンパートメントの前記統合された
閉鎖フラップは、前記第２のコンパートメントから離れる方への第１のヒンジの周りでの
前記第１の密閉コンパートメントの移動が、前記第１の密閉コンパートメントおよび第２
の密閉コンパートメントの前記閉鎖フラップのうちの少なくとも１つを開封させて、前記
第１の密閉コンパートメントおよび第２の密閉コンパートメントのうちの少なくとも１つ
の内部へのアクセスを可能にするように、互に接着されている、
　包装。
（項目７１）
　前記第３のパウチは、前記第２のヒンジに近接して位置する脆弱線に沿って前記第２の
パウチから分離可能である、項目７０に記載の包装。
（項目７２）
　前記第１のパウチおよび第２のパウチは、前記第１のヒンジに近接して位置する脆弱線
に沿って互から分離可能である、項目７０および７１のいずれか１項に記載の包装。
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（項目７３）
　前記第１の密閉コンパートメント、第２の密閉コンパートメント、および第３の密閉コ
ンパートメントの前記統合閉鎖フラップの各々は、それぞれの密閉コンパートメントから
少なくとも部分的に脆弱線に沿って分離することによって開封する、項目７０～７２のい
ずれか１項に記載の包装。
（項目７４）
　前記第３の密閉コンパートメントおよび前記第１の密閉コンパートメントは、前記第３
の密閉コンパートメントが前記第１のコンパートメントに対して複数回、開封および再閉
鎖をされることを可能にするように適合された接着剤によって互に切り離し可能に取り付
けられている、項目７０～７３のいずれか１項に記載の包装。
（項目７５）
　前記第１の密閉コンパートメントおよび前記第２の密閉コンパートメントは、前記第１
の密閉コンパートメントが前記第２のコンパートメントに対して複数回、開封および再閉
鎖をされることを可能にするように適合された接着剤によって互に切り離し可能に取り付
けられている、項目７０～７４のいずれか１項に記載の包装。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】図１は、閉鎖位置でヒンジの周囲に折り畳まれた２つのパウチを有する、第１の
例示的な包装の正面斜視図を図示する。
【図２】図２は、内部閉鎖フラップが脆弱線に沿って隣接するパウチに完全に取り付けら
れている、部分的開封位置までヒンジの周囲に折り畳まれた図１の包装の正面斜視図を図
示する。
【図３】図３は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って部分的に切り離されている、さらなる部
分的開封位置で図１の包装の正面斜視図を図示する。
【図４】図４は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って完全に切り離されている、開封位置で図
１の包装の斜視図を図示する。
【図５】図５は、その線５－５に沿って得られた図１の包装の断面図を図示する。
【図６】図６は、図１の包装を形成するために使用されることができる、材料のより大型
のウェブの一部であり得る、例示的な材料のシートの上面図を図示する。
【図７】図７は、その上に堆積させられた食品を有し、内部パネルが食品を覆う密閉位置
に向かって移動させられている、図６の材料のシートの上面図である。
【図８】図８は、その上に堆積させられた食品を有し、内部パネルが食品を覆う密閉位置
に折り畳まれている、図７の材料のウェブの上面図である。
【図９】図９は、その上に堆積させられた食品を有し、内部パネルが食品用のパウチを形
成するように密閉され、閉鎖フラップが包装の密閉に先立って折り重ねられている、図８
の材料のシートの上面図である。
【図１０】図１０は、フィルムのウェブから図１の包装を製造するための例示的なプロセ
スの概略図を図示する。
【図１１】図１１は、（前の図のような１つの閉鎖フラップの代わりに）２つの内部閉鎖
フラップが、それらのそれぞれの脆弱線に沿って互いに、および隣接するパウチに完全に
取り付けられている、部分的開封位置でヒンジの周囲に折り畳まれた第２の例示的な包装
の正面斜視図を図示する。
【図１２】図１２は、２つの閉鎖フラップの１つがそのそれぞれの脆弱線に沿って部分的
に切り離されている、さらなる部分的開封位置で図１１の包装の正面斜視図を図示する。
【図１３】図１３は、２つの閉鎖フラップのうちの１つがそのそれぞれの脆弱線に沿って
完全に切り離されている、開封位置で図１１の包装の斜視図を図示する。
【図１４】図１４は、その線１４－１４に沿って得られた図１１の包装の断面図を図示す
る。
【図１５】図１５は、図１１の包装を形成するために使用されることができる、材料のよ
り大型のウェブの一部であり得る、例示的な材料のシートの上面図を図示する。
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【図１６】図１６は、内部閉鎖フラップが脆弱線に沿って隣接するパウチに完全に取り付
けられている、閉鎖位置でヒンジの周囲に折り畳まれた図１に示されるよりも小さい２つ
のパウチを有する、第３の例示的な包装の正面斜視図を図示する。
【図１７】図１７は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って完全に切り離されている、開封位置
で図１６の包装の斜視図を図示する。
【図１８】図１８は、端部シールがプルタブを形成し、内部閉鎖フラップが脆弱線に沿っ
て隣接するパウチに完全に取り付けられている、閉鎖位置でヒンジの周囲に折り畳まれた
２つのパウチを有する、第４の例示的な包装の正面斜視図を図示する。
【図１９】図１９は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って完全に切り離されている、開封位置
で図１８の包装の斜視図を図示する。
【図２０】図２０は、前の図の包装に類似するが、脆弱線に沿う代わりに開封中に破裂す
るために構成されるシールを介して、隣接するパウチに取り付けられた、脆弱線を欠く単
一の閉鎖フラップを有する、第３の例示的な包装の断面図を図示する。
【図２１】図２１は、前の図の包装に類似するが、各々が脆弱線を伴わずにそれらのそれ
ぞれのパウチに取り付けられ、それらのそれぞれのパウチに対して折り畳まれ、脆弱線に
沿う代わりに開封中に破裂するために構成されるシールによって接合される、一対の閉鎖
フラップを有する、第４の例示的な包装の断面図を図示する。
【図２２】図２２は、前の図の包装に類似するが、各々が脆弱線を介してそれらのそれぞ
れのパウチに取り付けられ、互に取り付けられ、それらのそれぞれのパウチに対して折り
畳まれない、一対の閉鎖フラップを有する、第５の例示的な包装の断面図を図示する。
【図２３】図２３は、図１－５の包装に類似するが、ヒンジ領域に向かって延び、包装の
開封および閉鎖フラップの分離後にパウチのうちの１つの開口部へのアクセスを選択的に
封鎖するように、パウチのうちの１つの外側パネルの内部に除去可能に取り付けられた、
パウチのうちの１つの内部パネルを有する、第６の例示的な包装の断面図を図示する。
【図２４】図２４は、いくつかの側面で図１－５の包装に類似するが、ヒンジ連結カバー
を伴う１つだけのパウチと、折り重ねられず、脆弱線に沿う代わりに開封中に破裂するた
めに構成されるシールによってカバーに取り付けられる、閉鎖フラップとを有する、第７
の例示的な包装の断面図を図示する。
【図２５】図２５は、図２４の包装に類似するが、カバーに取り付けられた補強部材を有
する、第８の例示的な包装の断面図を図示する。
【図２６】図２６は、図１－５の包装に類似するが、第２のパウチの代わりにヒンジ連結
カバーを有する、第９の例示的な包装の断面図を図示する。
【図２７】図２７は、図１－５の包装に類似するが、２つのパウチの各々の外部に取り付
けられた堅い外側カバーを有する、第１０の例示的な包装の断面図を図示する。
【図２８】図２８は、その上に堆積させられた食品と、食品の各アレイに重なる補強部材
とを含む、例示的な材料のシートの上面図を図示し、その材料のシートは、別の例示的な
包装を形成するために使用されることができる、材料のより大型のウェブの一部であり得
る。
【図２９】図２９は、補強部材を有し、その上に堆積させられた食品を含む、別の例示的
な材料のシートの上面図を図示し、その材料のシートは、別の例示的な包装を形成するた
めに使用されることができる、材料のより大型のウェブの一部であり得る。
【図３０】図３０は、図１１－１４に示される包装に類似する代替的な包装を製造するた
めの例示的なプロセスのいくつかの構成要素の断面端面図を図示する。
【図３１】図３１は、ヒンジによって離間された一対のパウチの一部分を形成する堅い外
側カバーと、パウチのうちの各々のフランジに取り付けるための一対のフィルムシートと
、食品とを有する、第１１の例示的な包装の分解図を図示する。
【図３２】図３２は、閉鎖構成で図３１の包装の斜視図を図示する。
【図３３】図３３は、閉鎖フラップをフィルムシートのうちの１つに接合する脆弱線に沿
って破裂することによって、図３２の閉鎖構成から開封構成に向かって移動している、図
３１の包装の斜視図を図示する。
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【図３４】図３４は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って破裂させられた後の閉鎖を伴う開封
構成で図３１の包装の斜視図を図示する。
【図３５】図３５は、図３２の線３５－３５に沿って得られた図３１の包装の断面図を図
示する。
【図３６】図３６は、閉鎖位置で、１つのパウチと、襞付き閉鎖フラップとを有する、第
１２の例示的な包装の正面斜視図を図示する。
【図３７】図３７は、閉鎖が脆弱線に沿って前パネルに完全に取り付けられている、部分
的開封位置までヒンジの周りで移動させられた図３６の包装の正面斜視図を図示する。
【図３８】図３８は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って部分的に切り離されている、さらな
る部分的開封位置で図３６の包装の正面斜視図を図示する。
【図３９】図３９は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って完全に切り離されている、開封位置
で図３６の包装の斜視図を図示する。
【図４０】図４０は、その線４０－４０に沿って得られた図３６の包装の断面図を図示す
る。
【図４１】図４１は、図３６の包装を形成するために使用されることができる、材料のよ
り大型のウェブの一部であり得る、例示的な材料のシートの上面図を図示する。
【図４２】図４２は、図３６－４１の包装に類似するが、図４０に示されるものとは異な
って取り付けられる閉鎖フラップおよび外部フラップを有する、第１３の例示的な包装の
断面図を図示する。
【図４３】図４３は、図４７および４８に示されるような傾斜脆弱線を含む、第１５の例
示的な包装を形成するために使用されることができる、材料のより大型のウェブの一部で
あり得る、例示的な材料のシートの上面図を図示する。
【図４４】図４４は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って部分的に切り離されている、部分的
開封位置で第１５の例示的な包装の正面斜視図を図示する。
【図４５】図４５は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って完全に切り離されている、開封位置
で図４４の包装の斜視図を図示する。
【図４６】図４６は、図１６に示されるパウチに対して、細長く、かつより狭く、内部閉
鎖フラップが脆弱線に沿ってパウチのうちの１つに完全に取り付けられている閉鎖位置で
ヒンジの周囲に折り畳まれている、パウチを有する、第１６の例示的な包装の正面斜視図
を図示する。
【図４７】図４７は、閉鎖フラップが脆弱線に沿ってパウチのうちの１つから完全に切り
離されている、開封位置で図４６の包装の斜視図を図示する。
【図４８】図４８は、図５１の線４８－４８に沿って得られた、閉鎖位置でヒンジの周囲
に折り畳まれた２つのパウチを有する、第１７の例示的な包装の断面図を図示する。
【図４９】図４９は、図４８の包装を形成するために使用されることができる、材料のよ
り大型のウェブの一部であり得る、例示的な材料のシートの上面図を図示する。
【図５０】図５０は、その上に堆積させられた食品を有し、内部パネルが食品を覆う密閉
位置に折り畳まれている、図４９の材料のウェブの上面図である。
【図５１】図５１は、随意的なストラップを含む、閉鎖位置で図４８の包装の正面斜視図
を図示する。
【図５２】図５２は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って依然として完全に取り付けられてい
る、部分的開封位置で図５１の包装の正面斜視図を図示する。
【図５３】図５３は、両方の閉鎖フラップが脆弱線に沿って完全に切り離され、互いに、
およびユーザに完全にアクセス可能である両方のパウチの中の食品に部分的に取り付けら
れている、開封位置で図５２の包装の正面斜視図を図示する。
【図５４】図５４は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って完全に切り離され、互に部分的に取
り付けられている、開封位置で図５３の包装の側面斜視図を図示する。
【図５５】図５５は、開封位置で、接着剤を伴う中心領域を含む、カバーに取り付けられ
た２つのパウチを有する、第１８の例示的な包装の上面図を図示する。
【図５６】図５６は、パウチの閉鎖フラップの部分がカバーの中心領域の接着剤に取り付
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けられている、閉鎖位置で図５５の包装の正面斜視図を図示する。
【図５７】図５７は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って部分的に切り離され、互に部分的に
取り付けられている、部分的開封位置で図５６の包装の正面斜視図を図示する。
【図５８】図５８は、閉鎖フラップが脆弱線に沿って完全に切り離され、互に部分的に取
り付けられている、開封位置で図５７の包装の側面斜視図を図示する。
【図５９】図５９は、閉鎖フラップのうちの１つがそのそれぞれの脆弱線に沿って完全に
切り離され、パウチの中の製品が開封されているが、完全にはアクセス可能ではない、部
分的開封位置で、図５１の包装に類似する、第１９の例示的な包装の正面斜視図を図示す
る。
【図６０】図６０は、閉鎖フラップのうちの１つがそのそれぞれの脆弱線に沿って完全に
切り離され、パウチの中の製品が開封されて完全にアクセス可能である、部分的開封位置
で、図５９の包装よりもさらに開封される、図５９の包装の斜視図を図示する。
【図６１】図６１は、包装のパウチのうちの一方が他方のパウチから引き離され、閉鎖フ
ラップの両方がそれらのそれぞれの脆弱線に沿って完全に切り離され、パウチのうちの一
方の中の製品が完全にアクセス可能である一方で、パウチのうちの他方の中の製品がまだ
完全にはアクセス可能ではない、部分的開封位置で包装が示されている、図６０と同一の
図を図示する。
【図６２】図６２は、図５１の線４８－４８に類似する線に沿って得られた、閉鎖位置で
ヒンジの周囲に折り畳まれた２つのパウチを有する、第２０の例示的な包装の断面図を図
示する。
【図６３】図６３は、パウチの内部パネルが脆弱線に沿って互から切り離され、各パウチ
の中の製品が完全にアクセス可能である、開封位置で図６２の包装の斜視図を図示する。
【図６４】図６４は、閉鎖位置で、第１のヒンジの周囲に折り畳まれた２つのパウチと、
第２のヒンジの周囲に折り畳まれた第３のパウチとを有する、第２１の例示的な包装の正
面斜視図を図示する。
【図６５】図６５は、図６４の包装を形成するために使用されることができる、材料のよ
り大型のウェブの一部であり得る、その上に堆積させられた食品を有する、例示的な材料
のシートの上面図を図示する。
【図６６】図６６は、食品を覆うように折り畳まれた図６５の材料のシートの上面図であ
る。
【図６７】図６７は、第１のパウチの材料が第２のパウチの材料に折り重ねられている、
第３のパウチが第１のパウチに重なるように折り畳まれる前の図６５の材料のシートの上
面図である。
【図６８】図６８は、図６４の線６８－６８に沿って得られた包装の断面図を図示する。
【図６９】図６９は、第３のパウチの閉鎖フラップがその内部パネルから完全に切り離さ
れ、第２および第３のパウチが依然として閉鎖されている一方で、第３のパウチの中の食
品がユーザに露出されている、部分的開封位置で図６８の包装の正面斜視図を図示する。
【図７０】図７０は、第１および第２のパウチの閉鎖フラップがそれらのそれぞれの内部
パネルから完全に切り離され、３つ全てのパウチの中の食品がユーザに完全にアクセス可
能である、完全開封位置で図６８の包装の正面斜視図を図示する。
【発明を実施するための形態】
【００５８】
　本明細書で説明される包装は、少なくとも第１のパウチを含み、多くの実施例では、ヒ
ンジの周りで互に取り付けられた第１および第２のパウチの両方を含む。パウチは、食品
等の製品を含むように構成される。パウチの各々は、随意に、消費者製品へのアクセスを
提供するように、ヒンジに対面する開口部を有することができる。包装はさらに、脆弱線
に沿って分離可能な１つ以上の閉鎖フラップ、および／または包装用の開封明示特徴を提
供するために、ヒンジから離間した破裂可能なおよび／または剥離可能なシールまたは接
着領域を含む。第１および第２のパウチ、またはいくつかの実施例では、カバーは、第１
および第２のパウチまたは第１のパウチおよびカバーが、少なくとも部分的に互の上を覆
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う閉鎖位置から、第１および第２のパウチまたは第１のパウチおよびカバーが互から離間
され、第１のパウチおよび存在する場合は、第２のパウチの開口部を介して消費者製品へ
のアクセスを提供するために、閉鎖フラップが切り離されるか、または別様に分離される
開封位置に向かって、ヒンジの周りで互から離れた方向へ移動可能である。パウチの一方
または両方は、シールの初期破断および包装の開封後に、包装の複数回の開封および再閉
鎖を可能にするように、パウチのうちの他方に繰り返し取り付けるための接着領域を有し
得る。本明細書で説明される包装は、有利には、オーバーラップ、複数枚のフィルムまた
は板紙、複雑な切断または折り線、複数の接着剤ストリップを必要とし、複雑な開封明示
特徴を有する包装よりも、製造に対して費用効果的であり得る。
【００５９】
　第１の例示的な包装１０が、図１－５に示されている。包装１０は、図４に示されるよ
うに、ヒンジ１６において互に取り付けられた第１のパウチ１２および第２のパウチ１４
を含む。包装１０が閉鎖位置にあるとき、第１および第２のパウチ１２、１４は、図１に
示されるように、互に隣接する。ヒンジ１６は、（図２および３の方向矢印によって示さ
れる）互から離れた方向へ、閉鎖位置から、第１および第２のパウチ１２、１４が図４に
示されるように互から離間される開封位置に向かって、包装１０の第１および第２のパウ
チ１２、１４がヒンジ１６の周りで移動することを可能にする。同様に、包装１０が図４
に示される開封位置にあるとき、第１および第２のパウチ１２、１４は、第１および第２
のパウチ１２、１４が図１に示されるように互に隣接する閉鎖位置に向かって、ヒンジ１
６の周りで移動することを可能にされる。包装１０が閉鎖位置（図１）と開封位置（図４
）との間で移動させられるとき、包装１０のパウチ１２および１４の移動は、本の開閉に
類似し、消費者にとって視覚的に魅力的であり得る。
【００６０】
　包装１０の第１および第２のパウチ１２、１４は、図４で描写されるように、食品９０
、例えば、板ガムを含むように構成される中空内部を有する。パウチ１２、１４の各々の
中の板ガムの数（すなわち、７枚）が一例のみとして示されており、パウチ１２、１４の
各々は、個々に包むことができるか、または個々の包装紙を有さないかのいずれかである
、７枚より少ない、または７枚より多くの板ガムを含み得ることを理解されたい。また、
板ガムが例示的な消費者製品として示されており、他の消費者製品、例えば、チョコレー
ト、キャンディ、または非食品が、パウチ１２、１４の中に含まれ得ることも理解された
い。本明細書で説明される例示的な包装では、第１および第２のパウチは、各々、食品９
０を含むものとして示されているが、パウチの両方が食品９０を含む代わりに、本明細書
で説明される包装のうちのいずれか１つは、１つ以上の食品（例えば、板ガム）を含む第
１のパウチと、１つ以上の非食品、例えば、宝くじおよびスクラッチくじ券、ステッカー
、貼り付け式タトゥー、または種々の他の賞品を含む第２のパウチとを含み得ることが理
解されるであろう。代替として、２つのパウチのうちの１つは、空であり得る。
【００６１】
　図４および５に示されるように、消費者製品へのアクセスを提供するように、第１のパ
ウチ１２は、開口部１８を有し、第２のパウチ１４は、開口部２０を有する。パウチ１２
、１４の開口部１８、２０は、図４に示されるように、ヒンジ１６に対面する。開口部１
８、２０は、露出しているものとして示され、例えば、開口部を通して製品を除去するこ
とができるが、開口部１８、２０のいずれか一方または両方は、随意に、図２３の代替的
な包装に関して以下で詳細に議論されるように、選択的に封鎖されることができる。
【００６２】
　第１のパウチ１２は、外壁２２と、内部パネル２４とを含む。同様に、第２のパウチ１
４は、外壁２６と、内部パネル２８とを含む。パウチ１２の外壁２２は、ヒンジ１６にお
いてパウチ１４の外壁２６に取り付けられ、第１および第２のパウチ１２、１４の外壁２
２、２６が、開封および閉鎖位置の間で、ヒンジ１６の周りで互に対して移動することを
可能にする。
【００６３】
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　図５に示されるように、パウチ１２の外壁２２は、外面３４および内面３６を有し、パ
ウチ１４の外壁２６は、外面３８および内面４０を有する。同様に、図５に示されるよう
に、パウチ１２の内部パネル２４は、外面４２および内面４４を有し、パウチ１４の内部
パネル２８は、外面４６および内面４８を有する。パウチ１２、１４は、内部パネル２４
、２８の内面４４、４８が、それぞれ、外壁２２、２６の内面３６、４０に対面するよう
に、構成される。包装１０が図５に示される閉鎖位置にあるとき、食品９０は、内部パネ
ル２４、２８の内面４４、４８と外壁２２、２６の内面３６、４０との間でパウチ１２、
１４の中に含まれる。
【００６４】
　図４を参照すると、パウチ１２が、上縁５０、底縁５２、および側面縁５４を有する一
方で、パウチ１４は、上縁５６、底縁５８、および側面縁６０を有する。パウチ１２の外
壁２２と内部パネル２４とは、交差し、パウチ１２の閉鎖底端を形成するように側面縁５
４で接合される。パウチ１４の外壁２６と内部パネル２８とは、交差し、パウチ１４の閉
鎖底端を形成するように側面縁６０で接合される。パウチ１２の内部パネル２４は、第１
および第２の端部シール６２、６４において、それぞれ、上および底縁５０および５２に
近接して、パウチ１２の外壁２２に密閉して取り付けられる。同様に、パウチ１４の内部
パネル２８は、端部シール６６、６８において、それぞれ、上および底縁５６、５８に近
接して、外壁２６に密閉して取り付けられる。端部シール６２、６４、６６、および６８
は、端部シール６２、６４、６６、および６８の形成を促進するように、金属化層を含み
得る。
【００６５】
　第１のパウチ１２の内部パネル２４は、図５に示されるように、包装１０が密閉される
、好ましくは、密封されることを可能にする、第１の内側接続または閉鎖フラップ７０を
含む。第１の閉鎖フラップ７０は、図２および６に示されるように、第１の脆弱線７２に
沿ってパウチ１２の内部パネル２４に取り付けられる。脆弱線７２は、レーザアブレーシ
ョン、型抜き、マイクロ研磨等によって形成されることができる、折り線であり得る。脆
弱線７２は、真っ直ぐであり、パウチ１２、１４の側面縁５４、６０と平行であるものと
して示されているが、脆弱線７２は、図４３－４５を参照してさらに詳細に議論されるよ
うに、側面縁５４、６０と非平行であり得、図４９－５４を参照してさらに詳細に議論さ
れるように、非線形（例えば、波状または弓形）であり得、または不連続線であり得る。
脆弱線７２および閉鎖フラップ７０は、包装１０の第１のパウチ１２の上縁５０から底縁
５２まで延びるものとして図２に示されているが、閉鎖フラップ７０および脆弱線７２は
、上縁５０から底縁５２までの距離未満にわたって延び得る。
【００６６】
　この包装の実施形態では、第１の閉鎖フラップ７０は、脆弱線７２によって線引きされ
る、パウチ１２の内部パネル２４の延長部である。しかしながら、代替的な包装の実施形
態に関して本明細書で議論されるように、閉鎖フラップは、それが一部分であり得るパネ
ルから区別可能ではない、または線引きされない場合がある。したがって、広義には、閉
鎖フラップは、単に、本明細書でさらに詳細に議論されるように、包装の別の部分へのそ
の取り付けによって識別可能な包装の別の部分の一部分であり得る。
【００６７】
　板ガム９０は、包装１０が閉鎖位置にあるときに互に隣接しないものとして図５に示さ
れているが、包装１０は一定の縮尺で描かれておらず、板ガム９０は、互に隣接するか、
または図５に示されるよりも互に近くあり得ることを理解されたい。加えて、板ガム９０
は、明確にする目的で、断面図で図５に示されていない。さらに、包装１０は、１つだけ
の閉鎖フラップ７０がパウチ１２の内部パネル２４に切り離し可能に取り付けられて、図
１－５に示されているが、包装１０は、図１１－１５を参照して以下でさらに議論される
ように、パウチ１４の内部パネル２８に切り離し可能に取り付けられた第２の閉鎖フラッ
プを含み得る。
【００６８】
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　包装１０が閉鎖位置にあるとき、パウチ１２および１４は、図１に示されるように互に
隣接し、閉鎖フラップ７０は、図５に示されるように、パウチ１２の内部パネル２４の外
面４２に重なるように、脆弱線７２の周りで折り畳まれる。包装１０が閉鎖位置にあると
き、パウチ１２、１４の開口部１８、２０へのアクセスは、閉鎖フラップ７０によって封
鎖される。閉鎖フラップ７０は、明確にするために、パウチ１２の内部パネル２４の外面
４２から離間したものとして図５に示されているが、閉鎖フラップ７０は、包装１０が閉
鎖位置にあるときに、内部パネル２４の外面４２に隣接し得る。同様に、内部パネル２４
、２８の外面４２、４６は、明確にするために、図５で互から離間して示されているが、
パウチ１２、１４の内部パネル２４、２８の外面４２、４６は、包装１０が閉鎖位置にあ
るときに互に隣接する。
【００６９】
　包装１０が図５に示される閉鎖位置にあると、閉鎖フラップ７０は、接着剤７４を介し
てパウチ１４の内部パネル２８の外面４６に取り付けられる。接着剤７４は、パウチ１４
の内部パネル２８への閉鎖フラップ７０の非切り離し可能な取り付けを生成するように選
択される。本開示の目的で、「非切り離し可能」とは、切り離されるように意図されてい
ない取り付けを意味する。閉鎖フラップ７０は、接着剤７４を介して内部パネル２８に取
り付けられるものとして示されているが、閉鎖フラップ７０は、他の好適な手段、例えば
、熱融着、溶接、紫外線硬化、積層等を介して、内部パネル２８の外面４６に取り付けら
れ得る。
【００７０】
　包装１０が、図２および３の方向矢印によって示される方向へ図１の閉鎖位置から図４
の開封位置に向かって移動させられるとき、パウチ１２および１４は、消費者にとって視
覚的に魅力的であり得る、本のような様式で包装１０を開封するように、互から離れてヒ
ンジ１６の周りで移動する。包装１０の開封中に、パウチ１２、１４は、消費者によって
加えられている開封力および張力が、脆弱線７２の断裂を開始させ、図３に示されるよう
に、脆弱線７２に沿ってパウチ１２の内部パネル２４から断裂することによって閉鎖フラ
ップ７０を分離させる位置まで、互から離れて移動する。したがって、閉鎖フラップ７０
は、包装１０の開封の程度の視覚的指示を消費者に提供する。加えて、消費者が、脆弱線
７２に沿った閉鎖フラップ７０の切り離し中にいくらかの抵抗を感じるであろうため、閉
鎖フラップ７０は、包装１０の初期開封中に触覚および潜在的可聴応答を消費者に提供す
ることができる。
【００７１】
　閉鎖フラップ７０が脆弱線７２に沿って第１のパウチ１２の内部パネル２４から切り離
された後、閉鎖フラップ７０は、もはやパウチ１２および１４を一緒に保持しなくなり、
パウチ１２および１４が、図４に示される開封位置に互からより遠く離れて移動させられ
ることを可能にする。包装１０が図４に示される開封位置にあるとき、閉鎖フラップ７０
は、パウチ１４の内部パネル２８に取り付けられたままであるが、もはや包装１０を密封
しなくなるか、またはパウチ１２、１４の開口部１８、２０へのアクセスを封鎖しなくな
る。代わりに、図４に示されるように、消費者は、開口部１８および２０を通してパウチ
１２および１４から食品９０の部分を除去することを可能にされる。したがって、閉鎖フ
ラップ７０は、閉鎖フラップ７０の欠如または部分的切り離しが、包装１０が以前に開封
または不正に細工されたことを消費者に視覚的に示すように、包装１０用の鮮度シールお
よび／または開封明示特徴を提供する。
【００７２】
　包装１０が最初に開封された後に再閉鎖されることを可能にするために、パウチ１２の
内部パネル２４の外面４２は、図４および５に示されるように、随意的な接着領域７６を
含む。図４の開封位置から図１の閉鎖位置へ包装１０を再閉鎖することを所望する消費者
は、接着領域７６が内部パネル２８の外面４６に接触して接着するように、ヒンジ１６の
周りでパウチ１２、１４を互に引き寄せるであろう。消費者は、例えば、内部パネル２８
の外面４６への接着領域７６の確実な取り付けを確保するように、外壁２２および２６を
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はさむことによって、いくらかの力を加え得る。包装１０が再閉鎖されるとき、食品９０
は、パウチ１２、１４の中に含まれ、包装１０から落下することを制限される。接着領域
７６は、図４で単一の円形領域として示されているが、接着領域７６は、任意の他の形状
またはサイズであり得、互へのパウチ１２、１４の内部パネル２４、２８の繰り返しの切
り離し可能な取り付けを可能にする、複数の接着領域を備え得る。接着領域７６は、包装
１０の複数回の開封および再閉鎖を可能にするであろう、１つ以上の接着剤点、感圧接着
剤、粘着テープまたはストリップ、ベルクロ、ジッパー等の形態であり得る。随意に、包
装１０は、接着領域７６またはいかなる他の形態の再閉鎖も含まなくてもよい。
【００７３】
　包装１０を製造する例示的な方法が、図６－１０を参照して説明されている。製造の方
法は、概して、付随する組立ライン機械を示すことなく、包装１０が作製される可撓性材
料１００の配向および操作を図示することによって、図１０で描写されている。可撓性材
料１００は、図１０に示されるような方向矢印によって示される機械方向へ、供給ロール
１０１からされることができる、ウェブとして供給することができる。静止プレート、移
動コンベヤ等の上でフィルムおよびガムが供給されることができることが理解されるであ
ろう。
【００７４】
　包装１０は、可撓性材料１００の単一のシートまたはウェブから製造されることができ
る。可撓性材料１００は、１つ以上のポリマー、積層板、金属化ポリマー、紙等で作製さ
れたフィルムであり得る。本方法の図示を明確にするために、単一の包装１０が製造され
得る、図１０の可撓性フィルム１００の一部分が図６－９で描写されている。図６で描写
される例示的な１枚の可撓性フィルム１００は、前縁１０８、後縁１０６、第１の縦側面
縁１０４、第２の縦側面縁１０２、および上向きの表面１１０を有する。複数の構成要素
を接合するために、単一の機能的な材料のシートが作製されることができることが理解さ
れるであろう。
【００７５】
　可撓性フィルムが図１０の方向矢印によって示される機械方向へ移動すると、フィルム
は、折り目または折り畳み線が可撓性フィルム１００に形成され得る、中心折り畳みゾー
ン１１２を有する。次いで、図６に示されるように、第２の折り目または折り畳み線１１
４は、中心折り畳みゾーン１１２の片側に形成されることができ、次いで、第３の折り目
または折り畳み線１１６は、中心折り畳みゾーン１１２の反対側に形成されることができ
る。中心折り畳みゾーン１１２、ならびに第２および第３の折り目１１４および１１８は
、直線として図６に示されているが、中心折り畳みゾーン１１２、第２の折り目１１４、
および第３の折り目１１６のうちの１つ以上は、非線形であり得るか、または１本の線の
代わりに可撓性フィルム１００の領域の形態であり得ることが理解されるであろう。
【００７６】
　折り目１１２、１１４、および１１６は、可撓性フィルム１００が機械方向へ供給ロー
ル１０１から巻きを解かれる前または後に可撓性フィルム１００に作製されることができ
る。可撓性フィルム１００の折り畳みに先立って、折り目１１２、１１４、および１１６
が可撓性フィルム１００に作成される、あるアプローチでは、例えば、好適なローラ、レ
ーザ等によって、そのような折り目が作製されることができる。例えば、随意に、折り目
１１２、１１４、および１１６は、可撓性フィルム１００に作製されなくてもよく、可撓
性フィルム１００は、折り目１１２、１１４、および１１６を用いることなく折り畳まれ
得る。例えば、図４および６で見ることができるように、第１の折り目または中心折り畳
みゾーン１１２は、包装１０のヒンジ１６に対応し、第２の折り目１１４は、包装１０の
側面縁５４に対応し、第３の折り目１１６は、包装１０の側面縁６０に対応する。
【００７７】
　第１、第２、および第３の折り目１１２、１１４、１１６を可撓性フィルム１００に作
製する前または後に、脆弱線１１８が、図６に示されるように、可撓性フィルム１００の
第２の折り目１１４と第１の長手方向縁１０４との間で可撓性フィルム１００に形成され
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る。脆弱線１１８は、例えば、レーザアブレーション、型抜き、マイクロ研磨、または他
の好適な手段を使用して、可撓性フィルム１００に形成されることができる。可撓性フィ
ルム１００内の脆弱線１１８は、包装１０の脆弱線７２に対応する。
【００７８】
　後縁１０６に近接して、可撓性フィルム１００は、包装１０の端部シール６２および６
６が形成されるであろう、密閉辺縁１１９を含み、前縁１０８に近接して、可撓性フィル
ム１００は、包装１０の端部シール６４および６８が形成されるであろう、密閉辺縁１２
０を含む。上向きの表面１１０の反対側の可撓性フィルム１００の下側で、かつ密閉辺縁
１１９、１２０の下に、可撓性フィルム１００は、図８に示される金属化領域１２２、１
２４を含む。金属化領域１２２、１２４は、包装１０の端部シール６２、６４、６６、お
よび６８を形成するための、密閉辺縁１１９、１２０の熱融着を促進することができる。
金属化領域１２２および１２４が、上向きの表面１１０の反対側の可撓性フィルム１００
の下側にあるため、金属化領域１２２および１２４の縁１２３、１２５は、密閉辺縁１１
９、１２０の縁と一致し、図６の点線で示される。金属化領域１２２、１２４は、例えば
、ホイル、または別の反射材料を含むことができる。随意に、可撓性フィルム１００は、
金属化領域１２２、１２４を欠いていてもよく、その場合、そのような領域は、密閉ゾー
ンに対応する。
【００７９】
　図８を参照すると、第１の脆弱線１１８と第１の長手方向縁１０４との間の可撓性フィ
ルム１００の領域１２６は、包装１０の閉鎖フラップ７０に対応する。可撓性フィルム１
００の第１の脆弱線１１８と第２の折り目１１４との間の領域１２８は、包装１０の第１
のパウチ１２の内部パネル２４に対応する。可撓性フィルム１００の第２の折り目１１４
と中心折り畳みゾーンまたは第１の折り目１１２との間の領域１３０は、包装１０の第１
のパウチ１２の外壁２２に対応する。可撓性フィルム１００の中心折り畳みゾーンまたは
第１の折り目１１２と第３の折り目１１６との間の領域１３２は、包装１０の第２のパウ
チ１４の外壁２６に対応する。最終的に、可撓性フィルム１００の第３の折り目１１６と
第２の長手方向縁１０２との間の領域１３４は、包装１０の第２のパウチ１４の内部パネ
ル２８に対応する。
【００８０】
　可撓性フィルム１００が機械方向へ移動させられると、図７および１０に示されるよう
に、食品９０が可撓性フィルム１００の上向きの表面１１０の上に堆積させられる。図７
および１０に示される、折り目１１２、１１４、１１６、および脆弱線１１８は、食品９
０が可撓性フィルム１００の上に配置される前または後に可撓性フィルム１００に作製さ
れ得る。
【００８１】
　食品９０は、板ガムの形態で図７に示されているが、板ガム以外の食品、例えば、キャ
ンディ、チョコレート等が、板ガムの代わりに可撓性フィルム１００と組み合わせて使用
され得る。１つのアプローチでは、包装１０に包まれる非食品が、可撓性フィルム１００
と組み合わせて使用され得る。随意に、食品９０は、例えば、接着材料、粘着テープ等を
介して、可撓性フィルム１００の上向きの表面１１０に除去可能に取り付けられ得る。可
撓性フィルム１００の上向きの表面１１０への食品９０の除去可能な取り付けは、食品９
０が望ましくないほど包装１０から落下すること、または包装１０の内側で位置ずれする
ことを妨げ得る。
【００８２】
　図７に示されるように、食品９０が可撓性フィルム１００の上向きの表面１１０の上に
位置付けられている状態で、可撓性フィルム１００の反対側の長手方向縁１０２、１０４
は、図８および１０で描写されるように、食品９０の部分および可撓性フィルム１００の
部分に重なるように、内向きに折り畳まれ、互いに、および中心折り畳みゾーン１１２に
引き寄せられる。図８－１０に示されるように、可撓性フィルム１００の第１および第２
の長手方向縁１０２、１０４は、第１の長手方向縁１０４が中心折り畳みゾーン１１２に
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重なり、可撓性フィルム１００の部分が食品９０を覆うように位置付けられる一方で、第
２の長手方向縁１０２は、図８および１０に示されるように、食品９０の一部分が露出さ
れるように、第１の長手方向縁１０４および中心折り畳みゾーン１１２から離間される。
【００８３】
　本方法の１つの代替的形態では、図８－１０に示されるように可撓性フィルム１００を
折り畳むことに先立って、図２８に示されるような補強部材８０、８２が、間もなく形成
される包装に追加の構造支持を提供するように追加され得る。具体的には、食品９０が図
７に示されるように可撓性フィルム１００の上に堆積させられると、補強部材８０および
８２は、可撓性フィルム１００の上向きの表面１１０に取り付けられることなく、または
補強部材８０および８２の端部８３、８５および８７、８９が、それぞれ、好適な接着剤
を介して可撓性フィルム１００の上向きの表面１１０に取り付けられた状態でのいずれか
一方で、食品９０の上に配置され得る。
【００８４】
　補強部材８０および８２を含む可撓性フィルム１００が、最終包装を形成するように、
図８－１０に示されるように実質的に折り畳まれると、最終包装は、包装１０に類似する
が、増加した構造完全性を最終包装に提供し得、かつ食品９０が包装内で位置ずれするこ
とを制限し得る、補強部材８０および８２を含むという点で異なる。補強部材８０および
８２は、種々の材料、例えば、板紙、プラスチック等から形成され得る。
【００８５】
　本方法の別の代替的形態では、図８－１０に示されるように可撓性フィルム１００を折
り畳むことに先立って、図２９に示されるような代替的な補強部材８４が、間もなく形成
される包装に追加の構造支持を提供するように追加され得る。具体的には、図７に示され
るように領域１３０および１３２の上に食品９０を配置する代わりに、食品９０は、可撓
性フィルム１００の領域１３２中に堆積させられ、補強部材８４は、単に、可撓性フィル
ム１００の領域１３０中で上向きの表面１１０の上への取り付けを伴わずに配置されるか
、または好適な接着剤を介して可撓性フィルム１００の上向きの表面１１０に取り付けら
れるかのいずれかである。
【００８６】
　補強部材８４を含む可撓性フィルム１００が、最終包装を形成するように、図８－１０
に示されるように実質的に折り畳まれると、最終包装は、包装１０に類似するが、パウチ
のうちの１つが、増加した構造完全性を最終包装に提供し得る、補強部材８４を含むとい
う点で異なる。補強部材８０および８２と同様に、補強部材８４は、種々の材料、例えば
、板紙、プラスチック等から形成され得る。
【００８７】
　可撓性フィルム１００の第１の長手方向縁１０４は、可撓性フィルム１００が図８に示
されるように折り畳まれたときに、第１の折り目１１２に重なる必要がないことを理解さ
れたい。加えて、図６－９の寸法は、例示的にすぎず、必ずしも一定の縮尺で描かれてお
らず、種々の形状およびサイズの可撓性包装を製造するために可撓性フィルム１００が使
用され得ることを理解されたい。そのような包装の実施例は、図１６－１９に示され、以
下で議論されるであろう。
【００８８】
　可撓性フィルム１００の第１および第２の長手方向縁１０２および１０４が図８および
１０に示されるように内向きに折り畳まれた後、金属化層１２２、１２４の下にある可撓
性フィルム１００の密閉辺縁１１９、１２０（図６および７参照）は、例えば、第１およ
び第２のパウチ１２および１４を形成するように、熱融着によって一緒に密閉される。接
着材料、積層、結合、溶接、紫外線硬化、または融合が、熱融着の代わりに使用され得る
。次いで、第１の長手方向縁１０４を含む、可撓性フィルム１００の領域１２６は、可撓
性フィルム１００の領域１２８の一部分に重なり、領域１２６の上向きの表面１２７を露
出させて、図９および１０に示されるように、食品９０のより多くの部分を露出させるよ
うに、第２の折り目１１４に向かって脆弱線１１８の周りで折り畳まれる。
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【００８９】
　再閉鎖可能な特徴を包装１０に提供するために、接着領域１３６を形成するために、接
着材料を可撓性フィルム１００の領域１２８に適用することができる。接着領域１３６は
、包装１０の第１のパウチ１２の一部を形成するであろう、可撓性フィルム１００の領域
１２８上に適用されるものとして図９に示されているが、接着領域１３６は、加えて、ま
たは代替として、包装１０の第２のパウチ１４の一部を形成するであろう、領域１３４に
適用され得る。接着領域１３６は、図９および１０では１つの円形領域として示されてい
るが、接着領域１３６は、正方形または長方形のストリップの形態であり得、あるいは可
撓性フィルム１００の領域１２８および領域１３４が互に隣接させられるときに、領域１
２８を領域１３４に切り離し可能に取り付ける、いくつかの離間した接着領域の形態であ
り得ることが理解されるであろう。
【００９０】
　可撓性フィルム１００の領域１２６が図９および１０に示されるように折り畳まれた後
、１つ以上の接着材料が、可撓性フィルム１００の領域１２６の上向きの表面１２７の全
体または一部に適用される。接着材料は、可撓性フィルム１００の領域１２６の上向きの
表面１２７が、可撓性フィルム１００の対向部分、例えば、領域１３４の一部分に取り付
けられたとき、非切り離し可能な取り付けが生成されるように選択される。接着材料を上
向きの表面１２７に適用する代わりに、接着材料は、可撓性フィルム１００が図１０に示
されるその最終構成に折り畳まれるときに、上向きの表面１２７に対面する、領域１３４
の一部分に適用され得る。
【００９１】
　接着材料が可撓性フィルム１００の領域１２６の上向きの表面１２７に適用された後、
領域１２６の上向きの表面１２７上の接着材料が、可撓性フィルム１００の領域１３４の
対向部分に接着して可撓性フィルム１００の中に食品９０を密閉するように、可撓性フィ
ルム１００は、第２および第３の折り目１１４、１１６が第１の折り目１１２および互に
引き寄せられるように折り畳まれる。接着剤を領域１２６の上向きの表面１２７に適用し
、次いで、接着剤ベースのシールを形成するように上向きの表面１２７を可撓性フィルム
１００の領域１３４に取り付けるか、または逆も同様である代わりに、可撓性フィルム１
００の中に食品９０を密閉するように、上向きの表面１２７を可撓性フィルム１００の領
域１３４の対向部分と接触させ、熱融着、溶接、接合、融合、紫外線硬化、または積層で
きることを理解されたい。
【００９２】
　最終的に、包装１０は、図１０で描写されるように、可撓性フィルム１００の残りの部
分から単体化される。例えば、切断ジョー等の切断デバイスが、図１０に示されるように
個々の包装１０を単体化するように、可撓性フィルム１００を通して１つ以上の切り込み
を入れることができる。上記の方法は、有利には、上記の包装１０が１枚の可撓性フィル
ム１００から容易に形成されることを可能にする。
【００９３】
　別の形態による包装２００が、図１１－１４で図示されている。１つの閉鎖フラップ７
０を含む包装１０と異なり、包装２００は、２つの閉鎖フラップ２７０および２７１を含
む。図１１および１４に示されるように、包装２００の第１の閉鎖フラップ２７０は、第
１の脆弱線２７２に沿って第１のパウチ２１２の内部パネル２２４に取り付けられ、包装
２００の第２の閉鎖フラップ２７０は、第２の脆弱線２７３に沿って第２のパウチ２１４
の内部パネル２２８に取り付けられる。包装２００が閉鎖位置にあるとき、パウチ２１２
および２１４は、互に隣接し、閉鎖フラップ２７０および２７１は、図１４に示されるよ
うに、それぞれ、パウチ２１２および２１４の内部パネル２２４および２２８の外面２４
２および２４６に重なるように、それぞれの脆弱線２７２および２７３の周りで折り畳ま
れる。
【００９４】
　包装２００が図１４に示される閉鎖位置にあると、閉鎖フラップ２７０および２７１は
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、互への閉鎖フラップ２７０および２７１の非切り離し可能な取り付けを生成するように
選択された接着剤２７４を介して互に取り付けられる。閉鎖フラップ２７０および２７１
は、他の好適な手段、例えば、熱融着、溶接、紫外線硬化、積層等を介して、互に取り付
けられ得ることが理解されるであろう。包装２００が閉鎖位置にあるときに閉鎖フラップ
２７０および２７１が互に取り付けられると、パウチ２１２、２１４の開口部２１８、２
２０へのアクセスは、閉鎖フラップ２７０および２７１によって封鎖される。
【００９５】
　包装１０と同様に、包装２００が、図１１および１２の方向矢印によって示される方向
へ図１４の閉鎖位置から図１３の開封位置に向かって移動させられるとき、パウチ２１２
および２１４は、消費者にとって視覚的に魅力的であり得る、本のような様式で包装１０
を開封するように、互から離れてヒンジ２１６の周りで移動し得る。包装２００の開封中
に、パウチ２１２、２１４は、消費者によって加えられている開封力が脆弱線２７２およ
び２７３の一方または両方の断裂を開始させる位置まで、互から離れて移動する。図１２
に示される形態では、包装２００は、脆弱線２７２に沿って第１のパウチ２１２の内部パ
ネル２２４から分離する、閉鎖フラップ２７０を伴って示されている。
【００９６】
　包装２００の配向および消費者によって加えられる開封力に応じて、閉鎖フラップ２７
０が、内部パネル２２４に取り付けられたままであり得る一方で、閉鎖フラップ２７１が
、脆弱線２７３に沿って第２のパウチ２１４の内部パネル２２８から分離し得ることが理
解されるであろう。代替として、閉鎖フラップ２７０および２７１の両方がそれらのそれ
ぞれの脆弱線２７２および２７３に沿って第１および第２のパウチ２１２および２１４の
各々の内部パネル２２４および２２８から分離し得る。閉鎖フラップ２７０が脆弱線２７
２に沿って第１のパウチ２１２の内部パネル２２４から完全に切り離された後、閉鎖フラ
ップ２７０は、もはやパウチ２１２、２１４を一緒に保持しなくなり、パウチ２１２、２
１４が図１３に示される開封位置に互からより遠く離れて移動させられることを可能にす
る。
【００９７】
　包装２００が図１３に示される開封位置にあるとき、第１の閉鎖フラップ２７０は、第
２の閉鎖フラップ２７１に取り付けられたままであるが、もはや包装２００を密閉しなり
、パウチ２１２、２１４の開口部２１８、２２０へのアクセスを封鎖しなくなる。代わり
に、図１３に示されるように、消費者は、開口部２１８および２２０を通してパウチ２１
２および２１４から食品９０の部分を除去することを可能にされる。包装１０の閉鎖フラ
ップ７０と同様に、包装２００の閉鎖フラップ２７０および２７１は、閉鎖フラップ２７
０、２７１の一方または両方の欠如または部分的切り離しが、包装２００が以前に開封ま
たは不正に細工されたことを消費者に視覚的に示すように、包装２００用の鮮度シールお
よび／または開封明示特徴を提供する。
【００９８】
　包装２００は、閉鎖底端２５４および２６０を有する、２つのパウチ２１２および２１
４から形成されるという点で、図１－９の包装１０に別様に類似する。包装２００のパウ
チ２１２、２１４は、図１３に示されるように、包装１０の端部シール６２、６４、６６
、および６８に類似する端部シール２６２、２６４、２６６、および２６８を有する。参
照を容易にするために、図１１－１５では、包装１０の側面に類似する包装２００の側面
は、類似参照数字で指定されているが、「２」が前に付けられている。
【００９９】
　包装２００は、図６－１０に示される方法と実質的に類似する方法を介して形成される
ことができる。包装２００が、包装１０のような１つの閉鎖フラップ７０の代わりに、２
つの閉鎖フラップ２７０、２７１を含むため、包装２００の製造の方法は、少なくとも、
包装２００が作製される可撓性フィルム３００に第２の閉鎖フラップが作製されるという
点で、包装１０の製造の方法とは異なる。
【０１００】
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　具体的には、可撓性フィルム３００の第２の折り目３１４と第１の長手方向縁３０４と
の間で可撓性フィルム３００に第１の脆弱線３１８を形成することに加えて、第２の脆弱
線３１９は、図１５に示されるように、可撓性フィルム３００の第３の折り目３１６と第
２の長手方向縁３０２との間の可撓性フィルム３００に形成される。脆弱線３１８、３１
９は、脆弱線１１８が可撓性フィルム１００に形成されるのと実質的に同一の方法で形成
される。可撓性フィルム３００内の脆弱線３１８が、包装２００の脆弱線２７２に対応す
る一方で、脆弱線３１９は、包装２００の脆弱線２７３に対応する。第１の脆弱線３１８
と第１の長手方向縁３０４との間の可撓性フィルム３００の領域３２６が、包装２００の
閉鎖フラップ２７０に対応する一方で、第２の脆弱線３１９と第２の長手方向縁３０２と
の間の可撓性フィルム３００の領域３２９は、包装２００の閉鎖フラップ２７１に対応す
る。
【０１０１】
　可撓性フィルム３００が機械方向へ移動させられると、食品９０が、図７および１０に
示される様式と同様に、可撓性フィルム３００の上向きの表面３１０の上に堆積させられ
る。次いで、可撓性フィルム３００の反対側の長手方向縁３０２、３０４は、実質的に図
８および１０に示されるように、食品９０の部分および可撓性フィルム３００の部分に重
なるように、内向きに折り畳まれ、互いに、および中心折り畳みゾーン３１２に引き寄せ
られる。可撓性フィルム３００の密閉辺縁３１９、３２０は、包装１０を参照して説明さ
れる様式と同様に一緒に密閉される。後に、第１の長手方向縁３０４を含む、可撓性フィ
ルム３００の領域３２６は、概して、図９に示され、可撓性フィルム１００の領域１２６
の折り畳みを参照して説明されるように、可撓性フィルム３００の領域３２８の一部分に
重なり、領域３２６の上向きの表面を露出させるように、第２の折り目３１４に向かって
第１の脆弱線３１８の周りで折り畳まれる。同様に、長手方向縁３０２を含む、可撓性フ
ィルム３００の領域３２９は、可撓性フィルム３００の領域３３２の一部分に重なり、領
域３２９の上向きの表面を露出させるように、第３の折り目３１６に向かって第２の脆弱
線３１９の周りで折り畳まれる。
【０１０２】
　領域３２６および３２９が、上記で説明されるように、それぞれの脆弱線３１８および
３１９の周りで折り畳まれた後、１つ以上の接着材料が、領域３２６および３２９の上向
きの表面の一方または両方の全体または一部に適用される。次いで、領域１２６および１
２９の上向きの表面が、互に接着して可撓性フィルム３００の中に食品９０を密閉するよ
うに、可撓性フィルム３００は、第２および第３の折り目３１４、３１６が第１の折り目
３１２および互に引き寄せられるように折り畳まれる。最終的に、包装２００は、図１０
に示される様式と同様に、可撓性フィルム３００の残りの部分から単体化される。
【０１０３】
　図３０は、包装２００を製造するために使用されることができる、ある例示的な機械を
示す。そのような機械は、その上に食品９０を配置することができる、コンベヤ表面９１
および９３を含み得る。コンベヤ表面は、可撓性フィルム３００が食品９０を包み、図３
０に示されるような略三角形配向を成すように、互に対して傾斜し、分岐する。可撓性フ
ィルム３００が駆動車輪９３および９５の上で供給されているとき、それぞれ、包装２０
０の閉鎖フラップ２７０および２７１に対応するであろう、可撓性フィルム３００の部分
３２６および３２９は、折り畳まれ、図３０に示されるような熱融着２７４を介して、一
形態では非切り離し可能に、互に取り付けられる。
【０１０４】
　別の形態による包装４００が、図１６および１７で図示されている。包装４００は、包
装１０とは異なる形状を有する。具体的には、包装１０が略長方形である一方で、包装４
００は、略正方形である。加えて、包装４００は、包装１０と比較して、食品９０のため
のより小さいサイズおよび容量を有する。具体的には、縁４５０から縁４５２までの距離
によって測定されるような包装４００の長さは、縁５０から縁５２までの距離によって測
定されるような包装１０の長さの約半分または半分未満である。少なくともその理由によ
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り、包装４００は、例示的な包装１０がパウチ１２、１４の各々の中に７枚の板ガムを含
む一方で、例示的な包装４００がパウチ４１２、４１４の各々の中に２枚の板ガムを含む
という事実によって実証されるように、食品９０のためのより小さい容量を有する。
【０１０５】
　包装４００は、閉鎖底端４５４および４６０を有する、２つのパウチ４１２および４１
４から形成されるという点で、図１－９の包装１０と別様に類似する。参照を容易にする
ために、図１６および１７では、包装１０の側面に類似する包装４００の側面は、類似参
照数字で指定されているが、「４」が前に付けられている。包装４００のパウチ４１２、
４１４は、図１７に示されるように、端部シール６２、６４、６６、および６８に類似す
る端部シール４６２、４６４、４６６、および４６８を有する。包装４００は、包装４０
０が閉鎖位置にある場合、閉鎖フラップ４７０が両方のパウチ４１２および４１４に取り
付けられるという点で、図１－９の包装１０と同様に密閉される。
【０１０６】
　包装４００は、図１７に示されるように、閉鎖フラップ４７０が脆弱線に沿ってパウチ
４１２から分離し、パウチ４１４に取り付けられたままであるという点で、図１－９の包
装１０と同様に開封される。包装４００はまた、パウチ４１２が包装１０の接着領域７６
に類似する接着領域４７６を含むという点で、再閉鎖特徴を提供される。包装４００は、
図６－１０に示される方法と実質的に類似する方法を介して形成されることができる。包
装４００は、図１６および１７に示されるものとは異なる寸法および／または特徴を伴っ
て形成されることができる。例えば、包装４００は、随意に、包装１０より大きい、また
は小さい長さを有し得、かつ随意に、図１１－１４の包装２００に類似する２つの閉鎖フ
ラップを有し得る。
【０１０７】
　別の形態による包装５００が、図１８および１９で図示されている。包装５００は、包
装１０の端部シール６２、６４、６６、および６８とは異なる形状を有する、端部シール
５６２、５６４、５６６、および５６８を有する。具体的には、包装１０の端部シール６
２、６４、６６、および６８が、略直線状である一方で、包装５００の端部シール５６２
、５６４、５６６、および５６８は、図１８および１９に示されるように、起伏形状を形
成する１つ以上の波の形態である。加えて、対向端部シール５６２および５６６、ならび
に対向端部シール５６４および５６８は、包装が閉鎖されていると、端部シール５６６お
よび５６８の部分が、それぞれ、端部シール５６２および５６４の下から突出して、図１
８および１９に示されるようなプルタブ５６３および５６５を形成するように、異なる形
状を有する。プルタブ５６３および５６５は、消費者が包装５００を開封することを促進
することができる。
【０１０８】
　包装５００は、閉鎖底端５５４および５６０を有する、２つのパウチ５１２および５１
４から形成されるという点で、図１－５の包装１０と別様に類似する。参照を容易にする
ために、図１８および１９では、包装１０の側面に類似する包装５００の側面は、類似参
照数字で指定されているが、「５」が前に付けられている。包装５００のパウチ５１２、
５１４は、図１９に示されるように、端部シール６２、６４、６６、および６８に類似す
る端部シール５６２、５６４、５６６、および５６８を有する。包装５００は、包装５０
０が閉鎖位置にあると、閉鎖フラップ５７０が両方のパウチ５１２および５１４に取り付
けられるという点で、図１－５の包装１０と同様に密閉される。包装５００は、図１９に
示されるように、閉鎖フラップ５７０が、脆弱線に沿ってパウチ１２から分離し、パウチ
５１４に取り付けられたままであるという点で、図１－５の包装１０と同様に開封される
。包装５００はまた、パウチ５１２が包装１０の接着領域７６に類似する接着領域５７６
を含むという点で、再閉鎖特徴を提供される。
【０１０９】
　包装５００は、図６－１０に示される方法と実質的に類似する方法を介して形成される
ことができる。図１８および１９の包装５００は、各パウチ５１２、５１４が、１、２、
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３、４、５、６、７、または８枚の板ガム、あるいはそれ以上を含み得るように、より大
きいまたは小さいサイズで製造されることができることが理解されるであろう。包装５０
０は、随意に、図１１－１４の包装２００の閉鎖フラップ２７０、２７１に類似する２つ
の閉鎖フラップを有し得る。
【０１１０】
　別の形態による包装６００が図２０で図示されている。包装６００は、以下で強調され
るある差異を伴って、図１－１９の包装１０に類似する。参照を容易にするために、包装
１０の側面に類似する包装６００の側面は、類似参照数字で指定されているが、「６」が
前に付けられている。断面で示されているが、包装６００は、以下で強調される差異を伴
って、上記で説明される包装の同一の一般構造であることが理解されるであろう。
【０１１１】
　図２０の包装６００は、閉鎖フラップ６７０の長さは、図示される以外の長さであり得
るが、包装６００の閉鎖フラップ６７０が、包装１０の閉鎖フラップ７０より短いという
点で、図５の包装１０とは異なる。加えて、図５の包装１０の閉鎖フラップ７０は、閉鎖
フラップ７０が内部パネル２４から分離可能であることを可能にするように脆弱線７２を
含むが、図２０の包装６００の閉鎖フラップ６７０は、そのような脆弱線を含まない。さ
らに、図５の閉鎖フラップ７０は、好ましくは熱融着の形態である接着剤７４を介してパ
ネル２８の外面４６に取り付けられるが、図２０の閉鎖フラップ６７０は、コールドシー
ルまたは感圧接着剤等の剥離可能なシール６７４を介してパネル６２８の外面６４６に取
り付けられる。
【０１１２】
　包装６００の開封中に、パウチ６１２、６１４は、閉鎖フラップ６７０がもはや包装６
００を密閉しなくなり、パウチ６１２、６１４の開口部６１８、６２０へのアクセスを封
鎖しなくなるように、消費者によって加えられている開封力が、剥離可能なシール６７４
を剥離するか、または破り、パウチ６１２の内部パネル６２４から閉鎖フラップ６７０を
分離する位置まで、ヒンジの周りで枢動させられるときに、互から離れて移動する。これ
は、消費者が開口部６１８および６２０を通してパウチ６１２および６１４から食品９０
の部分を除去することを可能にする。
【０１１３】
　別の形態による包装７００が図２１で図示されている。図２１の包装７００は、以下で
議論される差異を伴って、図４の包装２００に類似する。参照を容易にするために、包装
２００の側面に類似する包装７００の側面は、類似参照数字で指定されているが、「７」
が前に付けられている。断面で示されているが、包装７００は、以下で強調される差異を
伴って、上記で説明される包装の同一の一般構造であることが理解されるであろう。
【０１１４】
　図２１の包装７００は、他の長さも好適であり得るが、図２１の閉鎖フラップ７７０お
よび７７１が図１４の閉鎖フラップ２７０および２７１より短いという点で、図１４の包
装２００とは異なる。一例のみとして、図２１の閉鎖フラップ７７０は、図２０の閉鎖フ
ラップ６７０とサイズが同一である。加えて、図２１の包装７００の閉鎖フラップ７７０
および７７１は、包装２００の閉鎖フラップ２７０および２７１が内部パネル２２４およ
び２２８から分離されることを可能にする、図１４の脆弱線２７２および２７３に類似す
る脆弱線を含まない。さらに、図１４の閉鎖フラップ２７０は、好ましくは、熱融着の形
態である接着剤２７４を介してパネル２２８の外面２４６に取り付けられるが、図２１の
閉鎖フラップ７７０は、コールドシールまたは感圧接着剤等の剥離可能なシール７７４を
介してパネル７２８の外面７４６に取り付けられる。
【０１１５】
　包装が消費者によって開封されるにつれて、パウチ７１２および７１４は、閉鎖フラッ
プ７７０および７７１がもはや包装７００を密閉しなくなるか、またはパウチ７１２、７
１４の開口部７１８、７２０へのアクセスを封鎖しなくなるように、消費者によって加え
られている開封力が、剥離可能なシール７７４を剥離するか、または破り、互から閉鎖フ
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ラップ７７０および７７１を分離する位置まで、互から離れて移動する。剥離可能なシー
ル７７４の破断は、開封中に可聴、視覚、および／または触覚応答を消費者に提供するこ
とができる。開封後に、本明細書の代替実施形態で議論されるように、開口部がさらに封
鎖されない限り、消費者は、開口部７１８および７２０を通してパウチ７１２および７１
４から食品９０の部分を除去することができる。
【０１１６】
　別の形態による包装８００が図２２で図示されている。包装８００は、以下で詳細に議
論される具体的差異を伴って、図１４の包装２００に類似する。参照を容易にするために
、包装２００の側面に類似する包装８００の側面は、類似参照数字で指定されているが、
「８」が前に付けられている。断面で示されているが、包装８００は、以下で強調される
差異を伴って、上記で説明される包装の同一の一般構造であることが理解されるであろう
。
【０１１７】
　包装８００は、図２２の内部パネル８２４および８２８が図１４の閉鎖フラップ２７０
および２７１に類似する閉鎖フラップを含まないという点で、包装２００とは異なる。具
体的には、図１４の閉鎖フラップ２７０および２７１が、それぞれ、内部パネル８２４お
よび８２８の外面８４２および８４６の部分に重なるように折り畳まれる一方で、図２２
の内部パネル８２４および８２８は、折り畳まれないが、互と略平行に延び、各々が、脆
弱線８７２および８７３をそれぞれ含む。脆弱線８７２および８７３の上方の内部パネル
８２４および８２８の部分は、包装８００を密閉するように、接着剤８７４、例えば、熱
融着を介して、互に非切り離し可能に取り付けられる、切り離し可能な閉鎖フラップ８７
０および８７１を構成する。
【０１１８】
　包装８００の開封中に、パウチ８１２、８１４は、内部パネル８２４および８２８の残
りの部分から閉鎖フラップ８７０および８７１の一方または両方を分離するように、消費
者によって加えられている開封力が、脆弱線８７２および８７３の一方または両方に沿っ
て内部パネル８２４および８２８の一方または両方の断裂を開始させる位置まで、互から
離れて移動する。包装８００が開封位置にあるとき、閉鎖フラップ８７０および８７１は
、熱融着８７４を介して互に取り付けられたままであるが、閉鎖フラップ８７０および８
７１の一方または両方は、もはやそれらのそれぞれの内部パネル８２４および８２８に取
り付けられなくなり、もはや包装８００を密閉しなくなるか、またはパウチ８１２、８１
４の開口部８１８、８２０へのアクセスを封鎖しなくなる。これは、消費者が開口部８１
８、８２０を介してパウチ８１２、８１４から食品９０の部分を除去することを可能にす
る。
【０１１９】
　別の形態による包装９００が図２３で図示されている。参照を容易にするために、包装
１０、２００、６００、７００、および８００の側面に類似する包装９００の側面は、類
似参照数字で指定されているが、「９」が前に付けられている。断面で示されているが、
包装９００は、以下で強調される差異を伴って、上記で説明される包装の同一の一般構造
であることが理解されるであろう。
【０１２０】
　図２３の包装９００のパウチ９１２は、パウチ９１２が第１のパウチ９１２の内部パネ
ル９２４からの閉鎖フラップ９７０の分離を促進する脆弱線９７２を含むという唯一の差
異を伴って、図２０の包装６００のパウチ６１２に類似する。別の差異は、好ましくは、
コールドシールである図２０の剥離可能なシール６７４と異なり、閉鎖フラップ９７０と
パウチ９１４の内部パネル９２８の外面９４６との間のシール９７４が、非切り離し可能
な取り付け、例えば、熱融着を提供するシールであることである。換言すると、シール９
７４は、シール９７４に沿うそれと比較して、脆弱線９７２に沿う破裂に対してより大き
い傾向があるように選択された強度を有する。
【０１２１】
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　図２３の包装９００のパウチ９１４は、包装６００の内部パネル６２８が食品９０の高
さの一部分に沿って延びる一方で、包装９００の内部パネル９２８が食品９０の全高に沿
って延び、食品９０を包み込み、外壁９２６の内面９４０へのコールドシール９７５を形
成し、それによって、パウチ９１４内に製品９０を密閉するという点で、図２０の包装６
００のパウチ６１４とは異なる。
【０１２２】
　包装９００がヒンジの周りで枢動することによって消費者によって開封されるにつれて
、パウチ９１２、９１４は、閉鎖フラップ９７０が熱融着９７４を介して内部パネル９２
８に取り付けられたままであるが、もはやパウチ９１２を密閉しなくなるか、またはパウ
チ９１２の開口部９１８へのアクセスを封鎖しなくなり、消費者がパウチ９１２から食品
９０の部分を除去することを可能にするように、消費者によって加えられている開封力が
、脆弱線９７２に沿って閉鎖フラップ９７０内の断裂を開始させて、パウチ９１２の内部
パネル９２４から閉鎖フラップ９７０を分離する位置まで、互から離れて移動する。特に
、包装９００は、包装９００が閉鎖フラップ９７０の分離によって開封された後でさえも
、第２のパウチ９１４が（コールドシール９７５において）完全に密閉されたままである
という点で、本明細書で説明される包装とは明確に異なる。消費者が第２のパウチ９１４
を開封することを可能にするために、パウチ９１４の内部パネル９２４は、コールドシー
ル９７５を破って、食品９０を取り出すようにパウチ９１４を開封するために使用される
ことができる、プルタブ９７７の形態の端部分を含む。
【０１２３】
　別の形態による包装１０００が図２４で図示されている。包装１０００は、包装１００
０が食品９０を含むための１つだけのパウチを含むという点で、（ヒンジにおいて接合さ
れた２つのパウチを含む）前述の包装とは異なる。参照を容易にするために、前述の包装
の側面に類似する包装１０００の側面は、類似参照数字で指定されているが、「１０」が
前に付けられている。断面で示されているが、包装１０００は、以下で強調される差異を
伴って、上記で説明される包装の同一の一般構造であることが理解されるであろう。
【０１２４】
　図２４に示されるように、包装１０００の外壁１０２６は、第２のパウチを形成する代
わりに、カバーとして機能するように、食品９０の長さに沿って実質的に直線的に延びる
。内部パネル１０２４の内面１０４２は、包装１０００を密閉するように、コールドシー
ルまたは感圧接着剤等の剥離可能なシール１０７４を介して、包装１０００の内部パネル
１０２４の外面１０４２に取り付けられる。
【０１２５】
　消費者による包装１０００の開封中に、本実施形態での閉鎖フラップを構成する外壁１
０２６が、もはや包装１０００を密閉しなくなるか、またはパウチ１０１２の開口部１０
１８へのアクセスを封鎖しなくなるが、開口部１０１８を通して包装１０００から食品９
０の部分を除去することができるように、パウチ１０１２の開口部１０１８へのアクセス
を消費者に提供するように、消費者によって加えられている開封力が、剥離可能なシール
１０７４を破って、外壁１０２６が内部パネル１０２４から切り離されることを可能にす
る位置まで、包装１０００の外壁１０２６が内部パネル１０２４から離して移動させられ
得る。
【０１２６】
　別の形態による包装１１００が図２５で図示されている。包装１１００は、図２４の包
装１０００に類似する。参照を容易にするために、包装１０００の側面に類似する包装１
１００の側面は、類似参照数字で指定されているが、「１１」が前に付けられている。断
面で示されているが、包装１１００は、以下で強調される差異を伴って、上記で説明され
る包装の同一の一般構造であることが理解されるであろう。
【０１２７】
　図２５の包装１１００は、包装１０００の外壁１０２６が、構造支持を外壁１１２６に
提供するように、外壁１１２６の内面１１４０に取り付けられた補強部材１１８０を含む
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という点で、図２４の包装１０００とは異なる。図２４の包装１０００の外壁１０２６が
、剥離可能なシール１０７４を介して内部パネル１０２４の外面１０４２に取り付けられ
る一方で、外壁１１２６は、その内面１１４０において補強部材１１８０に取り付けられ
、順に、補強部材１１８０の内面１１８１は、包装１１００を密閉するように、コールド
シールまたは感圧接着剤等の剥離可能なシール１１７４を介して、内部パネル１１２４の
外面１１４２に取り付けられる。補強部材１１８０は、種々の材料、例えば、板紙、プラ
スチック等から形成され得る。
【０１２８】
　本実施形態での閉鎖フラップを構成する外壁１１２６が、もはや包装１１００を密閉し
なくなるか、またはパウチ１１１２の開口部１１１８へのアクセスを封鎖しなくなるが、
開口部１１１８を通して包装１１００から食品９０の部分を除去することができるように
、パウチ１１１２の開口部１１１８へのアクセスを消費者に提供するように、開封力が剥
離可能なシール１１７４を破る位置まで、内部パネル１１２４から離して外壁１１２６を
移動させることによって、包装１１００を開封することができる。
【０１２９】
　別の形態による包装１２００が図２６で図示されている。包装１２００は、以下で議論
されるある差異を伴って、図２４の包装１０００に類似する。参照を容易にするために、
包装１０００の側面に類似する包装１２００の側面は、類似参照数字で指定されているが
、「１２」が前に付けられている。断面で示されているが、包装１２００は、以下で強調
される差異を伴って、上記で説明される包装の同一の一般構造であることが理解されるで
あろう。
【０１３０】
　図２６の包装１２００は、包装１２００の内部パネル１２２４が、外壁１２２６の内面
１２４０に直接取り付けられないが、内部パネル１２２４の内面１２４２の部分に重なる
ように脆弱線１２７１の周りで折り畳まれた閉鎖フラップ１２７０を含むという点で、図
２４の包装１０００とは異なる。閉鎖フラップ１２７０は、包装１２００を密閉するよう
に、接着剤１２７４、例えば、熱融着、コールドシール、熱溶解、感圧接着剤等を介して
、外壁１１２６の内面１１４０に非切り離し可能に取り付けられる。
【０１３１】
　包装１２００の開封中に、閉鎖フラップ１２７０が、熱融着１２７４を介して外壁１２
２６の内面１１４０に取り付けられたままであるが、もはや包装１２００を密封しなくな
るか、またはパウチ１２１２の開口部１２１８ヘのアクセスを封鎖しなくなり、消費者が
開口部１２１８を通してパウチ１２１２から食品９０の部分を除去することを可能にする
ように、消費者によって加えられている開封力が、脆弱線１２７１に沿って内部パネル１
２２４から閉鎖フラップ１２７０を分離し、閉鎖フラップ１２７０内の断裂を開始させる
位置まで、包装１２００の外壁１２２６が内部パネル１２２４から離して移動させられ得
る。
【０１３２】
　図２７は、外部カバー１３００をさらに含む、図５の包装１０を示す。カバー１３００
は、板紙、ボール紙、プラスチック、またはそれらの組み合わせ等の堅い材料から形成さ
れ得る。カバー１３００は、例えば、接着剤、コールドシール等を使用して、包装１０に
取り付けられ得る。図２７に示される形態では、カバー１３００は、シール１３０１およ
び１３０２を介して外壁２２の外面３４に取り付けられ、シール１３０３および１３０４
を介して外壁２６の外面３８に取り付けられる。カバー１３００を除去して包装１０への
アクセスを獲得するために、例えば、消費者によって加えられている開封力がシール１３
０１、１３０２、１３０３、および１３０４を破り、包装１０がカバー１３００から除去
されることを可能にするまで、包装１０の外壁２２および２６に沿ってスライドすること
によって、カバー１３００が移動させられ得る。包装１０がカバー１３００から除去され
た後、上記で議論されるようにそれを開封することができる。
【０１３３】
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　図２０－２９に示される包装の各々は、図６－１０に示され、上記で説明される方法に
実質的に類似する方法、ならびに他の好適な方法を介して形成されることができる。
【０１３４】
　さらに別の実施形態では、図３１－３５の包装１４００は、２つのポケット１４１２、
１４１４、およびその間のヒンジ１４１６を伴う、堅いクラムシェル様外側部材１４１０
を含むことができる。第１のポケット１４１２は、食品９０を含むようにサイズ決定およ
び成形される中空内部１４１１と、中空内部１４１１を包囲する周囲フランジ１４３１と
を有する。同様に、第２のポケット１４１４は、食品９０を含むようにサイズ決定および
成形される中空内部１４１３と、中空内部１４１３を包囲する周囲フランジ１４３３とを
有する。第１のフィルムのシート１４２４を、第１のポケット１４１２の周囲フランジ１
４３１に取り付けることができ、第２のフィルムのシート１４２８を、第２のポケット１
４１４の周囲フランジ１４３３に取り付けることができる。シート１４２４および１４２
８は、それぞれ、第１および第２のポケット１４１２および１４１４の中空内部１４１１
および１４１３の一部分を覆い、したがって、包装１４００が図３４に示されるような開
封位置にあるとき、食品９０へのアクセスを消費者に提供し、消費者がポケット１４１２
および１４１４から食品９０を除去することを可能にするように、寸法決定される。「堅
い」とは、材料が好ましくはフィルムより堅いことを意味する。したがって、クラムシェ
ル様外側部材１４１０のポケット１４１２、１４１４を形成する材料は、第１および第２
のフィルムのシート１４２４および１４２８を形成する材料より堅い。１つのアプローチ
では、堅い材料は、ポケット１４１２および１４１４を作製するように熱形成可能であり
得る。
【０１３５】
　第１および第２のフィルムのシート１４２４および１４２８は、１つ以上の接着剤、熱
融着、溶接等を介して、それらのそれぞれの周囲フランジ１４３１および１４３３に取り
付けられることができる。１つのアプローチでは、第１および第２のフィルムのシート１
４２４、１４２８は、各フィルム１４２４、１４２８が、第１および第２のポケット１４
１２、１４１４のそれぞれの上縁１４５０、１４５６からそれぞれの底縁１４５２、１４
５８まで延び、図３４に示されるように、下にあるそれぞれの周囲フランジ１４３１、１
４３３の部分を覆うように、周囲フランジ１４３１、１４３３に取り付けられる。フィル
ム１４２４および１４２８が、上縁１４５０、１４５６および底縁１４５２、１４５８か
ら離間されるように、フィルム１４２４および１４２８を周囲フランジ１４３１および１
４３３に取り付けることができることが理解されるであろう。
【０１３６】
　第１のフィルムのシート１４２４は、脆弱線１４７２の周りでフィルム１４２４に対し
て折り畳まれ、脆弱線１４７２に沿ってフィルム１４２４から分離可能である、閉鎖フラ
ップ１４７０を有する。包装１４００が閉鎖されているとき、閉鎖フラップ１４７０は、
脆弱線１４７２に沿って第１のフィルム１４２４に取り付けられ、接着剤１４７４を介し
て第２のフィルム１４２８に取り付けられ、それによって、包装１４００の中に食品９０
を密閉する。接着剤１４７４は、第２のフィルム１４２８への閉鎖フラップ１４７０の非
切り離し可能な取り付けを生成するように選択される。接着剤の代わりに、閉鎖フラップ
１４７０は、他の好適な手段、例えば、熱融着、溶接、紫外線硬化、積層等を介して、第
２のフィルム１４２８に取り付けられ得ることが理解されるであろう。
【０１３７】
　包装１４００が、図３３の方向矢印によって示される方向へ図３２の閉鎖位置から図３
４の開封位置に向かって移動させられるとき、ポケット１４１２および１４１２は、消費
者にとって視覚的に魅力的であり得る、本のような様式で包装１４００を開封するように
、互から離れてヒンジ１４１６の周りで移動する。包装１４００の開封中に、ポケット１
４１２、１４１４は、消費者によって加えられている開封力が脆弱線１４７２の断裂を開
始させ、図３３に示されるように、脆弱線１４７２に沿って第１のフィルム１４２４から
断裂することによって閉鎖フラップ１４７０を分離させる位置まで、互から離れて移動す
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る。したがって、閉鎖フラップ１４７０は、包装１４００の開封の程度の視覚的指示を消
費者に提供する。加えて、消費者が、脆弱線１４７２に沿った閉鎖フラップ１４７０の切
り離し中にいくらかの抵抗を感じるであろうため、閉鎖フラップ１４７０は、包装１４０
０の初期開封中に触覚および潜在的可聴応答を消費者に提供することができる。
【０１３８】
　閉鎖フラップ１４７０が脆弱線１４７２に沿って第１のフィルム１４２４から切り離さ
れた後、閉鎖フラップ１４７０は、もはやポケット１４１２および１４１４を一緒に保持
しなくなり、ポケット１４１２および１４１４が、図３４に示される開封位置に互からよ
り遠く離れて移動させられることを可能にする。包装１４００が図３４に示される開封位
置にあるとき、閉鎖フラップ１４７０は、第２のポケット１４１４の第２のフィルム１４
２８に取り付けられたままであるが、もはや包装１４００を密閉しなくなるか、またはポ
ケット１４１２、１４１４の中空内部１４１１、１４１３へのアクセスを封鎖しなくなる
。代わりに、図３４に示されるように、消費者は、ポケット１４１２および１４１４から
食品９０の部分を除去することを可能にされる。したがって、閉鎖フラップ１４７０は、
閉鎖フラップ１４７０の欠如または部分的切り離しが、包装１４００が以前に開封または
不正に細工されたことを消費者に視覚的に示すように、包装１４００用の鮮度シールおよ
び／または開封明示特徴を提供する。
【０１３９】
　包装１４００が最初に開封された後に再閉鎖されることを可能にするために、第２のポ
ケット１４１４の周囲フランジ１４３３は、随意的なペグ様またはピン様突起１４７８を
含み、第１のポケット１４１２の周囲フランジ１４３１は、図３４および３５に示される
ように摩擦嵌めで突起１４７８を受け取るようにサイズ決定された随意的な開口部１４７
９を含む。図３４の開封位置から図３５の閉鎖位置へ包装１４００を再閉鎖することを所
望する消費者は、突起１４７８がそれらの対応する開口部１４７９と嵌合し、それによっ
て、包装１４００を再閉鎖するように、ヒンジ１６の周りでポケット１４１２、１４１４
を互に引き寄せるであろう。
【０１４０】
　包装１４００が再閉鎖される、食品９０は、ポケット１４１２、１４１４の中に含まれ
、包装１４００から落下することを制限される。包装１４００は、突起および受容開口部
１４７９を含むものとして示されているが、包装１４００は、包装１４００の複数回の開
封および再閉鎖を可能にするであろう、１つ以上の接着剤点、感圧接着剤、粘着テープま
たはストリップ、ベルクロ、ジッパー等の形態で接着領域７６に類似する接着領域を含み
得る。
【０１４１】
　別の形態による包装１５００が図３６－４０で図示されている。参照を容易にするため
に、上記で説明される包装の側面に類似する包装１５００の側面は、類似参照数字で指定
されているが、「１５」が前に付けられている。包装１５００は、以下で強調されるいく
つかの差異を伴って、図４１でさらに詳細に示される、１枚の可撓性フィルム１７００か
ら形成されるという点で、上記で説明される包装の類似一般構造を有する。
【０１４２】
　図４０の図２６の包装１２００に類似する１つのパウチ１５１２を含み、包装１５００
は、後パネル１５２２と、前パネル１５２４と、実質的にカバーまたは外部フラップの役
割を果たす外壁１５２６とを含む。包装１５００のパウチ１５１２は、包装１２００のパ
ウチと異なり、かつそのようなパウチを形成するフィルムの折り畳みによって形成される
略Ｕ字形底端を有する包装１０のパウチ１２、１４と異なり、包装１５００を形成するフ
ィルム（例えば、フィルム４００）の２つの対向端１５８６と１５８８との取り付けによ
って形成される。対向端１５８６および１５８８は、包装１５００を密閉するように、接
着剤１５７４、例えば、熱融着、コールドシール、熱溶解、感圧接着剤等を介して、互に
取り付けられる。接着剤１５７４は、好ましくは、図４０に示されるように、互への端１
５８６および１５８８の非切り離し可能な取り付け（通常の使用）を生成するように選択



(41) JP 2018-90328 A 2018.6.14

10

20

30

40

50

される。
【０１４３】
　図４０の包装１５００はまた、脆弱線１５７２に沿って前パネル１５２４に切り離し可
能に接合される閉鎖フラップ１５７０が、外壁１５２６の内面１２４０に直接取り付けら
れないが、外壁１５２６に接合されており、外壁１５２６と一緒にＵ字形折り畳み部また
は襞を形成するという点で、図２６の包装１２００とは異なる。加えて、包装１２００の
閉鎖フラップ１２７０は、接着剤１２７４によって外壁１２２６の内面１２４０に切り離
し可能に取り付けられるが、包装１５００の閉鎖フラップ１５７０は、例えば、コールド
シールまたは感圧接着剤であり得る、接着領域１５７６によって、切り離し可能に、およ
び随意に再閉鎖可能に、前パネル１５２４の外面１５４２に取り付けられる。
【０１４４】
　消費者による包装１５００の開封中に、閉鎖フラップ１５７０が包装１５００をもはや
閉鎖しなくなるか、パウチ１５１２の開口部１５１８へのアクセスを封鎖しなくなり、消
費者が開口部１５１８を通して食品９０の部分を除去することを可能にする、図３９に示
される開封位置に包装１５００が移動させられることを可能にするように、包装１５００
の外壁１５２６は、消費者によって加えられている開封力および張力が脆弱線１５７２の
断裂を開始させ、図３８に示されるように、脆弱線１５７２に沿って前パネル１５２４か
ら断裂することによって閉鎖フラップ１５７０を分離させる位置まで、前パネル１５２４
から離して移動させられる。
【０１４５】
　図３９の開封位置から図３６の閉鎖位置へ包装１５００を再閉鎖することを所望する消
費者は、接着領域１５７６が前パネル１５２４の外面１５４２に接触して切り離し可能に
取り付き、包装１５００の複数回の再閉鎖および開封を可能にするように、ヒンジ１５１
６の周囲の前パネル１５２４に外壁１５２６を再び引き寄せることができる。
【０１４６】
　包装１５００が作製され得る、可撓性材料１７００のウェブの例示的な単一のシートま
たは区画が、図４１に示されている。ウェブは、ウェブが図４１の矢印によって示される
機械方向に移動する場合、中心線１７０４の周りで左右対称像である２つのパウチ１５１
２を作製するようにサイズ決定された幅を有する。可撓性材料４００は、１つ以上のポリ
マー、積層板、金属化ポリマー、紙等で作製されたフィルムであり得る。図４１を参照す
ると、フィルム１７００の長手方向縁１７０２と折り目１７１４との間の可撓性フィルム
１７００の領域１７０６は、折り畳んだ包装１５００の後パネル１５２２に対応する。折
り目１７１４と折り目１７１６との間の可撓性フィルム１７００の領域１７０８は、折り
畳んだ包装１５００の外部フラップまたは外壁１５２６に対応する。折り目１７１６と脆
弱線１７１８（脆弱線１５７２に対応する）との間の可撓性フィルム１７００の領域１７
１０は、折り畳んだ包装１５００の閉鎖フラップ１５７０に対応する。最終的に、フィル
ム１７００の中心線でもある折り目１７０４と脆弱線１７１８との間の可撓性フィルム１
７００の領域１７１２は、折り畳んだ包装１５００の前パネル１５２４に対応する。可撓
性フィルム１７００の領域１７２０は、中心線１７０４の右側の前述の領域、縁、および
折り目の左右対称像であり、フィルム１７００が矢印によって示される機械方向に沿って
移動すると、包装１５００と同一の第２の包装を形成するために使用され得る。
【０１４７】
　可撓性フィルム１７００が機械方向へ移動させられると、食品９０が可撓性フィルム１
７００の領域１７０６の上向きの表面の上へ堆積させられ、食品９０を包むように、なら
びに可撓性フィルムの縁１７０２および１７０４を互に引き寄せて、図４０に示されるよ
うに接着剤１５７４を介して縁１７０２および１７０４を互に非切り離し可能に取り付け
るように、フィルム１７００の領域１７０６、１７０８、および１７１０が、折り目１７
１４および１７１６の周囲および脆弱線１７１８の周りで折り畳まれる。折り畳んだ包装
１５００では、閉鎖フラップ１５７０は、図４０に示されるように、襞様構成で折り畳ま
れる。折り目として表されるが、折り目は代わりに、事前形成された折り目とは対照的に
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最終的な折り畳み線を表すことができる。
【０１４８】
　別の形態による包装１６００が図４２で図示されている。参照を容易にするために、上
記で説明される包装の側面に類似する包装１６００の側面は、類似参照数字で指定されて
いるが、「１６」が前に付けられている。包装１６００は、以下で強調されるいくつかの
差異を伴って、１枚の可撓性フィルムから形成されるという点で、上記で説明される包装
の類似一般構造を有する。
【０１４９】
　図４２の包装１６００は、１つのパウチ１６１２と、後パネル１６２２と、前パネル１
６２４と、実質的にカバーまたは外部フラップの役割を果たす外壁１６２６とを含むとい
う点で、図４０の包装１５００に類似する。包装１５００を形成するフィルムの２つの対
向端１５８６と１５８８との取り付けによって形成される、包装１５００のパウチ１５１
２と異なり、パウチ１６１２は、包装１６００を形成するフィルムの折り畳みによって形
成される、略Ｕ字形底端を有する。
【０１５０】
　図４２の包装１６００はまた、図４０の包装１５００の閉鎖フラップ１５７０と同様に
、脆弱線１６７２に沿って前パネル１６２４に切り離し可能に接合される閉鎖フラップ１
６７０が、一緒に接合されず、外壁１６２６とＵ字形折り畳み部を形成しないが、両方の
接着材料において接着領域１５７６に類似する接着領域１６７６によって、前パネル１６
２４の外面１６４２に直接取り付けられ、包装１６００の複数回の再閉鎖および再開封を
提供するという点で、図４０の包装１５００と異なる。
【０１５１】
　別の形態による包装１８００が、図４３－４５で図示されている。包装１８００は、以
下で強調されるある差異を伴って、図１－９の包装１０に類似する。参照を容易にするた
めに、包装１０の側面に類似する包装１８００の側面は、類似参照数字で指定されている
が、「１８」が前に付けられている。
【０１５２】
　包装１８００は、包装１０の脆弱線７２が真っ直ぐであり、パウチ１２、１４の側面縁
５４、６０と平行である一方で、包装１８００の脆弱線１８７２がパウチ１８１２、１８
１４の側面縁１８５４、１８６０と平行ではないという点で、包装１０とは異なる。具体
的には、包装１８００の脆弱線１８７２は、図４３に示されるように、側面縁１８５４お
よび１８６０に対して傾斜している。
【０１５３】
　脆弱線１８７２を含む包装１８００が図４３－４５に示されるように配向されると、包
装１８００が、図４４の方向矢印によって示される方向へ閉鎖位置から図４５の開封位置
に向かって移動させられるとき、パウチ１８１２、１８１４は、消費者によって加えられ
ている開封力および張力が、パウチ１８１２の底縁１８５２において脆弱線１８７２の断
裂を開始させ、図４４に示されるように、パウチ１８１２の内部パネル１８２４から脆弱
線１８７２に沿って断裂することによって閉鎖フラップ７０を分離させる位置まで、互か
ら離れて移動する。したがって、脆弱線７２を通した断裂が、包装１０の縁５０および５
２のいずれか一方または同時に両方で開始する可能性が同等に高い、包装１０と異なり、
脆弱線１８７２の傾斜配向は、包装１８００の所定の縁１８５２において包装の好ましい
開封を提供し、それによって、包装１０を開封するために必要とされる力に対して、包装
１８００を開封するために必要とされる力を低減させることによって、消費者による包装
１８００の開封を促進する。
【０１５４】
　包装１８００が閉鎖位置から図４５の開封位置に向かって移動させられるときに、消費
者によって加えられている開封力が、パウチ１８１２の底縁１８５２ではなくパウチ１８
１２の上縁１８５０において脆弱線１８７２の断裂を優先的に開始するように、脆弱線１
８７２が、図４３に示される配向と逆の配向に配向され得ることを理解されたい。さらに
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、包装１８００は、傾斜脆弱線１８７２を含む、１つだけのパウチ１８１２を伴って図示
されているが、傾斜脆弱線１８７２は、代替として、消費者による包装１８００の優先的
開封を好適に促進し、包装１８００を開封するために必要とされる力を低減させるように
、パウチ１８１２の代わりにパウチ１８１４に、またはパウチ１８１２および１８１４の
両方に形成され得ることを理解されたい。一方の端部が、他方の端部と比較してヒンジま
たは包装の底部に近い、本実施形態の脆弱線１８７２は、脆弱線を有する、本明細書で説
明される実施形態のうちのいずれかに組み込むことができる。
【０１５５】
　別の形態による包装１９００が、図４６－４７で図示されている。包装１９００は、以
下で強調されるある差異を伴って、図１６－１７の包装４００に類似する。参照を容易に
するために、包装４００の側面に類似する包装１９００の側面は、類似参照数字で指定さ
れているが、「１９」が前に付けられている。
【０１５６】
　包装１９００は、類似構造および特徴を有するが、包装４００とは異なる形状を有する
。具体的には、包装４００は略正方形であるが、包装１９００は、包装１９００の長い側
面が随意に包装４００の側面より長く、包装１９００の短い側面が包装４００の側面より
短い、略長方形である。加えて、包装１９００は、食品９０のための異なる容量を有する
ようにサイズ決定され、他の実施形態に関して議論される食品９０の群とは異なる全体形
状を有する、食品９０の群を含むように成形される。具体的には、図１６－１７の包装４
００は、パウチ４１２および４１４の各々に並んで位置付けられた２枚の板ガムを含むが
、図４６－４７の包装１９００は、パウチ１９１２および１９１４の各々に３枚の板ガム
のスタックを含む。
【０１５７】
　包装１９００は、図１６－１７の包装４００に別様に類似し、図４７に示されるように
、閉鎖フラップ１９７０が脆弱線に沿ってパウチ１９１２から分離し、他方のパウチ１９
１４に取り付けられたままであるという点で、図１６－１７の包装４００と同様に開封さ
れる。包装１９００はまた、パウチ１９１２が包装４００の接着領域４７６に類似する接
着領域１９７６を含むという点で、再閉鎖特徴を提供される。
【０１５８】
　包装１９００は、図６－１０に示される方法と実質的に類似する方法を介して形成され
ることができる。包装１９００は、図４６および４７に示されるものとは異なる寸法およ
び／または特徴を伴って形成されることができる。例えば、包装１９００は、随意に、パ
ウチ１９１２および１９１４の各々が、４、５、６枚以上の板ガムを含むか、または板ガ
ムの１つより多くのスタックを含むように、サイズ決定され得る。加えて、包装１９００
は、随意に、図１１－１４の包装２００に類似する２つの閉鎖フラップを有し得る。
【０１５９】
　別の形態による包装２０００が図４８－５４で図示されている。包装２０００は、以下
で強調されるある差異を伴って、図１１－１４の包装２００に類似する。参照を容易にす
るために、包装２００の側面に類似する包装２０００の側面は、類似参照数字で指定され
ているが、「２０」が前に付けられている。包装２０００は、１枚の可撓性フィルムから
形成されるという点で、上記で説明される包装のうちのいくつかの類似一般構造を有する
。
【０１６０】
　包装２０００は、閉鎖底端２０５４および２０６０を有する、２つのパウチ２０１２お
よび２０１４から形成されるという点で、図１１－１４の包装２００に類似する。包装２
０００のパウチ２０１２および２０１４は、図５１－５３に示されるように、端部シール
２０６２、２０６４、２０６６、および２０６８を有する。包装２００と同様に、包装２
０００は、２つの閉鎖フラップ２０７０および２０７１を含む。具体的には、第１のパウ
チ２０１２は、第１の閉鎖フラップ２０７０を含む。第１のパウチ２０１２の第１の閉鎖
フラップ２０７０は、第１の脆弱線２０７２に沿って第１のパウチ２０１２の内部パネル
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２０２４に取り付けられる。同様に、第２のパウチ２０１４は、図４８および５０に示さ
れるように、第２の脆弱線２０７３に沿って第２のパウチ２０１４の内部パネル２０２８
に取り付けられる、第２の閉鎖フラップ２０７１を含む。
【０１６１】
　包装２０００が閉鎖位置にあるとき、フラップ２０７０および２０７１は、図４８に示
されるように、閉鎖フラップ２０７０が、内部パネル２０２４からパウチ２０１２の外壁
２０２２に向かって延び、接着剤２０７４を介して外壁２０２２の内面２０３６に取り付
けられる一方で、閉鎖フラップ２０７１が、内部パネル２０２８から他方のパウチ２０１
４の外壁２０２６に向かって延び、接着剤２０７４を介して外壁２０２６の内面２０４０
に取り付けられるように、互に対して略分岐配向で配向される。包装２０００が閉鎖位置
にあるときに、閉鎖フラップ２０７０、２０７１が、それらのそれぞれの外壁２０２２、
２０２６の内面２０３６、２０４０に取り付けられると、第１および第２のパウチ２０１
２、２０１４の開口部２０１８、２０２０へのアクセスは、図４８で見ることができるよ
うに、閉鎖フラップ２０７０、２０７１によって封鎖される。
【０１６２】
　包装２００と同様に、包装２０００の閉鎖フラップ２０７０および２０７１は、接着材
料２０７４と同一であり得るか、またはそれとは異なり得、互への閉鎖フラップ２０７０
および２０７１の非切り離し可能な取り付けを生成するように選択される、接着材料２０
９６を介して、互に取り付けられる。接着材料２０９６は、単一の細長いストリップの形
態で図示されているが、接着材料２０９６は、任意の好適な形状（例えば、正方形、円形
、三角形等）の２つ以上のストリップまたは領域の形態であり得ることが理解されるであ
ろう。
【０１６３】
　包装２０００が閉鎖位置にあるときに、閉鎖フラップ２０７０および２０７１が互に取
り付けられている状態において、パウチ２０１２、２０１４の開口部２０１８、２０２０
へのアクセスは、閉鎖フラップ２０７０、２０７１によって封鎖される。接着材料２０７
４および２０９６は、熱溶解接着剤または任意の他の接着剤であり得、閉鎖フラップ２０
７０および２０７１は、他の好適な手段、例えば、熱融着、溶接、紫外線硬化、積層等を
介して、それらのそれぞれの外壁２０２２および２０２６の内面２０３６および２０４０
、ならびに互に取り付けられ得ることが理解されるであろう。
【０１６４】
　包装２０００を開封するために、包装２０００は、ユーザによって把持され（親指の例
示的な位置が図５２に示されている）、図５２の矢印によって示される方向へ、図５１の
閉鎖位置から図５３－５４の開封位置に向かってパウチ２０１２、２０１４を移動させる
ように操作され得る。閉鎖位置から開封位置に向かって移動させられるとき、パウチ２０
１２、２０１４は、消費者にとって視覚的に魅力的であり得る、本のような様式で包装２
０００を開封するように、互から離れてヒンジ２０１６の周りで移動する。
【０１６５】
　図５２では、包装２０００は、それらのそれぞれの脆弱線２０７２、２０７３に沿って
それらのそれぞれのパウチ２０１２、２０１４から閉鎖フラップ２０７０、２０７１を分
離させるように十分に開封していない位置で（または十分な開封力が加えられていない場
所で）示されている。図５２に示される方向へのユーザによる包装２０００の開封中に、
包装２０００のパウチ２０１２、２０１４が互から離れて移動すると、消費者によって加
えられる開封力または張力が、脆弱線２０７２、２０７３の一方または両方の１つ以上の
断裂を開始させる位置に達する。これは、包装２０００が開封されるように閉鎖フラップ
２０７０、２０７１の張力の増加を有することによって達成されることができ、一緒に接
合されているフラップ２０７０、２０７１と組み合わされた閉鎖フラップ２０７０、２０
７１の部分の長さが、それぞれのパウチ２０１２、２０１４からの閉鎖フラップ２０７０
、２０７１の分離を伴わずに、完全に開封した包装を有するために必要とされる長さより
小さいことによって部分的に制御される。
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【０１６６】
　図５９－６１は、別の実施形態による包装２２００を示す。包装２２００は、２つの点
で図４８－５４の包装２０００とは異なり、すなわち、包装２２００の脆弱線２２７２、
２２７３は、包装２０００の脆弱線２０７２、２０７２とは異なって成形され、包装２２
００の閉鎖フラップ２２７０、２２７１は、包装２０００の閉鎖フラップ２０７０、２０
７１とは異なって成形される。具体的には、包装２０００の脆弱線２０７２、２０７３が
、図４９－５０および５３－５４に示されるように弓形である一方で、包装２２００の脆
弱線２２７２、２２７３は、部分的に直線状かつ部分的に曲線状であり、概して、図５９
－６１に示されるようなＶ字形を形成する。同様に、包装２０００の閉鎖フラップ２０７
０、２０７１が、図４９－５０および５３－５４に示されるように、脆弱線２０７２、２
０７３の形状に合致するように弓形輪郭を有する一方で、包装２２００の閉鎖フラップ２
２７０、２２７１は、部分的に直線状かつ部分的に曲線状であり、概して、図５９－６１
に示されるようなＶ字形を形成する。
【０１６７】
　脆弱線２２７２、２２７３は、完全に線形であり得、いかなる曲線状部分も欠いていて
もよいことを理解されたい。同様に、閉鎖フラップ２０７０、２０７１の輪郭は、それに
対応して完全に線形であり得、いかなる曲線状部分も欠いていてもよい。本明細書で説明
される包装（例えば、１０、２００、４００、および５００）のうちのいくつかは、長方
形である閉鎖フラップを有し、閉鎖包装のうちの１つ（１８００）は、台形閉鎖フラップ
を有するが、閉鎖フラップおよび閉鎖フラップに関連付けられる脆弱線は、任意の所望の
幾何学または不規則形状であり得ることを理解されたい。一例として、図５０は、略楕円
形または長円形の閉鎖フラップ２０７０、およびその関連曲線状脆弱線２０７２を示す。
別の実施例では、図６０は、概して郵便封筒フラップのように成形された不規則形状閉鎖
フラップ２２７０、およびその関連不規則形状脆弱線２２７２を示す。
【０１６８】
　図５９－６１の包装２２００は、包装２０００とは異なる形状の閉鎖フラップおよび脆
弱線を含むが、図５９－６１で図示されている包装２２００の開封順序は、以下で説明さ
れるように、包装２０００に等しく適用可能である。具体的には、包装２０００が図５２
で位置付けられるのと同様に包装２２００が位置付けられた場合、包装２２００は、同様
に、それらのそれぞれの脆弱線２２７２、２２７３に沿ってそれらのそれぞれのパウチ２
２１２、２２１４から閉鎖フラップ２２７０、２２７１を分離させるように十分に開封し
ていないであろう（または十分な張力を受けないであろう）。図５２および５９に示され
る方向へのユーザによる包装２２００の開封中に、包装２２００のパウチ２２１２、２２
１４が互から離れて移動すると、消費者によって加えられている開封力が脆弱線２２７２
、２２７３の一方または両方の１つ以上の断裂を開始させる位置に達する。上記で説明さ
れるように、これは、消費者によって加えられている開封力に応答した、脆弱線２２７２
、２２７３における張力の所定の増加の結果であり得る。
【０１６９】
　開封位置に向かう方向（図５９の矢印によって示される）へ消費者によって加えられて
いる力は、閉鎖フラップ２２７０、２２７１が、それらのそれぞれの内部パネル２２２４
、２２２８から完全に離れて、パウチ２２１２、２２１４を完全に開封し、パウチ２２１
２、２２１４の中の食品９０（または非食品）への完全なアクセスを消費者に提供するよ
うに、脆弱線２２７２、２２７３の断裂のうちの１つ以上を包装２２００にわたって伝搬
させる。
【０１７０】
　図６０の例示的な包装２２００は、閉鎖フラップ２２７１が脆弱線２２７３に沿って第
２のパウチ２２１４の内部パネル２２２８に依然として完全に取り付けられている一方で
、脆弱線２２７２に沿って第１のパウチ２２１２の内部パネル２２２４から完全に分離す
る閉鎖フラップ２２７０を伴って示されている。一形態では、図６１の部分的開封位置に
向かって、図５９の矢印によって示される方向へパウチ２２１２、２２１４を移動させる
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ことによって、ユーザが包装２２００を操作すると、閉鎖フラップ２２７０は、内部パネ
ル２２２４から脆弱線２２７２全体に沿って同時に完全に分離し得る。別の形態では、ユ
ーザが開封位置に向かって包装２２００のパウチ２２１２、２２１４を移動させると、１
つ以上の小さい断裂が脆弱線２２７２の１つ以上の部分に形成し、閉鎖フラップ２２７０
が内部パネル２２２４から完全に分離するまで、脆弱線２２７２全体に沿って連続的に伝
搬し得る。
【０１７１】
　包装２２００が図５９に示される位置にあるとき、第１のパウチ２２１２の端部シール
２２６４、ヒンジ領域２２１６、および第２のパウチ２２１４の端部シール２２６８は、
概して、Ｖ字形を形成するように結合する。包装２０００の開封中に、消費者によって加
えられる開封力は、図５９に示されるように、第１のパウチ２２１２の一部分を第２のヒ
ンジ２２１５の周りで折り畳ませるか、または屈曲させ、第２のパウチ２２１４の一部分
を第３のヒンジ２２１７の周りで折り畳ませるか、または屈曲させ得る。図６０に示され
るように、第１のパウチ２２１２の中の食品９０が消費者に完全にアクセス可能であるよ
うに、閉鎖フラップ２２７０が第１のパウチ２２１２の内部パネル２２２４から脆弱線２
２７２全体に沿って完全に分離されると、第１のパウチ２２１２の端部シール２２６４、
ヒンジ領域２２１６、および第２のパウチ２２１４の端部シール２２６８は、概して、ジ
グザグ（Ｚ）形状を形成するように結合する。
【０１７２】
　より具体的には、図６０で図示されるように、このジグザグ形状の一部は、外側または
第１のヒンジ２２１６によって提供され、このジグザグ形状の別の一部は、少なくとも第
１のパウチ２２１２の端部シール２２６２、２２６４を横断して延びる第２のヒンジ２２
１５を形成するように折り畳まれる、第１のパウチ２２１２の部分によって提供され、こ
のジグザグ形状の別の一部は、少なくとも第２のパウチ２２１４の端部シール２２６６、
２２６８を横断して延びる第３のヒンジ２２１７を形成するように折り畳まれる、第２の
パウチ２２１４の部分によって提供される。包装２２００の開封中のパウチ２２１２、２
２１４の構成は、包装２０００のヒンジ２０１５、２０１６、２０１７を参照して、包装
２２００が図６１に示されるようなより完全な開封位置にあるとき、および包装２２００
が図５９に示されるような完全開封位置にあるときに、第１のパウチ２２１２が第２のヒ
ンジ２２１５を含み、第２のパウチ２２１４が第３のヒンジ２２１７を含み、包装２２０
０がパウチ２２１２、２２１４の間の第１のヒンジ２２１６を含むようなものである。
【０１７３】
　図６０で見ることができるように、包装２２００は、第１のパウチ２２１２の内部パネ
ル２２２４が、第２のパウチ２２１２の内部パネル２２２８と同一の平面内にないが、少
なくとも部分的に第２のパウチ２２１２の内部パネル２２２８の上方に位置付けられるよ
うに、位置付けられる。より具体的には、第１のパウチ２２１２の端部シール２２６４の
一部分によって形成される第２のヒンジ２２１５は、第２のパウチ２２１２の端部シール
２２６８の一部分に重なり、図６０の陰影線によって示される、第２のヒンジ２２１５と
端部シール２２６８のその部分との間に間隙を作成する。包装２２００が図６０の部分的
開封位置にあるとき、第１のパウチ２２１２の外側パネル２２２２は、第２のヒンジ２２
１５が外側ヒンジ２２１６より第２のパウチ２２１４の底端２２６０に近いように位置付
けられる。
【０１７４】
　第２のパウチ２２１４に対する第１のパウチ２２１２の位置付け、すなわち、第１のパ
ウチ２２１２が開封しており、第１のパウチ２２１２の中の食品９０がアクセス可能であ
る間に第２のパウチ２２１４に対して第１のパウチ２２１２が部分的に高い位置にあるこ
とは、第１のパウチ２２１２の中の食品９０の保持を促進し、特に、閉鎖フラップがパウ
チ２２１２、２２１４に対して略垂直であるか、または別様に角度を成すとき等、両方の
パウチ２２１２、２２１４が開封されているときに、食品９０が不注意に第１のパウチ２
２１２から外へスライドすることを制限し得る。包装２０００および２２００は、以下で
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説明されるように、食品９０が不注意にパウチから外へスライドすることを制限する、追
加の構造特徴を含み得る。
【０１７５】
　具体的には、上記で議論されるように、包装２０００の閉鎖フラップ２０７０、２０７
１、ならびに包装２２００の閉鎖フラップ２２７０、２２７１は、互への閉鎖フラップの
非切り離し可能な取り付けを生成するように選択される接着材料を介して、互に取り付け
られる。互への包装２０００の閉鎖フラップ２０７０、２０７１の取り付き、ならびに互
への包装２２００の閉鎖フラップ２２７０、２２７１の取り付きは、閉鎖位置から部分的
開封位置（図６０）または完全開封位置（図５４）への包装２０００および２２００の移
動中に維持される。閉鎖フラップ２２７０、２２７１の取り付けられた部分は、包装２０
００のヒンジ２０１６から離間され、例えば、図５４で見られるように、閉鎖フラップ２
０７０、２０７１の取り付けられていない部分と包装２０００のヒンジ２０１６との間に
開放領域を形成する閉鎖フラップ２０７０、２０７１の取り付けられた部分と同様に配向
される。以下で議論されるように、この開放領域は、次の段落で議論されるように、略ダ
イヤモンド形であり得、例えば、図５１に示され、以下で議論されるように、ストラップ
の通路を提供し得る。
【０１７６】
　図５４をさらに参照すると、第１の閉鎖フラップ２０７０の脚部分２０９２が、第１の
パウチ２０１２の外壁２０２２の内面２０３６に非切り離し可能に取り付けられる一方で
、第２の閉鎖フラップ２０７１の脚部分２０９４は、第２のパウチ２０１４の外壁２０２
６の内面２０４０に非切り離し可能に取り付けられる。それらのそれぞれの脚部分２０９
２、２０９４から離れて延びる、第１および第２の閉鎖フラップ２０７０、２０７１の部
分は、互に取り付けられず、第１および第２の閉鎖フラップ２０７０、２０７１の前述の
取り付けられていない部分、第１のヒンジ２０１６と第２のヒンジ２０１５との間の第１
のパウチ２０１２の外壁２０２２の一部分、および第１のヒンジ２０１６と第３のヒンジ
２０１７との間の第２のパウチ２０１４の外壁２０２６の一部分によって画定される、略
ダイヤモンド形の開口部の頂点２０６９で交差するまで、互に向かって集まる。頂点２０
６９の上方の第１および第２の閉鎖フラップ２０７０、２０７１の部分は、図５４に示さ
れ、以前に説明されたように、互に非切り離し可能に取り付けられる。頂点２０６９は、
閉鎖位置から開封位置に向かった包装２０００の移動中に、それに対して第１および第２
の閉鎖フラップ２０７０、２０７１（ならびに第１および第２のパウチ２０１２、２０１
４）の部分が移動する、第４のヒンジを提供することを理解されたい。第１および第２の
閉鎖フラップ２０７０、２０７１の取り付けられた部分はまた、包装２０００の開封中に
ヒンジ２０６９に対して枢動し得る。特に、包装２２００のパウチ２２１２、２２１４の
部分は、閉鎖位置から開封位置に向かって移動させられるとき、図６１のように、第１の
ヒンジ２２１６、第２のヒンジ２２１５、第３のヒンジ２２１７、および第４のヒンジ２
２６９の間にパウチ２２１２、２２１４の部分によって画定される、類似する略ダイヤモ
ンド形の開口部を形成し得る。
【０１７７】
　閉鎖フラップ２０７０、２０７１は、互に取り付けられることにより、パウチ２２１２
、２２１４の隣接部分より堅い支持表面を提供する。したがって、（取り付けられた閉鎖
フラップ２２７１によって支持される）閉鎖フラップ２２７０の一部分が、図６１に示さ
れるように、第１のパウチ２２１２のアクセス開口部２０１８の一部分を閉塞するように
、包装２２００が位置付けられると、板ガム９０（または他の食品あるいは非食品）は、
有利には、第１のパウチ２２１２から不注意に引き抜かれることを制限される。例えば、
パウチ２２１２、２２１４がそれらのそれぞれの閉鎖フラップ２２７０、２２７１によっ
て閉鎖される閉鎖位置（例えば、図５１に示される位置）から、パウチ２２１２、２２１
４の一方または両方の中の食品９０へのアクセスを提供するように、閉鎖フラップ２２７
０、２２７１のうちの１つ以上が脆弱線２２７２、２２７３に沿って切り離される開封位
置に向かった、ヒンジ２２１６の周りで互から最大１８０度離れた包装２２００の第１お
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よび第２のパウチ２２１２、２２１４の移動中に、閉鎖フラップ２２７０、２２７１は、
ヒンジ２２１６に対して移動し、製品９０がパウチ２２１２、２２１４から引き抜かれる
ことを制限する、障壁を形成し得る。
【０１７８】
　図５９および６０は、閉鎖フラップ２２７０が脆弱線２２７２に沿って内部パネル２２
２４から完全に分離する一方で、閉鎖フラップ２２７１が脆弱線２２７３に沿って内部パ
ネル２２２８に完全に取り付けられたままであることを示す。包装２２００の配向、およ
びユーザによって加えられる開封力または張力に応じて、包装２２００は、閉鎖フラップ
２２７０が脆弱線２２７２に沿って内部パネル２２２４に完全に取り付けられたままであ
る一方で、閉鎖フラップ２２７１が脆弱線２２７３に沿って内部パネル２２２８から完全
に切り離されるように、開封位置に向かってユーザによって位置付けられ、操作され得る
。したがって、包装２０００を参照して図５２に示される完全閉鎖位置から、図５９に示
される部分的開封位置へ包装２２００を移動させることは、第２のパウチ２２１４の脆弱
線２２７３に沿って第２のパウチ２２１４の内側パネル２２２８に取り付けられた第２の
パウチ２２１４の内側閉鎖フラップ２０７１を分離することなく、第１のパウチ２２１２
の脆弱線２２７２に沿って、第１のパウチ２２１２の内側パネル２２２４から第１のパウ
チ２２１２の内側閉鎖フラップ２２７０を分離することを含む。これは、第２のパウチ２
２１４が、第２のパウチ２２１４の中の製品９０へのアクセスを制限するように密閉され
たままである間に、第１のパウチ２２１２の中の製品９０へのアクセスを提供するように
、第１のパウチ２２１２を開封させる。
【０１７９】
　代替として、包装２２００は、最初にそのそれぞれの内部パネル２２２４、２２２８か
ら閉鎖フラップ２２７０、２２７１のうちの１つだけを完全に切り離す代わりに、ユーザ
によって加えられる開封力が、それらのそれぞれの脆弱線２２７２、２２７３に沿ってそ
れらのそれぞれの内部パネル２２２４、２２２８から、閉鎖フラップ２２７０、２２７１
の両方が実質的に同時に分離するような張力を脆弱線２２７２、２２７３で引き起こし得
るように、開封位置に向かってユーザによって位置付けられ、移動させられ得る。「実質
的に同時に」とは、閉鎖位置（図５１）から完全開封位置（図５４）への第１および第２
のパウチ２２１２、２２１４の移動中に、閉鎖フラップの両方が、それらのそれぞれの脆
弱線２２７２、２２７３に沿ってそれらのそれぞれの内部パネル２２２４、２２２８から
分離し、パウチ２２１２、２２１４の中の製品９０へのアクセスを消費者に提供するよう
に、それらのそれぞれのパウチ２２１２、２２１４を開封するであろうことを意味すると
理解されるであろう。
【０１８０】
　閉鎖フラップ２２７０、２２７１は、包装２２００の位置付け、およびユーザの各手に
よって加えられる相対開封力に基づいて、連続的または略同時にそれらのそれぞれの内部
パネル２１２４、２１２８から分離し得るが、包装２２００は、脆弱線２２７２または２
２７３のうち一方が、脆弱線２２７２、２２７３のうちの他方に先立って断裂して、最初
にパウチ２２１２、２２１４のうちの所定の１つへのアクセスを提供するように、構成さ
れることができる。例えば、脆弱線２２７３のうちの１つによって形成されるＶ字形は、
最初に開封するために選択されるパウチの底端により近く位置付けられる、選択されたＶ
字形の優先的な一次開封を促進するために、パウチ２２１２、２２１４の底端２０５４、
２０６０のうちの一方により近く下向きに延び得る。代替として、脆弱線２２７２、２２
７３のうちの一方は、脆弱線２２７２、２２７３のうちの他方の前に最初に優先的に開封
するように、より脆弱であり得る。別の代替案では、脆弱線２２７２、２２７３のうちの
一方は、開封位置に向かった包装２２００の操作時に、切り込みを含む脆弱線が最初に優
先的に穴があくように、断裂切り込みを含み得る。
【０１８１】
　１つ以上の断裂が、脆弱線２２７２または２２７３のうちの一方を通って伝搬して、パ
ウチ２２１２または２２１４のうちの一方へのアクセスを提供するように、消費者が包装
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２２００を操作した後、次いで、包装２２００のさらなる操作は、パウチ２２１２または
２２１４のうちの他方へのアクセスを提供するために、脆弱線２２７２または２２７３の
うちの他方を通して断裂し得る。有利には、示されるように、例えば、図６０では、これ
は、パウチのうちの一方がアクセスされることを可能にすることができる一方で、他方の
パウチは、パウチのうちの一方の内容物が除去されるまで等、閉鎖または密閉されたまま
である。
【０１８２】
　包装が図６０に示される部分的開封位置にあると、開封して第２のパウチ２２１４の内
部にアクセスすることを所望する消費者は、第１のパウチ２２１２を把持し、図６１の矢
印によって示される方向へ、図５３－５４に示される完全開封位置に向かって第１のパウ
チ２２１２を移動させ得る。具体的には、図６１の矢印によって示される移動は、外側ヒ
ンジ２２１６から離れた方向へ第１のパウチ２２１２の底端２２５４を移動させることと
、第２のパウチ２２１４の底端２２６０から離れた方向へ第２のヒンジ２２１５を移動さ
せることとを含み得る。図６１に示される方向への第２のパウチ２２１４から離れた第１
のパウチ２２１２の移動は、図６１に示されるように、第２のヒンジ２２１５が外側ヒン
ジ２２１６より第２のパウチ２２１４の底端２２６０から遠く離れている位置まで、第２
のパウチ２２１４の底端２２６０から離れた方向へ第２のヒンジ２２１５を移動させるこ
とを含む。換言すると、図６１の第２のヒンジ２２１５から第２のパウチ２２１４の底端
２２６０までの距離は、外側ヒンジ２２１６から第２のパウチ２２１４の底端２２６０ま
での距離より大きい。同様に、第１のパウチ２２１２を移動させることは、包装２２００
の長さを増加させるように、第２のパウチ２２１４の底端２２６０から離れた方向へ第１
のパウチの底端２２５４を移動させることを含む。「包装の長さ」は、外側ヒンジ２２１
６および底端２０５４、２２６０と垂直な線に沿った、第１のパウチ２２１２の底端２２
５４と第２のパウチ２２１４の底端２２６０との間の距離を意味すると理解されるであろ
うことを理解されたい。
【０１８３】
　図６１に示されるような第２のパウチ２２１４から離れた第１のパウチ２２１２の移動
は、第２のパウチ２２１４を開封するように、脆弱線２２７３における１つ以上の断裂を
介して、内部パネル２２２８から離れた閉鎖フラップ２２７１の切り離しを促進し、それ
によって、図６１に示されるように、アクセスするために第２のパウチ２２１４内に貯蔵
された食品９０を消費者に露出させる。例えば、使用される開封力および開封中の包装２
２００の配向に応じて、第２のパウチ２２１４を開封する、脆弱線２２７３における１つ
以上の断裂を介した内部パネル２２２８から離れた閉鎖フラップ２２７１の切り離しが、
図６１に示される包装２２００の位置の前または後に起こり得ることが理解されるであろ
う。第１のパウチ２２１２は、図５３－５４に示され、包装２０００を参照して説明され
るように、包装２２００がその完全開封位置に到達するまで、図６１の矢印の方向へ消費
者によって移動させられ得る。
【０１８４】
　図５３－５４に示されるような、それらの完全開封位置での包装２０００の閉鎖フラッ
プ２０７０、２０７１の場所は、消費者がパウチ２０１２、２０１４の開口部２０１８、
２０２０を通して食品９０の部分を除去することを促進する。具体的には、脆弱線２０７
２が線形である包装２００と異なり、脆弱線２０７２および２０７３は、包装２０００の
各々の底端２０５４および２０６０にさらに向かって曲線状であり、包装２０００が図５
３に示されるように開封していると、パウチ２０１２および２０１４のそれぞれからの食
品９０のおそらくより容易な除去を促進するように、包装２００（図１３参照）によって
消費者に露出させられるよりも食品９０の多くの部分を露出させる。
【０１８５】
　閉鎖フラップ２０７０および２０７１が、図５３－５４に示されるように、それらの完
全開封位置にあると、消費者は、開口部２０１８および２０２０を通してパウチ２０１２
および２０１４から食品９０の部分を除去することを可能にされる。包装２００の閉鎖フ
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ラップ２７０および２７１と同様に、包装２０００の閉鎖フラップ２０７０および２０７
１は、閉鎖フラップ２０７０、２０７１の一方または両方の欠如または部分的切り離しが
、包装２０００が以前に開封または不正に細工されたことを消費者に視覚的に示すように
、包装２０００用の鮮度シールおよび／または開封明示特徴を提供する。
【０１８６】
　閉鎖フラップ２０７０、２０７１が、図５４に示されるように、それらの完全開封位置
にある状態で、閉鎖フラップ２０７０、２０７１の取り付けられていない部分は、有利に
は、食品９０が不注意にそれらのそれぞれのパウチ２０１２、２０１４から外にスライド
することを制限する、構造特徴を提供するように位置付けられる。
【０１８７】
　包装２０００および２２００は、第２の閉鎖フラップ２０７１および第２の脆弱線２０
７３の形成、脆弱線２０７２および２０７３の場所および形状、接着剤２０７４および２
０９６が適用される場所、ならびに閉鎖フラップ２０７０および２０７１の一部分がパウ
チ２０１２、２０１４のそれらのそれぞれの内部パネル２０２４、２０２８に折り重ねら
れないという事実である、差異のうちのいくつかを伴って、図６－１０に示される方法と
実質的に類似する方法を介して形成されることができる。
【０１８８】
　包装２０００、２２００は、各々、図５１に示される随意的なストラップ２０９９を含
み得る。ストラップ２０９９は、例えば、図５３－５４に示される、閉鎖フラップ２０７
０、２０７１とヒンジ領域２０１６との間に形成された開口部を通過し、その周りで輪に
なり得る。代替として、ストラップ２０９９の端部は、ストラップ２０９９が包装２００
０の内部を通過する必要がないように、包装２０００の端部シール２０６２、２０６４の
各々に取り付けられ得る。ストラップ２０９９は、包装２０００、２２００を手で保持す
るために使用され得るか、または例えば、店内のディスプレイのフックに包装２０００、
２２００を吊るすために使用され得る。一形態では、ストラップ２０９９は、包装２００
０、２２００を半分に断裂するために、互から第１および第２のパウチ２０１２、２０１
４または２２１２、２２１４を分離するために使用され得る。
【０１８９】
　例えば、包装２０００を半分に断裂することを所望する消費者は、消費者によって加え
られている開封力が、ストラップ２０９９に包装２０００を形成する可撓性材料の断裂を
引き起こさせるように、第１および第２のパウチ２０１２、２０１４の底端２０５４、２
０６０から離れた方向へストラップ２０９９を引くであろう。断裂は、ヒンジ領域２０１
６を通るであろう。なぜなら、ヒンジ領域２０１６は、ストラップ２０９９が最初に位置
付けられ得る折り目と、ストラップ２０９９が包装２０００を形成する可撓性材料を通し
て断裂するための随意的な脆弱線とを提供するからである。一形態では、上記で説明され
るように消費者によってストラップ２０９９に加えられている力に応答して、第１および
第２のパウチ２０１２、２０１４が互から離れて断裂し得る、１つまたは複数の優先的な
断裂点を促進するように、断裂切り込みがヒンジ領域２０１６またはその付近に作製され
得る。一形態では、パウチ２０１２、２０１４の間の断裂を促進する、包装２０００を形
成するフィルムの一部分は、単軸フィルムであり得る。
【０１９０】
　別の形態による包装２１００が、図５５－５８で図示されている。包装２１００は、以
下で強調されるある差異を伴って、図４８－５４の包装２０００に類似する。参照を容易
にするために、包装２０００の側面に類似する包装２１００の側面は、類似参照数字で指
定されているが、「２１」が前に付けられている。上記で説明される包装の大部分と異な
り、包装２１００は、１枚の可撓性フィルムから形成されない。
【０１９１】
　包装２１００は、閉鎖底端２１５４および２１６０を有する、２つのパウチ２１１２お
よび２１１４から形成されるという点で、図４８－５４の包装２０００に類似する。包装
２１００のパウチ２１１２および２１１４は、図５７－５８に示されるように、端部シー
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ル２１６２、２１６４、２１６６、および２１６８を有する。包装２０００と同様に、包
装２１００は、２つの閉鎖フラップ２１７０および２１７１を含む。図５５に示されるよ
うに、第１の閉鎖フラップ２１７０は、第１の脆弱線２１７２に沿って第１のパウチ２１
１２の内部パネル２１２４に取り付けられ、第２の閉鎖フラップ２１７１は、第２の脆弱
線２１７３に沿って第２のパウチ２１１４の内部パネル２１２８に取り付けられる。
【０１９２】
　包装２０００と異なり、２つのパウチ２１１２および２１１４は、両方とも１枚のフィ
ルムから形成されないが、各々、別個の１枚のフィルム、ホイル、紙、または他の材料か
ら形成される。さらに、包装２０００と異なり、包装２１００は、図５５に示されるよう
に、パウチ２１１２および２１１４が、接着剤または任意の他の好適な方法を介して別々
に取り付けられる、外部カバー２１０２を含む。カバー２１０２は、板紙、ボール紙、プ
ラスチック、またはそれらの組み合わせ等の堅い材料から形成され得る。図５５に示され
る形態では、カバー２１０２は、パウチ２１１２、２１１４の間に位置する中心部分２１
０４を含む。カバー２０１２の中心部分２１０４は、例えば、図５８に示されるように、
フラップ２１７０および２１７１の部分が非除去可能に取り付けられる、接着材料２１９
８を含む。カバー２１０２およびパウチ２１１２、２１１４は、任意の好適な接着剤、コ
ールドシール等を介して取り付けられ得る。
【０１９３】
　包装２０００と同様に、包装２１００のフラップ２１７０および２１７１の部分は、閉
鎖フラップ２１７０および２１７１の非切り離し可能な取り付けを生成するように選択さ
れる接着剤２０７４を介して、互に非切り離し可能に取り付けられる。包装２０００が図
５６に示される閉鎖位置にある状態で、閉鎖フラップ２０７０および２０７１が１つの接
着剤ストリップ２０９６を介して互に取り付けられる、包装２０００と異なり、閉鎖フラ
ップ２１７０および２１７１は、複数の離間した接着剤点２１７４を介して互に取り付け
られる。図５５の接着剤ストリップ２１９８および接着剤点２１７４の数および場所は、
例示的目的のためにすぎず、単一の接着剤ストリップ２１９８が、２つ以上の接着剤スト
リップまたは２つ以上の接着剤点、あるいは他の形状の１つ以上の接着領域と置換され得
る一方で、接着剤点２１７４は、単一の接着剤ストリップ、２つ以上の接着剤ストリップ
、またはストリップあるいは点以外の形状の１つ以上の接着領域と置換され得ることが理
解されるであろう。さらに、接着剤２１７４および２１９８は、熱溶解接着剤、任意の他
の接着剤、または別の好適な手段、例えば、熱融着、溶接、紫外線硬化、積層等の形態で
あり得る。
【０１９４】
　包装２０００が、図５７の方向矢印によって示される方向へ、図５６の閉鎖位置から図
５８の開封位置に向かって移動させられるとき、パウチ２１１２、２１１４は、消費者に
とって視覚的に魅力的であり得る、本のような様式で包装２１００を開封するように、互
から離れてヒンジ２１１６の周りで移動する。包装２１００の開封中に、パウチ２１１２
、２１１４は、消費者によって加えられている開封力が、図５７に示されるように、脆弱
線２１７２および２１７３の一方または両方の断裂を開始させる位置まで、互から離れて
移動する。
【０１９５】
　図５７では、包装２１００は、脆弱線２０７２に沿って第１のパウチ２１１２の内部パ
ネル２１２４から部分的に分離する閉鎖フラップ２１７０、および脆弱線２０７３に沿っ
て第２のパウチ２０１４の内部パネル２０２８から部分的に分離する閉鎖フラップ２０７
１を伴って示されている。閉鎖フラップ２１７０および２１７１の両方は、その開封位置
への包装２１００の移動と略同時に、それらのそれぞれの内部パネル２１２４および２１
２８から分離し得るが、包装２１００は、脆弱線２１７２または２１７３のうちの一方が
、最初に断裂してパウチ２１１２または２１１４のうちの一方にアクセスするように、構
成されることができる。例えば、脆弱線２１７２、２１７３のうちの一方は、最初に優先
的に開封するように、より脆弱であり得る。代替として、脆弱線２１７２、２１７３のう
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ちの一方は、開封位置に向かった包装２１００の操作時に、切り込みを含む脆弱線が最初
に優先的に穴があくように、断裂切り込みを含み得る。断裂が、脆弱線２０７２、２０７
３のうちの一方を通って伝搬した後、次いで、包装２１００のさらなる操作は、以降でパ
ウチのうちの他方にアクセスするために、脆弱線２１７２または２１７３のうちの他方を
通して断裂し得る。有利には、包装２２００を参照して上記で説明されるように、これは
、パウチのうちの一方がアクセスされることを可能にすることができる一方で、他方のパ
ウチは、パウチのうちの一方の内容物が除去されるまで等、閉鎖または密閉されたままで
ある。
【０１９６】
　包装２０００および２２００の閉鎖フラップ２０７０、２０７１および２２７０、２２
７１と同様に、包装２１００の閉鎖フラップ２１７０、２１７１は、閉鎖フラップ２１７
０、２１７１の一方または両方の欠如または部分的切り離しが、包装２１００が以前に開
封または不正に細工されたことを消費者に視覚的に示すように、包装２１００用の鮮度シ
ールおよび／または開封明示特徴を提供する。
【０１９７】
　カバー２１０２等のカバーを有さない図５４の包装２０００と異なり、包装２１００が
図５８に示される開封位置にあるとき、図５８に示されるように、ヒンジ線２１１６に近
接する第１の閉鎖フラップ２１７０の一部分２１９２は、パウチ２１１２の外壁２１２２
の内面２１３６ではなく、カバー２０１２の中心領域２１０４に取り付けられたままであ
り、ヒンジ線２１１６に近接する第２の閉鎖フラップ２１７１の一部分２１９４は、パウ
チ２１１４の外壁２１２６の内面２１４０ではなく、カバー２０１２の中心領域２１０４
に取り付けられたままである。
【０１９８】
　包装２１００が開封位置にある状態で、閉鎖フラップ２１７０および２１７１の部分は
、図５８に示されるように、それらのそれぞれの内部パネル２１２４および２１２８から
の分離により、閉鎖フラップ２１７０および２１７１が開くように、接着剤点２１７４を
介して互に取り付けられたままである。脆弱線２０７２および２０７３と同様に、脆弱線
２１７２および２１７３は、それらのそれぞれの側面縁２１５４および２１６０に向かっ
て曲線状であり、包装２１００が図５８に示されるように開封している状態で、食品９０
のより多くの部分が、パウチ２１１２、２１１４のそれらのそれぞれからの食品の容易な
除去を促進するように、消費者に露出される。互に取り付けられず、脚部分２０９２、２
０９４と実質的に垂直ではない部分を含む、図５４の包装２０００の閉鎖フラップ２０７
０、２０７１と異なり、図５８に示される、それらの開封位置における閉鎖フラップ２１
７０、２１７１は、互に完全に取り付けられ、消費者が開口部２１１８および２１２０を
通したパウチ２１１２および２１１４から食品９０の部分を除去することを促進するよう
に、脚部分２１９２、２１９４に対して実質的に垂直位置に位置付けられる。
【０１９９】
　包装２１００は、互とは別個の第１および第２のパウチ２１１２および２１１４の形成
、好適な材料の単一のシートからのカバー２１０２の形成、カバー２１０２への第１およ
び第２のパウチ２１１２および２１１４の取り付け、接着剤２１７４および２１９８の位
置および数、ならびに閉鎖フラップ２１７０および２１７１の一部分がパウチ２１２４お
よび２１２８の各々の内部パネルに折り重ねられないという事実である、差異のうちのい
くつかを伴って、図６－１０に示される方法と実質的に類似する方法を介して形成される
ことができる。
【０２００】
　別の形態による包装２３００が図６２－６３で図示されている。参照を容易にするため
に、上記で説明される包装の側面に類似する包装２３００の側面は、類似参照数字で指定
されているが、「２３」が前に付けられている。包装２３００は、以下で強調されるいく
つかの差異を伴って、１枚の可撓性フィルムから形成されるという点で、上記で説明され
る包装の類似一般構造を有する。
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【０２０１】
　包装２３００は、２つのパウチ２３１２、２３１４を含む。例えば、包装２０００、２
１００、および２２００と異なり、包装２３００のパウチ２３１２、２３１４は、閉鎖フ
ラップを含まない。代わりに、第１のパウチ２３１２の内部パネル２３２４は、図６２に
示されるように、第１の脆弱線２３７２に沿って第２のパウチ２３１４の内部パネル２３
２８に取り付けられる。包装２３００が１枚の可撓性フィルムから形成されるため、パウ
チ２３１２および２３１４の外壁２３２２および２３２６は、それぞれ、包装２３００の
ヒンジ部分２３１６に近接するフィンシール２３２１を形成するように一緒にされる。フ
ィンシール２３２１を形成する外壁２３２２、２３２６の端部は、包装２３００を密閉す
るように、接着剤２３７４、例えば、熱融着、コールドシール、熱溶解、感圧接着剤等を
介して、互に取り付けられる。接着剤２３７４は、好ましくは、図６２に示されるように
、互への端部の非切り離し可能または永久取り付けを（通常使用で）生成するように選択
される。包装２３００が図６２の閉鎖位置から図６３の開封位置に向かって移動させられ
るとき、パウチ２３１２および２３１４は、消費者にとって視覚的に魅力的であり得る、
本のような様式で包装２３００を開封するように、互から離れてヒンジ２３１６の周りで
移動する。
【０２０２】
　包装２３００の開封中に、パウチ２３１２、２３１４は、互からの内部パネル２３２４
および２３２８の分離を可能にするように、消費者によって加えられている開封力または
張力が、脆弱線２３７２の１つ以上の断裂を開始させる位置まで、ヒンジ２３１６の周り
で脆弱線２３７２に対して互から離れて移動する。包装２３００が消費者によって完全開
封位置まで移動させられると、内部パネル２３２４および２３２８は、脆弱線２３７２に
沿って互から完全に分離し、パウチ２３１２、２３１４の各々の中の食品９０は、消費者
にアクセス可能である。
【０２０３】
　上記で説明され、図６２に示される脆弱線２３７２の代替として、包装２３００は、随
意に、図６２に示される場所またはその付近で、内部パネル２３２４および２３２８の各
々の上に脆弱線２３７３を含み得る。この随意的な実施形態では、包装２３００の開封中
に、パウチ２３１２、２３１４は、脆弱線２３７３の一方または両方に沿った内部パネル
２３２４および２３２８の一方または両方の一部分の分離を可能にして、パウチ２３１２
、２３１４の一方または両方の中の食品９０へのアクセスを可能にするように、消費者に
よって加えられている開封力または張力が、脆弱線２３７３の一方または両方の１つ以上
の断裂を開始させる位置まで、ヒンジ２３１６の周りで互から離れて移動する。内部パネ
ル２３２４のうちの１つだけの一部分が、第１のパウチ２３１２だけの中の食品９０への
アクセスを提供するように、そのそれぞれの脆弱線２３７３に沿って分離する場合におい
て、次いで、消費者は、そのそれぞれの脆弱線２３７３に沿って内部パネル２３２８の一
部分を分離して、第２のパウチ２３１４の中の食品９０へのアクセスを提供するように、
包装２３００を操作し得る。
【０２０４】
　包装２３００の脆弱線２３７２、ならびに包装２３００の代替実施形態の脆弱線２３７
３の各々は、例えば、（脆弱線２３７２のみに沿って伝搬された断裂を示す）図６３に示
されるように、直線状（かつパウチ２３１２、２３１４の底端２３５４、２３６０と実質
的に平行）であり得るが、脆弱線２３７２（および代替的な脆弱線２３７３）は、図４３
のように傾斜（パウチ２３１２、２３１４の底端２３５４、２３６０と非平行）し得るか
、または図４９のように弓形、あるいは図６１のように不規則形状であり得ることを理解
されたい。
【０２０５】
　随意に、（例えば、図４８の接着材料２０９６の場所に類似する場所における）脆弱線
２３７３の上方の内部パネル２３２４および２３２８の部分は、接着材料を介して互に取
り付けられ得る。接着材料は、接着材料２０９６と類似するか、または同一であり得、互
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への閉鎖フラップ２３７０および２３７１の内部パネル２３２４および２３２８の非切り
離し可能または永久取り付けを生成するように選択されるであろう。
【０２０６】
　そのような接着材料が存在し、内部パネル２３２４および２３２８の部分を互に取り付
ける形態では、代替的な包装２３００の開封中に、パウチ２３１２、２３１４は、脆弱線
２３７３の一方または両方に沿った内部パネル２３２４および２３２８の一方または両方
の一部分の分離を可能にして、パウチ２３１２、２３１４の一方または両方の中の食品９
０へのアクセスを可能にするように、消費者によって加えられている開封力または張力が
、脆弱線２３７３の一方または両方の１つ以上の断裂を開始させる位置まで、ヒンジ２３
１６の周りで互から離れて移動する。包装２３００が消費者によって完全開封位置へ移動
させられると、内部パネル２３２４および２３２８の部分は、図５９－６１に示される方
法に概して類似する方法で、パウチ２３１２、２３１４の中の食品９０へのアクセスを提
供するように、それらのそれぞれのパネル２３２４、２３２８から脆弱線２３７３に沿っ
て連続的または同時に完全に分離し得る。
【０２０７】
　図６３の開封位置から図６２の閉鎖位置へ包装２３００を再閉鎖することを所望する消
費者は、パウチ２３１２の内部パネル２３２４上の接着領域２３７６が、パウチ２３１４
の内部パネル２３２８の外面２３４６に接触して切り離し可能に取り付き、包装２３００
の複数回の再閉鎖および開封を可能にするように、ヒンジ２３１６の周りで再び互に向か
ってパウチ２３１２および２３１４を移動させることができる。
【０２０８】
　別の形態による包装２４００が図６４－７０で図示されている。包装２４００は、以下
で強調されるある差異を伴って、図４８－５４の包装２０００に類似する。参照を容易に
するために、包装２０００の側面に類似する包装２４００の側面は、類似参照数字で指定
されているが、「２４」が前に付けられている。包装２４００は、可撓性フィルムのウェ
ブの単一のシートまたは一部分から形成されることができるという点で、上記で説明され
る包装のうちのいくつかの類似一般構造を有する。包装２４００の特徴は、明確にするた
めに誇張されており、一定の縮尺で描かれることを目的にしてないことが理解されるであ
ろう。
【０２０９】
　包装２４００は、２つのパウチ２０１２および２０１４で形成される包装２０００と異
なり、包装２４００が、包装２０００のパウチ２０１２、２０１４に類似する第１および
第２のパウチ２４１２および２４１４に加えて、ヒンジ２４４３の周りで第２のパウチ２
４１４に対して移動可能に取り付けられた第３のパウチ２４３５を含むという点で、図４
８－５４の包装２０００とは異なる。図６４－７０に示される実施形態では、第３のパウ
チ２４３５は、有利には、類似幅を伴う２パウチ包装２０００と比較して、食品９０のた
めの追加の貯蔵容量を伴う３パウチ包装２４００を提供する。第３のパウチ２４３５は、
随意に、以下でさらに詳細に説明されるように、第１および第２のパウチ２４１２および
２４１４から分離され、使用後に処分され得る。
【０２１０】
　３パウチ包装２４００は、閉鎖底端２４５４および２４６０を有する、２つのパウチ２
４１２および２４１４を含むという点で、図４８－５４の２パウチ包装２０００に類似す
る。図６８で図示される形態では、第１のパウチ２４１２の底端２４５４が、折り畳み部
によって形成されないが、気密シールを形成するように、接着剤２４７４ａを介して外壁
２４２２の内面２４３６の一部分を内部パネル２４２４の内面２４４４の一部分に密閉す
ることによって形成されるという点で、３パウチ包装２４００は、２パウチ包装２０００
とは異なる。２パウチ包装２０００のパウチ２０１４の底端２０６０と異なり、３パウチ
包装２４００の第２のパウチ２４１４の底端２４６０が、折り畳み部によって形成されな
いが、随意に、気密シールを形成するように、接着剤２４７４ｂを介して外壁２４２６の
内面２４２６の一部分を内部パネル２４２８の内面２４４８の一部分に密閉することによ
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って形成されるという点で、３パウチ包装２４００はまた、２パウチ包装２０００とは異
なる。３パウチ包装２４００のパウチ２４１２および２４１４は、図７０に示されるよう
に、端部シール２４６２、２４６４、２４６６、および２４６８を有する。端部シール２
４６２、２４６４、２４６６、および２４６８のうちの１つ以上があることが理解される
であろう。
【０２１１】
　包装２０００と同様に、包装２４００は、第１の閉鎖フラップ２４７０を有する第１の
パウチ２４１２と、第２の閉鎖フラップ２４７１を有する第２のパウチ２４１４とを含む
。第１のパウチ２４１２の第１の閉鎖フラップ２４７０は、第１の脆弱線２４７２に沿っ
て第１のパウチ２４１２の内部パネル２４２４から分離可能である。同様に、第２の閉鎖
フラップ２４７１は、図６８および７０に示されるように、第２の脆弱線２４７３に沿っ
て第２のパウチ２４１４の内部パネル２４２８に切り離し可能に取り付けられる。
【０２１２】
　包装２４００が図６４および６８に示される閉鎖位置にあるとき、第１および第２のパ
ウチ２４１２および２４１４の第１および第２の閉鎖フラップ２４７０および２４７１の
部分は、それぞれ、閉鎖フラップ２４７０の一部分が、図６８に示されるように、パウチ
２４１２の内部パネル２４２４から第１のパウチ２４１２の外壁２４２２に向かって延び
、接着剤２４７４ｃを介して第１のパウチ２４１２の外壁２４２２の内面２４３６に取り
付けられるように配向される。同様に、閉鎖フラップ２４７１は、図６８に示されるよう
に、第２のパウチ２４１４の内部パネル２４２８から第２のパウチ２４１４の外壁２４２
６に向かって延び、また、接着剤２４７４ｃを介して第２のパウチ２４１４の外壁２４２
６の内面２４４０に取り付けられる。
【０２１３】
　図６８に示される形態では、接着材料２４７４ｃは、閉鎖フラップ２４７０および２４
７１をそれらのそれぞれの外壁２４２２および２４２６に密閉し、第１および第２のパウ
チ２４１２および２４１４の間のヒンジ領域２４１６に沿って、第１のパウチ２４１２の
上端２４５０から第２のパウチ２４１４の上端２４５２まで延びる。したがって、包装２
４００が閉鎖位置にあるときに、閉鎖フラップ２４７０および２４７１が、接着剤２４７
４ｃを介して外壁２４２２、２４２６のそれらのそれぞれの内面２４３６、２４４０に取
り付けられるとき、第１および第２のパウチ２４１２、２４１４の中の食品９０へのアク
セスは、図６８で見ることができるように、閉鎖フラップ２４７０、２４７１によって封
鎖される。
【０２１４】
　接着材料２４７４ｃは、第１のパウチ２４１２の上端２４５０から第２のパウチ２４１
４の上端２４５２まで連続的に延びる単一の接着剤層として図６８で図示されているが、
代替的なアプローチでは、閉鎖フラップ２４７０および２４７１をそれらのそれぞれの外
壁２４２２および２４２６に密閉するために、２つの別個の接着剤が使用され得ることが
理解されるであろう。このアプローチでは、ヒンジ領域２４１６は、図６８のように接着
剤２４７４ｃによって互に密閉された２層のフィルムを含まないであろうが、図４８のよ
うにヒンジ領域２０１６に沿って示されるものに類似する可撓性フィルムの折り畳み部を
含むであろう。
【０２１５】
　２パウチ包装２０００の閉鎖フラップ２０７０および２０７１と同様に、３パウチ包装
２４００の閉鎖フラップ２４７０および２４７１は、接着材料２４９６を介して互に取り
付けられる。接着材料２４９６は、接着材料２４７４ａ、２４７４ｂ、２４７４ｃと同一
であり得るか、または異なり得、閉鎖フラップ２４７０および２４７１を互に取り付ける
ように選択される。接着材料２４７４ａ、２４７４ｂ、２４７４ｃは、第１および第２の
パウチ２４１２および２４１４の外壁および内部パネルを取り付けて、パウチ２４１２お
よび２４１４の閉鎖上および底端を形成するように選択される。接着材料２４７４ａ、２
４７４ｂ、２４７４ｃ、および２４９６は、熱溶解接着剤、熱融着、溶接、紫外線硬化、
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積層等の形態であり得る。
【０２１６】
　３パウチ包装２４００の第３のパウチ２４３５は、第１および第２のパウチ２４１２お
よび２４１４と実質的に類似する構造を有する。第３のパウチ２４３５は、外面２４４７
および内面２４４９を有する外壁２４４５と、外壁２４４５の反対側にあり、外面２４５
３および内面２４５５を含む、内部パネル２４５１とを含む。第２のパウチ２４１４の底
端２４６０と同様に、第３のパウチ２４３５の底端２４５７は、図６８に示されるように
、気密シールを形成するように、接着剤２４７４ｄを介して外壁２４４５の内面２４４９
の一部分を内部パネル２４５１の内面２４５５の一部分に密閉することによって形成され
る。３パウチ包装２４００の第３のパウチ２４３５は、例えば、図７０に示されるように
、第１および第２のパウチ２４１２および２４１４の端部シール２４６２、２４６４、２
４６６、および２４６８に類似する端部シール２４６７および２４６９を有する。
【０２１７】
　第１のパウチ２４１２の閉鎖底端２４５４と同様に、第３のパウチ２４３５の閉鎖上端
２４５９は、図６８に示されるように、随意に、気密シールを形成するように、接着剤２
４７４ｄを介してパウチ２４３５の外壁２４４５の内面２４４９の一部分をパウチ２４３
５の内部パネル２４５３の内面２４５５の一部分に密閉することによって形成される。図
６８で図示される実施形態では、第２のパウチ２４１４の閉鎖底端２４６０および第３の
パウチ２４３５の閉鎖上端２４５９を密閉するために、単一の接着剤２４７４ａが使用さ
れる。第１のパウチ２４１２の閉鎖底端２４６０から第３のパウチ２４３５の閉鎖上端２
４５９まで連続的に延びる、単一の接着剤２４７４の代わりに、第２のパウチ２４１４の
底端２４６０と第３のパウチ２４３５の閉鎖上端とを密閉するために、２つの別個の接着
剤が使用され得ることが理解されるであろう。このアプローチでは、その周りで第３のパ
ウチ２４３５が開封する、ヒンジ領域２４４３は、図６８のように接着剤２４７４ａによ
って互に密閉された２層のフィルムを含まないであろうが、図４８のようにヒンジ領域２
０１６に沿って示されるものに類似する可撓性フィルムの折り畳み部を含むであろう。
【０２１８】
　第３のパウチ２４３５は、第３の脆弱線２４３９に沿って第３のパウチ２４３５の内部
パネル２４５１から分離可能な第３の閉鎖フラップ２４３７を含む。第３の閉鎖フラップ
２４３７の一部分は、図６８に示されるように、第２のパウチ２４１４の外壁２４２２に
取り付けられる。具体的には、第３のパウチ２４３５の内部パネル２４５１の外面２４５
３の一部分は、接着剤２４９６によって、第１のパウチ２４１２の外壁２４２２の外面２
４３４の対向部分に取り付けられる。第３の脆弱線２４３９に沿って閉鎖フラップ２４３
７を分離するために必要とされる強度が、接着剤２４９６を介した外側パネル２４２２へ
の閉鎖フラップ２４３７の取り付けを破断するために必要とされる強度より小さいように
、接着剤２４９６は、第３のパウチ２４３５の閉鎖フラップ２４３７を第１のパウチ２４
１２の外側パネル２４２２に取り付けるように選択される。閉鎖フラップ２４３７の一部
分はまた、図６８に示されるように、第３のパウチ２４３５の上端２４５９において第３
のパウチ２４３５を密閉するように、接着剤２４７４ａを介して外壁２４４５の内面２４
４９に取り付けられる。したがって、３パウチ包装２４００が閉鎖位置にあるとき、第３
のパウチ２４３５の中の食品９０へのアクセスは、図６８で見ることができるように、閉
鎖フラップ２４３７によって封鎖される。
【０２１９】
　３パウチ包装２４００を開封するために、包装２４００は、ユーザによって把持され（
親指の例示的な位置が図６９に示されている）、図６９の矢印によって示される方向へ、
図６４の閉鎖位置から図６９－７０の開封位置に向かって第３のパウチ２４３５を移動さ
せるように操作され得る。図６４の閉鎖位置から図６９の開封位置に向かって移動させら
れるとき、第３のパウチ２４３５は、消費者にとって視覚的に魅力的であり得る、本のよ
うな様式で、３パウチ包装２４００を部分的に開封してパウチ２４３５の中の食品９０へ
のアクセスを提供するように、第１のパウチ２４１２から離れてヒンジ２４４３の周りで
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枢動可能に移動する。３パウチ包装２４００が図６９に示されるように部分的に開封して
いると、第１および第２のパウチ２４１２、２４１４が、密閉されたままであり、有利に
は、第１および第２のパウチ２４１２、２４１４の中の食品９０の鮮度を保つことができ
る一方で、ユーザは、３パウチ包装２４００の第３のパウチ２４３５の中の食品９０を消
費し得る。
【０２２０】
　図６９に示される方向への図６４の閉鎖位置からのユーザによる３パウチ包装２４００
の開封中に、３パウチ包装２４００の第３のパウチ２４３５および第２のパウチ２０１２
が互から離れて移動すると、消費者によって加えられる開封力または張力が、第３のパウ
チ２４３５の内部パネル２４５１内の脆弱線２４３９の１つ以上の断裂を開始させる位置
に達する。これは、３パウチ包装２４００が開封されるように、閉鎖フラップ２４３７の
張力の増加を有することによって達成されることができ、閉鎖フラップ２４３７の長さが
、第３のパウチ２４３５の内部パネル２４５１からの閉鎖フラップ２４３７の分離を伴わ
ずに、図６９のように部分的に開封したパウチ包装２４００を有するために必要とされる
長さより小さいことによって部分的に制御されることができる。
【０２２１】
　図６９では、３パウチ包装２４００は、脆弱線２４３９に沿って閉鎖フラップ２４３７
を第３のパウチ２４３５の内部パネル２４５１から分離させるように、十分な開封力が加
えられている、部分的開封位置で示されている。３パウチ包装２４００が図６９に示され
る部分的開封位置にある状態で、３パウチ包装２４００を図７０の完全開封位置まで開封
する必要なく、ユーザは、第３のパウチ２４３５の中の食品９０にアクセスすることを可
能にされる。換言すると、第３のパウチ２４３５の食品９０が消費され得る一方で、第１
および第２のパウチ２４１２および２４１４は、密閉されたままであり、第１および第２
のパウチ２４１２および２４１４の内側の食品９０の鮮度を保つ。
【０２２２】
　３パウチ包装２４００が、図６９に示される部分的開封位置まで最初に開封された後に
再閉鎖されることを可能にするために、パウチ２４３５の内部パネル２４５１の外面２４
５３は、図６８および７０に示されるように、随意的な接着領域２４７６ａを含む。図６
９の開封位置から図６４の閉鎖位置へ３パウチ包装２４００を再閉鎖することを所望する
消費者は、接着領域２４７６ａが第１のパウチ２４１２の外壁２４２２の外面２４３４に
接触して接着するように、ヒンジ２４４３の周りで第１のパウチ２４１２および第３のパ
ウチ２４３５を互に引き寄せるであろう。包装２４００がそのように再閉鎖されると、食
品９０は、第３のパウチ２４３５の中に含まれ、３パウチ包装２４００から落下すること
を制限される。３パウチ包装２４００は、第３のパウチ２４３５にもはやいかなる食品９
０も残らなくなった後に、第１および第２のパウチ２４１２および２４１４を開封するこ
となく、消費者が、第２のパウチ２４１４から第３のパウチ２４３５を切り離し、第３の
パウチ２４３５を処分することを可能にするであろう、図６８に示されるような、第２の
パウチ２４１４の底端２４６０と第３のパウチ２４３５の上端２４５９との間の随意的な
脆弱線２４６１を含み得る。
【０２２３】
　図６９の部分的開封位置から図７０の完全開封位置へ３パウチ包装２４００を開封する
ために、３パウチ包装２４００は、ユーザによって把持され（親指の例示的な位置が図７
０に示されている）、図６９のその位置から図７０の開封位置に向かって第１のパウチ２
４１２を移動させるように操作され得る。閉鎖位置から開封位置に向かって移動させられ
るとき、図７０に示されるように、それらのそれぞれのパウチ２４１２および２４１４か
ら第１および第２の閉鎖フラップ２４７０および２４７１を分離するように、および消費
者にとって視覚的に魅力的であり得る本のような様式で、包装２４００を完全に開封し、
３つ全てのパウチ２４１２、２４１４、および２４３５の中の食品へのアクセスを提供す
るように、消費者によって加えられる開封力または張力が脆弱線２４７２、２４７３の一
方または両方の１つ以上の断裂を開始させる位置に達するまで、第１のパウチ２４１２は
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、第２のパウチ２４１４から離れてヒンジ２４１６の周りで移動する。
【０２２４】
　３パウチ包装２４００の第１および第２のパウチ２４１２および２４１４が、図７０に
示される完全開封位置まで最初に開封された後に再閉鎖されることを可能にするために、
第２のパウチ２４１４の内部パネル２４２８の外面２４４６は、図６８および７０に示さ
れるように、随意的な接着領域２４７６ｂを含む。図７０の開封位置から図６９の部分開
封位置へ３パウチ包装２４００を再閉鎖することを所望する消費者は、接着領域２４７６
ｂがパウチ２４１２の外壁２４２４の外面２４４２に接触して接着するように、ヒンジ２
４１６の周りで第１および第２のパウチ２４１２および２４１４を互に引き寄せるであろ
う。３パウチ包装２４００がそのように再閉鎖されると、食品９０は、第１および第２の
パウチ２４１２および２４１４の中に含まれ、３パウチ包装２４００から落下することを
制限される。１つのアプローチでは、３パウチ包装２４００は、第１または第２のパウチ
２４１２、２４１４のうちの一方が、その中に残ったいかなる食品９０も有さなくなった
後に、その中に食品９０を依然として含む他方のパウチ２４１２または２４１４を保持し
ながら、消費者が、空のパウチ２４１２または２４１４を切り離して処分することを可能
にするであろう、図６８に示されるような、第１のパウチ２４１２の上端２４５０と第２
のパウチ２４１４の上端２４５２との間の随意的な脆弱線２４６３を含み得る。
【０２２５】
　包装２４００は、可撓性材料２５００の単一のシートまたはウェブから製造されること
ができる。可撓性材料２５００は、１つ以上のポリマー、積層板、金属化ポリマー、紙等
で作製されたフィルムであり得る。本方法の図示を明確にするために、単一の包装２４０
０が製造され得る、可撓性フィルム２５００の一部分が図６５－６７で描写されている。
図６５で描写される例示的な１枚の可撓性フィルム２５００は、前縁２５０８、後縁２５
０６、第１の縦側面縁２５０２、第２の縦側面縁２５０４、および上向きの表面２５１０
を有する。前縁２５０８が後縁になり得、後縁２５０６が前縁になり得るように、前縁２
５０８および後縁２５０６は、製造方法における機械方向の配向に応じて逆転し得、図６
５－６７で図示されるシートは、より長いフィルムのウェブの一部であり得ることが理解
されるであろう。
【０２２６】
　可撓性フィルム２５００が機械方向へ移動させられると、図６５に示されるように、食
品９０が可撓性フィルム２５００の上向きの表面２５１０の上に堆積させられる。具体的
には、食品９０は、それぞれ、第１、第２、および第３のパウチ２４１２、２４１４、お
よび２４３５の外壁２４２２、２４２６、および２４４５を形成するであろう、フィルム
の領域２５２２、２５２６、および２５４５上に位置付けられる。可撓性フィルム２５０
０は、フィルム２５００が、食品９０を包むように、図６５に示される開封シート構成か
ら図６６に示される折り畳んだ構成に中心折り畳み線２５１２の周りで約半分に折り畳ま
れるときに、第１の折り畳み線２５１２が可撓性フィルム２５００に形成され得る、中心
折り畳みゾーンを有する。
【０２２７】
　具体的には、可撓性フィルム２５００の前縁２５０８は、前縁２５０８が後縁２５０６
に重なるように、折り畳みゾーン２５１２の周りで折り畳まれ、後縁２５０６に引き寄せ
られる。前縁２５０８は、２つの縁２５０６および２５０８が同一線上にあるように、図
６５に示されるように後縁２５０６に直接重なり得る。代替的なアプローチでは、前縁２
５０８は、いずれか一方の方向へ後縁２５０６からオフセットされ得る。
【０２２８】
　可撓性フィルム２５００が図６６に示されるように１回折り畳まれると、それぞれ、第
１、第２、および第３のパウチ２４１２、２４１４、および２４３５の内部パネル２４２
４、２４２８、および２４５１を形成するであろう、フィルムの領域２５２４、２５２８
、および２５５１は、食品９０を包むように、フィルムの領域２５２２、２５２６、およ
び２５４５に重なる。次いで、フィルム２５００は、図６６に示されるように、中心折り
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畳み線２５１２の片側に第２の折り畳みゾーンまたは折り畳み線２５１６、および中心折
り畳みゾーン２５１２の反対側に第３の折り畳みゾーンまたは折り畳み線２５４３を形成
するように、さらに折り畳まれ得る。中心折り畳み線２５１２、ならびに第２および第３
の畳み線２５１６および２５４３は、直線として図６５－６６で示されているが、第１、
第２、および第３の畳み線２５１２、２５１６、および２５４３のうちの１つ以上は、非
線形、または１本の線の代わりに可撓性フィルム１００の領域の形態であり得ることが理
解されるであろう。
【０２２９】
　折り畳み線２５１２、２５１６、２５４３は、可撓性フィルム２５００の部分が図６６
および６７に示されるように折り畳まれるときに可撓性フィルム２５００に作製され得る
か、または可撓性フィルム２５００が機械方向へ供給ロールから巻きを解かれる前または
後に可撓性フィルム２５００に事前作製され得ることが理解されるであろう。可撓性フィ
ルム２５００の折り畳みに先立って、折り畳み線２５１２、２５１６、および２５４３が
可撓性フィルム２５００に作成されるあるアプローチでは、例えば、好適なローラ、レー
ザ等によって、そのような折り畳み線を作製することができる。例えば、随意に、折り畳
み線２５１２、２５１６、および２５４３は、可撓性フィルム２５００に作製されなくて
もよく、可撓性フィルム２５００は、折り畳み線２５１２、２５１６、および２５４３を
用いることなく折り畳まれ得る。可撓性フィルム２５００が、第１の折り畳み線２５１２
を形成するように、図６６に示されるように折り畳まれると、第２の折り畳み線２５１６
は、形成された包装２４００の第１のパウチ２４１２と第２のパウチ２４１４との間のヒ
ンジ２４１６に対応し、第３の折り畳み線２５４３は、形成された包装２４００の第３の
パウチ２４３５と第２のパウチ２４１４との間のヒンジ２４４３に対応する。
【０２３０】
　可撓性フィルム２５００上に食品９０を堆積させる前または後、ならびに可撓性フィル
ム２５００に第１、第２、および第３の折り畳み線２５１２、２５１６、および２５４３
を作製する前または後に、脆弱線２５３７、２５７０、および２５７１が、図６５に示さ
れるように可撓性フィルム２５００に作製される。脆弱線２５３７、２５７０、および２
５７１は、例えば、レーザアブレーション、型抜き、マイクロ研磨、または他の好適な手
段を使用して、可撓性フィルム２５００に形成されることができる。可撓性フィルム１０
０内の脆弱線２５３７、２５７０、および２５７１は、それぞれ、第１、第２、および第
３のパウチ２４１２、２４１４、および２４３５の脆弱線２４３７、２４７０、および２
４７１に対応する。
【０２３１】
　フィルム２５００が図６６に示されるように折り畳まれると、例えば、接着剤、または
本明細書で説明されるような別の好適な密閉技法（例えば、熱融着）を使用して、端部シ
ール２４６２、２４６６、および２４６７が縁２５０８に近接して形成され得る。例えば
、端部シール２４６２、２４６４、２４６６、２４６８、２４６７、および２４６９が図
６６で形成される、図６５に示される密閉辺縁２４８０ａ、２４８０ｂ、２４８０ｃ、２
４８０ｄ、２４８０ｅ、２４８０ｆ、２４８０ｇ、２４８０ｈは、密閉辺縁の熱融着を促
進して、包装２５００の端部シール２４６２、２４６４、２４６６、２４６８、２４６７
、および２４６９を形成するように、金属化領域を含み得る。端部シール２４６２、２４
６４、２４６６、２４６８、２４６７、および２４６９の密閉辺縁の縁に一致する、密閉
辺縁２４８０ａ、２４８０ｂ、２４８０ｃ、２４８０ｄ、２４８０ｅ、２４８０ｆ、２４
８０ｇ、２４８０である、金属化領域の縁は、金属化領域が（図６５で上向きの表面２５
１０として図示されている）可撓性フィルム２５００の裏面にあるため、図６６では点線
で示されている。金属化領域は、例えば、ホイル、または別の反射材料を含むことができ
る。金属化領域は随意的であり、可撓性フィルム２５００は、金属化領域が欠如していて
もよく、その場合、そのような領域は、密閉ゾーンに対応することができることが理解さ
れるであろう。
【０２３２】
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　図６６を参照すると、第１の脆弱線２５７２と折り畳み線２５１６および／または折り
畳み線２５１６に隣接する密閉辺縁との間の可撓性フィルム２５００の領域２５７０は、
第１のパウチ２４１２の閉鎖フラップ２４７０に対応する。第２の脆弱線２５７３と折り
畳み線２５１６および／または折り畳み線２５１６に隣接する密閉辺縁との間の可撓性フ
ィルム２５００の領域２５７１は、第２のパウチ２４１４の閉鎖フラップ２４７１に対応
する。第３の脆弱線２５３９と折り畳み線２５４３および／または折り畳み線２５４３に
隣接する密閉辺縁との間の可撓性フィルム２５００の領域２５３７は、第３のパウチ２４
３５の閉鎖フラップ２４３７に対応する。
【０２３３】
　可撓性フィルム２５００が図６６に示されるように位置付けられると、接着剤２５９６
、例えば、示されるような単一の細長いストリップ、または離間した複数のストリップあ
るいは点が、領域２５７０に適用され、これは、可撓性フィルム２５００が図６７に示さ
れる構成に折り畳まれるときに、領域２５７０および２５７１が少なくとも部分的に非切
り離し可能に互に取り付けられることを可能にするであろう。加えて、随意に、接着剤２
５７６ｂ、例えば、接着剤点が、可撓性フィルム２５００の領域２５２４に適用され得る
。接着剤２５７６ｂは、包装２４００が最初に開封された後に第１および第２のパウチ２
４１２、２４１４の再閉鎖を可能にする、包装２４００の接着領域２４７６ｂに対応する
。
【０２３４】
　次いで、可撓性フィルムは、図６６に示される構成から図６７に示される構成に折り畳
まれる。具体的には、可撓性フィルム２５００の長手方向縁２５０２は、折り畳み線２５
１６の周りで折り畳まれ、折り畳み線２５１６が折り畳み線２５４３に重なるように折り
畳み線２５４３に引き寄せられる。折り目２５１６は、２本の折り畳み線２５１６および
２５４３が同一線上にあるように、図６７に示されるように折り畳み線２５４３に直接重
なり得るか、または折り畳み線２５１６は、随意に、いずれか一方の方向へ折り畳み線２
５４３からオフセットされ得る。
【０２３５】
　可撓性フィルム２５００が図６７に示されるように位置付けられると、接着剤２５９６
、例えば、示されるような単一の細長いストリップ、または離間した複数のストリップあ
るいは点が、（図６６で領域２５２４の下にある）領域２５２２の一部分に適用される。
接着剤２５９６は、可撓性フィルム２５００が図６８に示される最終形成および閉鎖構成
に折り畳まれると、可撓性フィルム２５００の領域２５３７が少なくとも部分的に非切り
離し可能に領域２５２２の一部分に取り付けられることを可能にする。加えて、随意に、
接着剤２５７６ａ、例えば、接着剤点が、可撓性フィルム２５００の領域２５５１に適用
され得る。接着剤２５７６ａは、包装２４００の接着領域２４７６ａに対応し、包装２４
００が最初に開封された後に第１のパウチ２４１２への第３のパウチ２４３５の再閉鎖を
可能にする。
【０２３６】
　３パウチ包装２４００は、上記で説明される他の包装の１つ以上の特徴を交換可能に組
み込んでもよいことが理解されるであろう。例えば、３パウチ包装２４００は、図２７に
示されるカバー１３００に類似する外部カバーとともに使用され得る。それに沿って閉鎖
フラップ２４７０、２４７１、および２４３７が、それらのそれぞれのパウチ２４１２、
２４１４、および２４３５から分離され得る、脆弱線２４７２、２４７３、および２４３
９は、図５０および６６に示されるように弓形であり得、脆弱線２４７２、２４７３、お
よび２４３９のうちの１つ以上は、直線状で、かつ包装２４００が作製される可撓性フィ
ルムの長手方向縁と（例えば、図１５のように）平行であり得るか、または直線状で、か
つ可撓性フィルムの長手方向縁と（例えば、図４３のように）非平行であり得る。さらに
、閉鎖フラップ２４７０、２４７１、および２４３７の形状は、図７および１０のように
長方形であり得るか、または図５９－６１に示されるように、概して郵便封筒フラップの
ように成形された不規則形状閉鎖フラップ２２７０を有し得る。加えて、図６８に示され
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るように、それらのそれぞれの内側パネル２４２４、２４２８、および２４５１の一部と
して形成される代わりに、閉鎖フラップ２４７０、２４７１、および２４３７は、それら
のそれぞれの内側パネル２４２４、２４２８、および２４５１に折り重ねられ、図５に示
されるようにパウチの反対の壁に、または図１４に示されるように別の閉鎖フラップに取
り付けられ得る。また、３パウチ包装２４００が図示されているが、パウチの数は一例の
みとして示されており、４、５、６個以上のパウチを有する包装が、上記に記載される原
理に従って製造され得ることも理解されるであろう。
【０２３７】
　本明細書で説明される包装は、複数枚のフィルム、複数のフラップ、および／または複
数の接着剤ストリップを必要とする包装よりも費用効果的であり得る。しかしながら、複
数枚のフィルムを一緒に接合し、所望に応じて利用することができる。包装はまた、より
少ない材料を必要とし、オーバーラップを必要としないため、より少ない無駄をもたらす
。加えて、包装は、容易かつ直観的な開封機構を有し、本のように開封し得、これは、消
費者にとって視覚的に魅力的であり得る。
【０２３８】
　前述の包装のうちのいずれかでは、隣接するパウチへのフラップのシールまたはフラッ
プの間のシールは、包装の幅にわたって連続的である必要はない。例えば、図１－５を参
照すると、隣接するパウチ１４への内部パネル２８のフラップ７０のシールは、パウチ１
４の上縁５６と底縁５８との間で連続的である必要はない。シールは連続的であり得るが
、シールは、その長さに沿って不連続的であり得る、上縁５６および底縁５８に近接する
のみであり得る、上縁５６と底縁との間の領域中のみにあり得る、または他の好適な変形
例である。
【０２３９】
　前述の包装のうちのいずれかは、金属化または非金属化ポリマー、積層板、プラスチッ
ク、紙、板紙、ボール紙等、ならびにそれらの組み合わせを含む、それらに限定されない
、種々の材料で作製され得る。前述の包装のうちのいずれかは、随意に、包装の初期開封
に先立って、包装に含まれた食品または他の製品の鮮度を維持するように密封されること
ができる。前述の包装のうちのいずれかは、随意に、台形、円形、卵形、三角形等の非長
方形の形態で構成されることができる。本明細書で説明されるパウチのいずれかは、シー
ルを追加すること、または別様にパウチの中間部分を隣接材料に接着することによって等
、複数のパウチに分割されることができる。
【０２４０】
　図で描写されるヒンジは、堅い材料またはフィルム材料のいずれか一方を折り畳むこと
から形成されるが、ヒンジは、ラップまたは他のシールあるいは接合によって一緒に接合
された２つの材料等の他の形態を成すことができ、ヒンジの場所を事前設定するための穿
孔または他の線あるいは脆弱線を有することができる。「シール」という用語が本明細書
で使用されるが、そのような使用法は、完璧な機密シールを暗示しないが、また、低温ま
たは熱活性化である、糊または他の接着剤、剥離可能なシール、スキップシール等の気密
シールを生成しない他の形態の接着を含むこともできる。ある構造は、互に接合され、密
閉され、または取り付けられるものとして説明されるが、これは、例えば、中間構造との
直接および間接的または相対的接合、密閉、または取り付けを含むことが理解されるであ
ろう。
【０２４１】
　好ましい実施形態が詳細に説明されているが、本明細書で説明される構成内で変形例お
よび修正を達成されることができる。上記の包装の説明された特徴のうちの多くは、代替
的な包装を作成するように互に交換されることができることが理解されるであろう。例え
ば、種々の閉鎖フラップ構成、例えば、折り重ねられる、折り重ねられない脆弱線、１つ
または複数の剥離可能または別様に破裂可能なシール、複数の閉鎖フラップ、およびいく
つかのパウチは、代替的な実施形態を作成するように、例示的な実施形態の間で交換され
ることができる。同様に、３つのパウチ、２つのパウチ、または１つのパウチ、およびカ
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バーの使用は、種々の例示的な実施形態を超えて交換可能である。
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